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第一章










謎のイケメン




　今日も子供たちの賑にぎやかで楽しそうな声がする。

　三月の中旬を過ぎた春休み。沖縄を訪れる家族連れやカップルは多く、レストランでアルバイト中の私は猫の手も借りたいほど忙しい。

　私がアルバイトをしているレストランは、クイーンズパレスホテル・OKINAWAオキナワ内の一階で、透明度の高い海が見渡せる場所にある。

　クイーンズパレスホテルは世界各地に支店を持ち、ここは那な覇は空港から車で二時間ほどの距離。洗練されたインテリアはラグジュアリーな雰囲気で、高級ホテルならではの上質なサービスに定評がある。優雅な時間を過ごせるように数種類のスパもあり、時期にもよるけれど、パラセーリングやシーウォーク、ジェットスキーなどの各種アクティビティも充実している。普段は、落ち着いた老夫婦やビジネスマンなどがメインの客層だけど、春休みや夏休みには家族連れや若めのカップルも増える。

　地上十階建てで三百二十四室ある客室はこの時期、毎日が満室で、レストランのテーブル七十席が、ピークの時間帯になるとほぼ埋まってしまう。目が回りそうなほど忙しい朝食の時間帯が過ぎて、ようやくお客様が少なくなり、ひと息つける。

　今日ももう少しで休憩時間。オーダーされたジュースを厨房の入口で待っていると、トレーを持った里り沙さがニコニコしながら戻ってきた。

　私と里沙は同い年の二十二歳。出身村は違うけれど同じ大学の観光学部で、一年前からここで一緒にアルバイトをしている。私たちはどうしてもこのホテルに入社したくてアルバイトを始め、入社試験を受けてふたりとも正社員として採用された。あと十日ほど経てば、東京での入社式、研修を経てフロントクラークに配属される予定なのだ。

　アメリカ人の祖父の血を引いている里沙の髪は、カフェオレみたいな色だ。レストランの規則で結ばなければならず、くせが強くて束ねるのにひと苦労しながらポニーテールにしている。

　肩甲骨のあたりまである私の黒髪は、左右の耳の横で三つ編みにしている。昔の女学生みたいだけど、これが面倒じゃなくていい。中学一年生の妹、絵え里り奈なは今朝も『お姉ちゃん、二十二歳なんだからもっと大人っぽい結び方できないの？』と笑っていた。

　毎日こんなふうにやぼったい格好をしていて、あまり自分の容姿に自信はないけれど、目が二ふた重えで大きいところだけは気に入っている。

「夕ゆ樹き菜なっ！　ねぇ、あそこに座っている男の人、カッコよくない？」

　里沙が興味津々な顔で、ひとつの席に視線を動かす。

　その人は窓際の席で、ノートパソコンを真剣な顔で見ていた。私からは横顔しか見えないけど、確かに鼻び梁りょうは高くて唇くちびるも形がいい。さらっと流した前髪で眉は見えないものの、顎あごのラインはしっかりしていて意志が強そう。薄いグレーのスーツをナチュラルに着こなしており、有能で仕事のデキる男性のようなイメージだ。

　でも年齢は意外と若そう。まだ二十代のように見える。

「ね？　イケメンだよね？　東京から来たのかな？」

　里沙は『イケメンは大都会東京にいる』と信じて疑わない。カウンターに片かた肘ひじをつき、今度はうっとりした表情で男性を見つめている。

「どうだろう……この辺の人じゃないことは確かだね」

　それに、私のタイプじゃないことも確か。完璧な容姿の人は面おも白しろ味みがないというか、近寄りがたい雰囲気で苦手。

　私の理想の男性はちゃんといる。残念ながら半年前にデキちゃった結婚をした、近所のお兄さん的存在の金きん城じょう真まさ人とさんだ。

　彼はこのホテルの副支配人で、年齢は三十三歳。若くして副支配人なのは、語学が堪たん能のうなおかげらしい。最近の沖縄は、台湾や中国、韓国からの観光客が多い。金城副支配人は中国語と韓国語ができるので、異例の昇進だと聞いた。

　沖縄の人らしく彫りが深い顔立ちだけれど、イケメンというわけではなく、性格もお笑い芸人のように人を楽しませるのが好きなタイプ。いわゆる三枚目キャラ。優しくて『困ったことがあったらなんでも言ってくれ』と、いつも力になってくれる。

　正直なところ、金城副支配人がいなかったら、競争率の高いこのホテルに採用されたかどうか。

「はい、夕樹菜ちゃん。パッションフルーツジュースできたよ」

　厨房から声がかかった。アルバイト期間が長いから、スタッフは私と里沙に対してフレンドリーに接してくれる。

「はい！」

　オレンジ色のジュースが入ったグラスをトレーに乗せ、お客様の元へ向かう。

　このジュースを注文したのは、イケメンの席の向こうにあるテーブルのファミリー。小さな子供がふたり、朝食を食べ終えて飽きたのか、先ほどからレストラン内をチョロチョロと走りまわっている。

　あんなに賑やかな中でイケメンはよく仕事ができるな、と感心する。だって本当に『静かにしなさい！』と怒鳴りたくなるほどうるさいから。両親もそんな子供たちを注意することなく、話に夢中になっている。普段はこういった騒がしい感じの家族連れは少ないけど、春休みや夏休みのシーズンは仕方ない。

　そのテーブルに向かったとき、子供たちは席を離れ、窓に顔をつけるようにして海を見ていた。ずっとそこで見ているのだろう、と私は安心していた。

　ところが、籐とうの椅子に座るイケメンまであと一メートルもないところまで近づいたとき、後ろからなにかがドスンとぶつかった。その衝撃を受けて、私の身体は斜め前に傾き……。

「きゃっ！」

　持っていたトレーが手から離れて……『あっ！』と思ったときには遅かった。あってはならないことに、グラスからオレンジ色の液体が飛びだし、イケメンの肩や背中にかかってしまったのだ。

　グラスは床に落ちて、パリーンと割れる音がした。私は両手と両りょう膝ひざを床についてしまい、痛さで少しの間立てなかった。どうやらちょっと目を離した隙に、また走りまわり始めていた子供たちがぶつかってきたようだ。困った子供たちのいるテーブルのほうへ向かうのだから、細心の注意を払わなければいけなかったのに……。

　痛みをこらえて立ち上がったときには、慌ててやってきた里沙が男性に何度も謝りながら、汚れてしまった上着をおしぼりで拭ふいていた。けれど、おしぼりくらいでは拭きとれるはずがない。上着は絞れそうなくらいびっしょりだった。ワイシャツにまで被害が及んでいるかもしれない。

「し、失礼いたしました！」

　とんでもないことをしでかしてしまい、頭から血の気がサーッと引いていくような感覚になった。半べそをかきながらも泣かないようにして、米つきバッタのようにペコペコと頭を下げる。

「申し訳ございませんっ！」

　男性はどんな顔をしているのだろうか。怖くて見ることができない。

「……君は大丈夫？　どこか打っただろう？」

「え……」

　予想に反してかけられた優しい言葉に、思わず顔を上げた。首をほんの少し傾かしげた彼は、いたわるような眼まな差ざしで私を見ている。

「い、いいえ……」

　軽く首を横に振ると、右手首を掴つかまれた。

「痛っ……」

　鈍い痛みに顔が歪ゆがむ。

「やっぱり。早く医者に診みてもらったほうがいい」

「でも……」

　優しく言われるとさらに申し訳ない気持ちが増してくる。それに、そう言われたからといってここから立ち去ることなんてできない。そこへ金城副支配人が血相を変えてやってきた。

「須す藤どう専務！」

　専務？　金城副支配人の知り合いで、どこかの会社の専務の方なのだろうか。

「すみません！　私がつまずいてお客様に――」

「気にしなくていいから、早く診てもらいなさい」

　金城副支配人に事情を説明しようとすると、男性が割って入ってきた。

「そう言ってくださっているのだから、君はすぐに医務室へ行きなさい」

　金城副支配人の許可が下り、ホッとして肩の力が抜ける。安あん堵どしたせいか、右手首の痛みが増した気がする。

「本当に申し訳ございませんでした！」

　寛大なイケメンに深く頭を下げると、その場を離れてホテル内の医務室に向かった。




　年配の女医さんは、なんでも話せるお母さんみたいな人。なぜ痛めたのか、触診を受けながら先ほどの状況を話すと、お腹を抱えて笑われる。

「あー苦しい！　そのイケメンの顔、見たかったわ」

　ケタケタと笑っていた女医さんは両手を頬ほおに当ててひと呼吸し、表情を真剣なものに戻した。

「それにしても、常識がない親ね」

　ぶつかってきた子供たちの親に対して怒っているようで、口をへの字に曲げながら私の右手首をもう一度丁寧に触診する。

「軽い捻ねん挫ざだけど、もっと腫はれてくるようだったら病院へ行ってね。ここにはレントゲンがないから」

「はい。ありがとうございます」

　右手首に巻かれた包帯に鼻を近づけると、ツーンと湿布の匂いがする。

　たいしたことなくてよかった。でも、これだとレストランの仕事はできないな……。

　レストランの責任者の元へ行こう、と医務室を出たとき、ポケットのスマホが振動した。とりだしてみると、表示されているのは金城副支配人の名前。

「はい、比ひ嘉がです」

『もしもし、夕樹菜ちゃん。怪け我がの具合はどう？』

　開口一番、怪我の心配をしてくれる金城副支配人の優しさに心が温かくなる。しかし、それと同時に迷惑をかけてしまった申し訳なさも込み上げて、すぐに返事ができない。

『もしかして、怪我がひどかった？』

「ち、違います。それほどひどくはありません。単なる捻挫だったんですが、湿布の匂いのせいでレストランの仕事は数日無理かな、と……」

『ああ、それは仕方ないよ。責任者に伝えておく。労災で申請するから』

「はい……」

『そんなに落ち込まないで』

　軽い口調で慰めてくれる。〝近所のお兄ちゃん〟に戻ったみたい。

「お客様は大丈夫でしたか？」

『ん？　ああ――』

　電話の向こうで誰かに話しかけられたようだ。なにかを話しているくぐもった声が聞こえてくる。

『あ、ごめんね。夕樹菜ちゃん、今晩空いているかな？』

「え？」

『一緒に食事でもどうかな、って。レストランのみんなも来るよ。二十二時にサンセットホテルのロビーに集合ね』

　奥様のいる男性と遅い時間にふたりきりになるのはよくない、と一瞬その誘いに驚いたけど、レストランのみんなも一緒だと聞き安心して行く気になる。集合が二十二時と遅いのは、レストランの仕事を終わらせてから集まるためだろう。

「はい、わかりました。サンセットホテルに二十二時ですね」

　サンセットホテルはこのクイーンズパレスホテルよりは小規模だけれど、ホテル内のレストラン〝かりゆし〟は沖縄料理がおいしいと有名で、観光ガイドブックにもよく載っている。〝かりゆし〟とは沖縄の方言で〝幸多かれ〟という意味だ。二十五時まで営業しているので、飲み会などで利用することも多い。

　私はその後、金城副支配人の指示に従って一度家に戻り、約束の時間を待つことにした。










副支配人の裏の顔




　デニム地のショートパンツにＴシャツ、レモンイエローのカーディガンを羽織り、約束の十分前にサンセットホテルに到着した。自宅から徒歩二十分ほどのところだ。

　金城副支配人はすでに着いていて、ロビーのソファに座っていた。出入口に視線を向けていた彼は、私の姿を見るとソファから立ち上がる。

「夕樹菜ちゃん、こっちだよ」

　手招きされ、軽く会え釈しゃくして近づく。そこで、レストランのメンバーが誰ひとりいないことに気づく。

　まだ十分前だから、みんな来ていないの？

「みなさん、もうそろそろですか？」

「いや……実は……誘っていないんだ」

　金城副支配人は、少し口ごもりながら驚く内容を告げた。

「えっ？　それは……私たちふたりだけってことですか……？」

　ホテルのロビーにふたりだけ、というシチュエーションに戸と惑まどいを隠せない。困ってしまい、あたりに視線を彷徨さまよわせる。

「今日は怪我をさせてしまったから、ごちそうしてあげたくてね」

　ふたりきりということに緊張しつつも、同じ職場で働く上司として気遣ってくれたことが嬉うれしくて、コクッと小さく頷うなずいた。

「よかった！　じゃあ〝かりゆし〟へ行こうか」

　歩きだした彼の後ろをついていき、〝かりゆし〟の中へ入る。

　サンセットホテルはスタンダードクラスなので軽装でも気軽に入ることができるし、〝かりゆし〟も良心的な値段で楽しめる庶民的な沖縄料理店だ。西海岸の夕日に見立てたオレンジ色のライトの下のカウンターには、いろいろな形の泡盛の瓶が並べられている。その横に設置された、人が三人座れば窮きゅう屈くつになりそうな琉球畳のスペースでは、男性が客の会話の邪魔にならないくらいのボリュームで三さん線しんを奏でている。

　三線は、十年前に亡くなった祖父がよく弾いていた。金城副支配人とふたりきりで緊張していたけど、心地よい三線の音色に気持ちが和む。

　この時間でもテーブル席の半分が埋まっていた。奥にある四人がけのテーブルに案内されて、金城副支配人と対面で座ると、彼は早速メニューを私に渡す。

「なんでも好きなものを頼んで。あ、夕食はまだ食べていない？」

「お腹が空いたので、ちょっとだけつまんできました」

　こんな時間にどかっと食べたら、体重が一キロや二キロは増えてしまうかもしれない。カロリーが高いものは正直食べたくないところ……差しだされたメニューを見ながら、そんなことを考える。

　私はノンアルコールのシークワーサーの蜂蜜ドリンク、金城副支配人は地ビールに決める。料理は軽めにしたいけれど、おつまみに揚げ物は外せない。彼は芝エビのから揚げを頼んでいる。それも食べたいけど、もずくの天ぷらも食べたいな。

　なんだかんだ考えながらも、気づけばけっこうな量の料理がテーブルに並んでしまった。

　店内は薄暗く、テーブルに置かれたキャンドルの灯りが揺らめいている。カップルだったら気分が盛り上がる雰囲気だろう。しかし相手は近所のお兄さんでもあるけど、今は上司。会話は当たり障りのないものになる。




　しばらく経って、金城副支配人は三杯目のビールをおかわりした。キャンドルの灯りのせいか顔が赤らんでいるように見える。そして、しだいに馴れ馴れしい口調に。

「夕樹菜ちゃんは飲まないの？」

「私があまり飲めないって、知っていますよね？」

「そうだっけ？　こういう場だと少し飲めるくらいのほうがいいよ。社会人になって上司からの酒を飲めないっていうのはちょっとね。あ！　今日はいいんだよ。ほら、食べて食べて」

　少しは飲めたほうがいいのはわかっているけれど、お酒は一杯飲むだけで身体がカアッと熱くなり、すぐに眠くなってしまうのだ。もう二十二歳だし、やっぱり社会人になって飲めないのはよくないかな、と自宅で何度もビールや焼酎などを試しに飲んでみたけど、何度やっても同じ状態になる。

　金城副支配人に勧められ、運ばれてきたにんじんのしりしりに手をつける。しりしりとは私の好きな沖縄料理で、千切りのにんじんと卵を炒めて醤油で味つけしたシンプルな家庭料理。

「夕樹菜ちゃんって、可愛かわいいよな。うん、我がホテルで群を抜いて可愛いし、うちの奥さんよりもね」

　口に入れたばかりのしりしりをぶはっと吹きだしそうになる。急いで口に手をやり、金城副支配人をまじまじと見ると、彼はニッコリと笑って茶色がかった瞳で見つめ返してきた。

「副支配人？　どうしたんですか？」

「夕樹菜ちゃんが好きなんだよ」

「えっ!?」

　思いがけない告白に、椅子から立ち上がってしまった。ガタッと大きな音を響かせてしまい、他の客からの視線が痛い。戸惑いながらすぐに座り直す。

　どういうこと？　なんで？　どうして？

　薄暗い照明の中、彫りが深い顔立ちでじっと見つめられると背筋に寒いものが走る。

「夕樹菜ちゃんも俺のこと、好きでしょ？」

「き、金城副支配人っ！」

「ふたりきりのときは真人って呼んでよ」

　テーブルの上に置いていた私の右手が、彼の色黒の左手に包み込まれる。とっさに手を引っ込めようとしたけれど力が強くて動かせない。しかも、握られているのは捻挫しているほう。ズキッと痛みが走り、思わず顔をしかめる。

「放してください。痛いです。酔っぱらっているんですか？」

「ねえ、夕樹菜ちゃん。どうなの？　俺に好きって言われて嬉しい？」

　痛いから放してと言っても、彼は聞く耳を持たずに話し続ける。

「やめてください」

　私の右手は、気づけば両手で深く包み込まれていた。容よう赦しゃのない強い力で握られてさっきよりも手が痛いし、だらしなく目じりが下がっている彼の表情を見て嫌悪感を覚える。

「そんなに恥ずかしがらなくてもいいよ。ホテルの部屋、とってあるんだ。夕樹菜ちゃんと愛し合いたい」

「はあ!?」

　今まで憧れていた人は、とんだ勘違い野郎だった。デキちゃった結婚をして現在奥様が妊娠中なのに、私を誘おうとしている。

「いいだろう？　夕樹菜ちゃんも俺を好きだよね？　親密な関係になりたいんだ。そうすれば仕事もしやすくなるだろう？」

　吐き気が込み上げてきた。不倫関係になって、どう仕事しやすくなるって言うの？

　呆あきれてなにも言えないまま彼を凝視していた。言葉が出てこなくて、いろいろと今後のことが脳裏をよぎる。

　断ったら……ホテルでの仕事ができなくなるってこと……？

　ありえないでしょ。優しく親切だと思っていた近所のお兄ちゃんがそんな人だったなんて！

「夕樹菜ちゃん？　もう立派な大人なんだから、言っていることわかるよね？　それに、うちのホテルに入社できるのも俺の口添えがあったからだよ」

　……もう限界っ！　セクハラで訴えてやる！

　ズキズキと疼うずく右手を思いっきり引き抜こうとしたとき、突然その手をパッと放された。彼が慌てて立ち上がったのだ。

　どうしたのかと見上げると、酔っぱらって重そうな目ま蓋ぶたを無理に大きく開こうと瞬まばたきしている。

「す、須藤専務！」

　彼は私の背後にいるらしい人物の名前を呼んだ。どうしてそんなに慌てているの？

「沖縄料理がおいしいと聞いて来たんです。副支配人は奥様とデートでしたか」

　後ろから響いたのは、どこかで聞いたことのある声だった。低くて深みのある……あっ！

　今朝のイケメンの顔を思い出した。どうやら私を金城副支配人の奥様と勘違いしているようだ。

「あ、いえ……その……」

　金城副支配人の挙動不審な目が私の目を捉え、『振り向くな』と訴えてくる。その異常におどおどした態度に、どうしてなんだろうと首を傾げる。店内は薄暗いから、男性には私が今朝レストランで会った従業員だとはわからないかもしれないのに。

　それでも、金城副支配人の額からはものすごい量の汗が垂れ始めている。こんな時間に奥様ではない女と一緒にいることがバレたら、本社の上層部に密告でもされると思っているのだろうか？

　金城副支配人と男性は知り合いのようだから可能性は低いかもしれないけど、男性が金城副支配人を軽けい蔑べつして、事実を上層部へ伝えてくれたら……と一いち縷るの望みを覚える。そうしたら、セクハラされたことをちゃんと説明してホテルに残れるかもしれない。このまま入社取り消しになったら悔やんでも悔やみきれない。いっそ金城副支配人が解雇になればいい、とさえ思ってしまう。

　金城副支配人の思いどおりにはいかせないんだから。

　振り向こうとしたとき、金城副支配人がうわずった声で話し始めた。

「い、いえ、妻ではないんです。今夜はレストランのアルバイトに呼びだされてしまいまして」

　その言葉に耳を疑った。

「なにを言っているんですか！」

　怒りで立ち上がると、金城副支配人は一瞬気まずい顔になったものの……。

「もう二度と誘わないでくれ！　迷惑だ！　さっきから言っているのに聞かなかったんですよ。ちょうどよかった。それでは須藤専務、私は失礼します」

　早口で告げると、言葉を返す間も与えずその場から飛ぶように去っていった。

　はあ？　なんなの!?

　たとえ一度しか会ったことのない人でも誤解されるのは嫌だ。振り返ってみると、やっぱり今朝のイケメンだった。冷たい瞳と目が合うと、自分は悪いことをしていないのに気まずくなる。金城副支配人の嘘うそのせいで誤解をされていそうで、説明しなければと思うけれど、怒りやショックでうまく言葉が出てこない。情けなくて下唇をギュッと噛かんでから口を開く。

「あ、あの、違うんです！」

　冷たい視線から、やはり誤解しているらしいことは充分わかる。さげすむような視線に耐えられなくて、顔を下げた。

　彼は今朝の装いとは打って変わって、高級そうなブラックジーンズに清潔感溢あふれる白シャツ姿。こんな薄明かりの下でも、白いシャツはシミひとつなくパリッと糊のりがきいているのがわかる。

「君は不倫をするほど男に困っている、ふしだらな女なのか？」

　そのきつい言葉に傷ついた。

「違いますっ！　私が誘ったんじゃないんです！　電話があって、レストランのみんなも来るからって――」

　そこで言葉を止めた。

　私、なんでこの人に弁解しているんだろう。私にとって不本意な出来事だという事実を、この人にまったく信じてもらえていないのが態度でありありとわかるのに。

「言い訳はけっこう。それに、俺は別に気にしない」

　冷たいひとことに、私はなぜかさらに落胆する。

　どうして落胆しちゃうんだろう……。目の前の彼が、今朝の私をいたわる優しい人から冷たい人に変わってしまったのがショックだから？

　彼は私から離れたテーブルに着いた。座った途端、待ち構えていたようにウエイトレスが彼の席へ向かうのが見えた。

　私に残されたのは、誤解された憤いきどおりと、かなりの出費になる金額の伝票だった。

　伝票を掴んでレジに向かう私の足どりは重かった。










やっぱり言わずにはいられない




　翌日の十五時過ぎ、食事休憩中の里沙から電話をもらった。

　昨夜、金城副支配人から、怪我で二、三日アルバイトを休むことをレストランの責任者に伝えたとは聞いていたけど、もしかしたらこのまま入社取り消しになるのだろうか……。悔しいけれど、金城副支配人が手を下せば私はもう二度とクイーンズパレスホテルでは働くことができない。

『手首の具合はどう？　まだ痛む？』

　里沙は心配そうに声をかけてくれる。

「まだ……痛むけど……それよりも、私……ホテルの仕事、辞めることになるかも」

『は？　夕樹菜、なに言ってるの!?　辞めることになるかもって？』

　突然の爆弾発言をされた里沙は、矢継ぎ早に尋ねてくる。

「昨日、金城副支配人から、レストランのみんなが来るからってサンセットホテルの沖縄料理店に誘われたの。結局それは嘘でみんなは来なかったけど、せっかくだからふたりで食事をしていたら、あの男セクハラ発言満載で。手を握ってきて、『俺のこと好きなんだろ』って。『俺も好きだよ。ホテルの部屋とってある』とか、『ホテルに入社できるのも自分の口添えのおかげだから』なんてことも言ってきて」

『それって、夕樹菜の身体目的で口添えしたってこと？』

「そうみたい。優しい近所のお兄ちゃんだったはずなのにっ！」

　昨夜から今までずっと腹を立てていたけれど、里沙に話すともっと腹が立ってきた。私はアイツのせいで大事な職も失いかけている。

『ひどいね、信じられないよ！　夕樹菜、泣き寝入りする気？』

「泣き寝入りなんてしたくないけどっ……」

　あのとき居合わせたイケメンの視線を思い出し、目頭がじんわりと熱くなってきた。

　なんであの人のことを思い出しちゃうのよ！

『あ、休憩終わりだって呼ばれちゃった！　ごめん！　またかけるね！』

　里沙の慌ただしい言葉を残して電話は切れた。

「本当……どうしよう……四月から職なしなんてありえない……」

　ひとりごちて、畳の上にゴロンと横になる。

　入社試験に受かって、家族みんなが喜んでくれて……それを今さら……。

「もう！　やっぱり言わずにはいられない！」

　キッチンで夕食の下ごしらえをしているおばあちゃんに声をかけ、自転車の鍵を掴み玄関へ向かう。

　両親は共働きで、もっぱら料理はおばあちゃんの担当。まだまだ元気な七十五歳だ。

　十歳年の離れた兄もいるけれど、北海道の牧場の娘と結婚し、現在は向こうで暮らしている。ずいぶん遠いところへ行ってしまい、なかなか会えない。

「お姉ちゃん！　今からバイト？」

　玄関を出ると絵里奈がいた。ちょうど学校から帰ってきたところのようだ。

「うん。おばあちゃんのお手伝いしてね。じゃあ！」

　自転車を漕こいでホテルへ向かう。途中の坂道は大変だけれど、バスは時間が当てにならないから自転車がベストな乗り物。

　普段は三十分かかるところを、怒りに任せて漕いだおかげで今日は二十分でホテルに到着した。漕いでいる姿は相当ひどいものだったに違いない。鬼の形相をしていたりして。

　裏口から厨房へ入ろうとしたとき、背後から声をかけられてビクッと肩が揺れた。

「夕樹菜ちゃんじゃないか。急いでいるみたいだけど、遅刻かい？」

　ごみを捨てに来た調理担当のおばさんだった。

「あ、今日は休んだんですけど、ちょっと用事があって……」

　包帯が巻かれた右手を上げて見せると、おばさんは思い出したように頷いた。

「そうだそうだ、昨日はすごかったらしいね？　子供には注意しなくちゃね。最近は叱しからない親が多いから」

「はい。それを痛感しました」

　裏口から入って、おばさんはそのまま厨房へ。私は副支配人室へ向かった。

　しかし、フロントの後ろにある副支配人室に金城副支配人はいなかった。大きなため息をついてから、彼を探しに部屋を出る。

　接客中のフロントに軽く会釈してロビーに視線を走らせたけれど、広々としたロビーにも観光帰りらしき家族連れがふた組いるだけで、やはり金城副支配人の姿は見当たらない。

　どこにいるんだろう……。

　そのとき、ビーチへ出ていける通路に彼の後ろ姿が見えた気がした。目の端にちらっと映ったのだ。

　足音をたてないようにしながらも、早足で金城副支配人を追う。やはり彼はビーチに出ようとしていた。

　彼まであと二メートルほどのところで、それまでの私の勢いは急に削そがれた。女性客ふたりがビーチに通じるドアを開けようとしたところで、彼が先まわりして開けていたのだ。

　感じよくお客様にお辞じ儀ぎをする姿は、しっかりしたホテルマン。でも裏ではただの卑ひ怯きょうなエロ男。

　私は思いっきり深呼吸して心を落ち着けてから、声を上げた。

「副支配人！」

　振り返った彼は〝驚きょう愕がくした〟という表現がぴったりなくらい、ギョッとした顔つきになった。それが妙におかしかった。

「比嘉くんか」

　昨夜はあれほど『夕樹菜ちゃん』と連発していたのに、今は『比嘉くん』。これまでお客様の前以外では名字で呼ぶことなどなかったのに。彼なりに予防線を張っているのだろう。

　とはいえ、今も親しげに『夕樹菜ちゃん』と呼ばれたらどうだろう？　それはそれで、うまく丸め込もうとしているのが見え見えで腹立たしく思ったに違いない。

「あんなことを言うなんて！」

　私の声は通路に大きく響いた。じんわり詰め寄ると、彼は慌てたように私の腕を掴んだ。そして外に連れだされる。勢いよく引っ張られ、結んでいない髪が顔にかかり、邪魔をする。円形のプールへ続く道まで引きずられるようにして連れていかれ、まだ外は明るいけれど、そこに誰もいないこともあってちょっと怖くなった。

「放してください！」

　私は乱暴に腕を動かし、彼の手を振りほどく。

「考え直したんだろう？」

「は？」

　一瞬、なにを言われたのか理解できなかった。

「入社が取り消しになったら困ると思って、謝りに来たんだろう？　いいよ。今回は折れてあげよう」

　昨夜のような、いつもより甘い声とにやけた顔。とんちんかんな言葉をペラペラと紡ぐ口。その口をホッチキスで留めてやりたい。

「謝りに来たんじゃありません！　あなたに謝ってほしいんです！　奥様がいるのによくも平気で不倫に誘い、しかも嘘をつくなんて」

「しょうがないだろう？　本当のことなんだから。君がいつも俺を特別な目で見ていたのはわかっていたよ」

「そんなことありません！　このことは本社に報告しますから！」

　なにを言っても無駄なのだろう。ヘラッと笑う表情の気持ち悪さに、吐き気が込み上げてきた。

「君が報告しても聞き流されるだけだよ」

「そんなことありません！」

「恥ずかしい思いをするだけだ」

　――バチンッ！

　私は左手で彼の頬を平手打ちしていた。カッとなって反射的に手が出てしまったけど、まったく後悔しないくらいに腹が立っている。

　利き手じゃないからそれほど痛くなかったかもしれない。金城副支配人は肌が浅黒いから、頬が赤くならないのも憎たらしい。

　それでも、彼のあっけにとられた顔を見て多少は気持ちがスッキリする。その顔を睨にらんでいると、第三者の声が割り込んできた。

「昨日の続きなら、客から見えないところでやってくれないか？」

　ビーチに繋つながる小道のほうからやってきた声の主は、あのイケメンだった。金城副支配人の大柄な体格のせいで見えなかったけれど、気づくとすぐ近くに立っていた。今日は濃いグレーのスーツを着ており、その都会的で洗練された姿はこの場所にそぐわない。

　どうしてこの人には毎回、変なところを見られちゃうの？

「須藤専務、申し訳ございません。私に未練があるらしくて、困っていたところなんです」

　金城副支配人は、また自分の都合のいいように言う。

「嘘はやめてくださいっ！」

「比嘉くん！　見苦しいぞ。申し訳ありません」

　金城副支配人は頭を深く下げ、男性はまたあのさげすむような視線を私に向けてくる。昨夜の私服より、今の一分の隙もないようなスーツ姿のほうが威圧感に満ち溢れている。

　ああっ！　もう嫌っ！

「もういいです！　本社に報告しますから！」

　地団太を踏みたい気持ちをこらえ、金城副支配人を睨みつけてからその場を立ち去った。

　その日の二十時過ぎ、アルバイトを終えた里沙が差し入れの飲み物を持って家へやってきた。

　彼女はペットボトルのコーラをゴクゴク飲んでひと息ついた。

「ぷはぁーっ、ひと心地ついたー。バイト中、夕樹菜の話を思い出してずっとイライラしちゃってさ」

「里沙、実は私……夕方、どうしても我が慢まんできなくてホテルに行ったの」

「そうだったの!?」

「うん。でも行ったら苛いら立だちがさらに増したというか……もうやりきれない気持ちでいっぱいだよ」

　私もコーラを飲み、重いため息を漏らしてうなだれる。里沙は私に同情の目を向けて、肩を落とす。

「そりゃそうだよ。私もそんな上司の下で働くのが嫌になってきちゃったもん」

「そんなこと言わないで。このあたりじゃ、なかなかいい就職口なんてないんだから」

　私は隣で体育座りをしている彼女の肩に手を置いて揺さぶった。

「でも夕樹菜は、入社を取り消されたらホテルではもう働けないんでしょ？　どうするの？」

「う……ん……まだこの先のことなんて決められないけど、折を見てお父さんたちには言わなきゃな、って……」

　家族の反応が怖くて、昨夜からのことはいまだに言えないでいる。みんながっかりするだろうな……。

「本社に報告しようよ！　そうすれば金城副支配人にもなんらかの処しょ罰ばつがあるんじゃない？　あわよくばそのまま入社もできるかも」

「……無理だと思う。……だって第三者も私を信じてくれなかったんだよ？　普通は誰だって、社会的地位のあるほうを信じると思う」

　また脳裏に男性の冷たい表情を思い出し、大きく首を横に振った。

「第三者って、誰？」

「私がレストランでジュースをかけちゃったイケメン。あの人には本当、変なところばっかり見せちゃうんだよね――」

　電話では話していなかったもっと詳しい話を里沙に教えた。

「ええっ！　あのカッコいい人に、そんなところ二回も見られちゃったの？　私なんてレストラン以来、一度も見かけていないのに！」

　残念そうな里沙だけど、それとこれとでは話が違う。私は見られないほうがよかったんだから。

　でも、あの男性が現れなかったら私はホテルの部屋に連れ込まれていた？

　ううん！　絶対に断って逃げていた。どっちにしろ私の就職はなくなったんだ。

「はぁ……ため息しか出ないね」

　自分の口から何度も漏れるため息に、ちょっと嫌気が差す。

「これからどうすればいいんだろうね……」

　だらりと足を投げだした里沙がぽつりと呟つぶやく。

「里沙！　私、大丈夫だから！　里沙はホテルの仕事頑張って！　一週間後には東京で入社式でしょ。いいな～、私も東京に行きたかったな」

　こんなことがなければ、入社式と新人研修で一週間、一度も行ったことのない東京に滞在できたのにな……。




　二日後。近くの町の本屋に立ち寄ってから、お昼にひとりでファストフード店のハンバーガーを食べたあと、右手首を診せに病院へ行った。とりあえずもう痛みはないし、問題ないと医者にも言われた。

　自宅に戻ると、玄関の赤いポストに薄い水色の封筒が入っていた。労災の書類？なんて考えが頭に浮かんだけれど、診断書はもらっていないから違うはず。

　宛名を見ると自分の名前が書かれていた。そして差出人を見た瞬間、封筒を放りだしてしまった。

　差出人は、クイーンズパレスホテルの人事部だったのだ。

　なんで？　入社取り消し通知でも送ってきたの？

　土間に落ちた水色の封筒をおそるおそる拾い上げ、自分の部屋に入って眺めた。

　いくら眺めても、入社取り消し通知が取り消されることはないか……。

　心を決めて立ち上がると、机の引き出しからハサミをとりだした。

　ハサミを入れ終えて、ゆっくりと中の紙を抜きとる。この期ごに及んで〝入社取り消し〟の文字を見るのはつらいけれど、これも試練のひとつ。大きく頷き、三つ折りになっていた紙をパッと開いた。

　読み進めていくうちに、自分の目を疑い唖あ然ぜんとする。その手紙は覚悟していた入社取り消し通知ではなく、東京本社のホテル勤務への変更通知だったから。

「私が……本社……？」

　何度読み返してもそう書かれていた。確かに入社面接のときに、異動もあると言われてはいたけれど……。

「私、辞めなくていいの？」

　でも、どうして突然変更になったの？　まさか金城副支配人が手配してくれた？　良心が痛んだとか？

「……とにかくっ！　私、ホテルで働けるんだ！」

　塞ふさいでいた気持ちが晴れやかになる。ずっと鬱うつ々うつとした気分だったのが嘘みたいだ。




　その夜、いまだに信じられない朗報を里沙に直接会って話した。彼女は、私が東京に行ってしまうのは寂しいけれど、入社が取り消されなくてよかったと喜んでくれた。

　でも、どうしてそうなったのかはふたりで考えてもまったくわからないことだった。










飛行機内で会った人




　数日後。私は里沙より早い飛行機で沖縄を発つことになった。

　機内持ち込みのスーツケースを左手で持ち、カウンターでもらった羽はね田だ行きの航空チケットを右手に握りしめて搭乗口に向かう。東京行きが決まってから、瞬またたく間に時間が過ぎてしまった。

　東京にはホテルの従業員寮が用意されているとのことで、そこに住むことに決めた。寮には住まずにマンションなどを借りてもいいのだけれど、社会人一年目の給料でのひとり暮らしはあまり余裕がない。寮ならば両親も安心するし、お金にも少しだけ余裕ができるはず。

　新生活への期待と不安を心に秘めながら、旅客機内に一歩足を踏み入れた。機内搭乗口で、客室乗務員の女性がお辞儀をして出迎えてくれる。

「このお席は前方になります。奥の通路をお通りください」

「ありがとうございます」

　軽く頭を下げ、言われたとおり前方に足を進める。そこで、はたと立ち止まる。座席の幅が広いような……。

　手に持っているチケットで、座席が間違っていないことを確認する。

　ここ、エコノミーじゃないよね？　私なんかがビジネスクラスでいいの？

　手紙には出発日と出発便が書かれてあり、当日にカウンターでチケットを受けとるように、と指示もされていたから間違いないはず。

「ま、いっか」

　腑ふに落ちないものの、快適に東京まで行けるのなら嬉しい。そう考えながら窓側の席に腰かけた。

　しだいに空いている席が少なくなっていくけど、まだ私の隣には人が来ていない。空席なのかな。

　それから少しして、パラパラとめくっていた機内誌に影が落ちた。そして隣に人が座る気配。機内誌を閉じてなにげなく隣を見ると、思わず喉のどの奥から「あっ！」と声が漏れた。

　その声で隣に座った人物の顔がゆっくり動き、私を見る。その人は何度もみっともないところを見られてしまったあのイケメンだった。私は気まずくて、視線を膝に落とす。

「偶然だな」

「え？　は、はい……」

　なんでこの人に会っちゃうの？

　でも、誤解を解くチャンスかも……って、もう会わない人になにも言い訳がましく言わなくていいか……。

　すぐに思い直し、小さく咳せきばらいをして座り直そうと腰を浮かせる。その途端、腹部にシートベルトが食い込んで座席にグッと戻される。

　嫌だっ！　私ったらなにをしているの。

　隣でクッと押し殺したように笑う声が聞こえた。

「落ち着け、もうすぐ離陸する。機体が安定したらベルトは外せる」

「そ、そんなことくらいわかっています！」

　彼は嫌味を言っているのだろうか……。私は素直になれなくて強い口調で応えると、プイッと窓の外に視線を移した。

　確かに足元から振動が伝わってくる。機体が動き始めているようだ。窓に映る景色がゆっくりと変わっていく。

　今度帰ってこられるのはいつだろう……。

　生まれてはじめて家族の元を離れる。家族を思うと、寂しくて胸がジンとしてきた。玄関で見送られたときも涙が出そうになったのをこらえたのだ。

　センチメンタルな気分になってしばらく外を見ていた。隣の男性はもう話しかけてくることもなく、私は彼を見たい衝動と戦っていた。

　誘惑に負けてチラリと盗み見ると、最新型のタブレットでなにかのグラフのようなものを眺めていた。おそらく仕事をしているのだろう。読書や睡眠ではなく、ずっとタブレットが相手。

　実際は何歳くらいなのかな。仕事がデキそうだし、落ち着いた雰囲気だけれど……。

　わからない。もう私の男を見る目はないに等しい。小さい頃から憧れていた人が、あんな人だとは思ってもみなかった。

「コーヒーはいかがですか？」

　客室乗務員が回ってきて、隣の男性に愛あい想そよく聞いている。ゆっくりすぎるほど男性に時間をかけてから、続けて私に聞いてきた。

　さっきも水を飲んだけれど、時間が経つにつれて新生活への緊張が増しているせいか喉が渇き、私もコーヒーをもらった。

　隣の男性はタブレットの画面を眺めながらコーヒーをひと口飲むと、カップをテーブルへ置いた。なにげなくそのカップを見ていたせいもあって、突然機体がガクッと高度を下げたときに私が手を伸ばしたのは、宙に浮いた彼のカップだった。それをとっさにキャッチしたものの、熱いコーヒーが飛び散る。

「きゃっ！」

　私の手や高価そうなタブレットにもコーヒーがかかる。さらに自分のカップも宙を舞い、テーブルにバウンドして中身がこぼれる。

「熱っ！」

「大丈夫か!?」

　男性はすぐにポケットからハンカチを出して、コーヒーがかかった私の右手を拭いてくれた。そして通りがかった客室乗務員に氷とおしぼりを持ってくるように頼んでいる。

　右手の甲がジンジンしていた。どうしてこうも右手にばかり怪我をするんだろう。ひりひりっとする痛みに情けなくなった。

「もう大丈夫です。たいした温度じゃなかったですから」

「君は――」

　そこへ客室乗務員がやってきて彼に氷とおしぼりを渡し、別のおしぼりで私のテーブルを拭き始める。

「お客様、お洋服は大丈夫でございましたか？」

「はい。大丈夫です」

　私のカップの中身はもうそれほど残っていなくて、多少ジーンズにコーヒーが飛び散りはしたけど平気だ。

　客室乗務員と話しながらも、気になるのは男性に触れられている右手。感覚がなくなりそうなほど氷で冷やされている。

「あのっ、もう平気ですから」

　彼の手からスルッと抜くように自分の右手を引っ込める。

「それより……タブレットは……？」

　そう言われて彼ははじめて事態に気づいたみたいで、テーブルに置いたままのタブレットのスイッチを入れた。次の瞬間、深いため息が聞こえてきた。

「壊れたようだ」

「あ……」

「君がそばにいるとトラブルに見舞われる気がするな」

　はじめて会ったときのジュースのことを言っているのだろう。

「りょ、両方とも不可抗力です！　私のせいじゃありませんっ！」

　私はむきになって首を何度も横に振る。

「まあ、確かに……一度目は子供で、今はエアポケットのせいだな」

「そうです！」

「君が右手に怪我をするのも二度目だ。しばらく気をつけたほうがいい。二度あることは三度あると言うしな」

　彼なりに私の気持ちを和やわらげようとしてくれたのか、顔を見るとやんわりと口元を緩ゆるませている。今まで彼の冷たい表情しか印象になかった私の心臓が、突然不規則に暴れ始めた。

　やだ、なんで彼が笑ったくらいで意識しちゃうの。散々冷たくされてきたのに、少し微ほほ笑えまれただけで今までの印象が変わってたまるものですか。

　私のドキドキを知らない彼は、使い物にならなくなったタブレットをおしぼりで拭いてから足元のビジネスバッグの中に入れた。そこで会話は途切れたので、私は残り少ないフライトの間、眠ることにした。そうすれば彼に意識を持っていかれることもなくなる。

　窓に頭をもたせかけて目を閉じた。

　どのくらい経ったのか、着陸した振動でハッと目を開けた。窓の外は夕日によって空がほんの少しオレンジ色に染まっていた。

　空気のきれいな地元のほうが、夕焼け空はもっと鮮やかかな……。

　シートベルトの着用サインが消え、隣の男性は立ち上がって棚からバッグをとっている。

「隣の荷物は君の？」

　寝起きでボーッとしていた私は、急に質問されて我に返る。

「あ、はい！　そうです！」

　彼は私の重いスーツケースもとってくれた。棚に上げるときに重さに苦労したから、とってもらえて嬉しい。一応、優しいんだよね……。

　スーツケースを受けとり、お礼を言おうとしたときには彼は出口へと歩き始めていた。颯さっ爽そうと歩くその後ろ姿を見て、ちょっぴり寂しくなる。

　私、なんで寂しいなんて思っちゃってるの！

　昨日までは私の話を信じてくれない彼を最低最悪と思っていたけれど、沖縄から羽田間のフライトで、〝最低最悪の人〟から〝もう会えなくて寂しい人〟に格上げしていることに気づいた。私は情にもろいところがあるから、誰かと少しでも時間を共有してしまうと、別れ際には毎回寂しい気持ちになる。今の気持ちもそれと同じなのだ、と自分自身を納得させた。

　さあ、心機一転！　ここ東京で頑張ろう！

　手荷物は、下ろしてもらった重いスーツケースと、貴重品の入ったショルダーバッグだけ。あとの必要なものはすでに寮へ送っている。

　他の乗客たちに続いて旅客機を降り、長い通路を歩く。スーツケースを引っ張りながら出口を通ったところで、クラッと眩暈めまいに襲われた。

　なんでこんなに人が多いの？　行き交う人を見ていると、酔ったように気分が悪くなる。

　えっと……ここから電車に乗るんだよね？

　クイーンズパレスホテルへの行き方はスケジュール帳に書いてある。インターネットを使ってシミュレーションもしてきた。だけど、あれほどシミュレーションをしてきたというのに全然頭が回らない。

　どの方向へ行けばいいのか……キョロキョロと案内板を探していると、スマホで電話中のあのイケメンがまた目に入った。

　やっぱりカッコいいのは認めよう……ただ電話をしているだけなのにサマになっていて、目を逸そらしたくなくなるほど惹ひかれる。しかも彼に惹かれるのは私だけじゃないみたい。近くを歩いている女性たちも彼に目を留めている。

　ぼんやり見てしまっていると、視線をあたりに泳がせていた彼の瞳が私を捉えた。私は急いで自分の手元のショルダーバッグへと視線を逸らす。

　でも彼を見たい衝動が抑えきれずに顔を上げてみると、すでに彼はいなくなっていて、そこには柱があるだけだった。「はぁ……」と小さなため息が口から漏れる。

　私、なにやっているんだろう……。

　不意に芽生えたわけがわからない感情に戸惑っているところへ――。

「こんなところでボケッと突っ立って、なにをしているんだ？」

　いきなり横からきびきびとした彼の声がして、飛び上がるほど驚いた。

「きゃっ！」

　とっさにそちらへ顔を向けて仰ぎ見ると、彼の黒い瞳と目が合う。

「迎えを待っているのか？」

「ち、違います。あの、電車に乗りたいんですが、どちらへ行けばいいのか教えていただけませんか？」

「どこへ行きたいんだ？」

「お台場なんですが……」

「俺もちょうど行くところだ。車で送っていってやる」

　彼はそう言うと、私の返事を待たずに歩き始めていた。

「えっ？　ええっ？」

　どうしよう……。彼に送ってもらってもいいものだろうか。

　困惑していると彼が振り向いた。そして私がついてこないのを見て戻ってきた。

「意外と用心深いんだな」

「意外と、って！　当たり前じゃないですかっ」

「まあ、いきなり信用しろっていうのは無理があるとは思うが。どうする？　重い荷物を持って迷子になりながら何時間もかけて行くのと、車で快適に行くのとどっちがいい？」

　ううっ……本当に親切心で言ってくれているのだろうか？　不思議と身の危険は感じないけれど……。

　女に不自由していなさそうな彼が私を襲う確率……〇・〇一パーセント。ううん、もしかしたらそんなことは百パーセントありえないかもしれない。

　気分が悪いこともあって、私はやけっぱちで「お願いします」と言った。

　彼のあとについていくこと約十分。空港の駐車場で彼がリモコンキーを向けたのは、パールホワイトのＳＵＶ車だった。

　自分の荷物を後部座席に置き、その足元に私のスーツケースを入れる。私もそれに続いて後部座席に座ろうとステップに足をかけたとき、彼の呆れたような声が聞こえてきた。

「普通は前に乗るものだろう？　俺をタクシーの運転手だと思っているのか？」

「あ……す、すみません」

　そう言いながらも彼の表情は気を悪くしたふうではなさそうで、ホッとする。

　彼は後部座席のドアを閉め、助手席側のドアを開けると、私が乗り込むのを待たずに運転席に回った。




　助手席の窓ガラス越しに、無数の走る車を目にして、私は呆ぼう然ぜんとしていた。

「東京ってこんなに車が多いんですね……。私、沖縄から出たのは北海道へ行った一度だけで。北海道でもこれほどの車は見ませんでしたし。那覇市内よりすごいです」

「人口が集中しているからな。こんなことで驚いていたら、この先ずっと驚きっぱなしだな」

「あの……送ってくださって本当に感謝しています。実は人酔いしていて頭がうまく回らなかったんです。あ！　私、比嘉夕樹菜といいます。お名前を伺うかがってもいいですか？」

「須藤瑞みず樹きだ」

　彼は切れ長の目を前方に向けながら、淡々と自分の名前を口にした。

「須藤さんですね！」

　そういえば、金城副支配人が『須藤専務』と呼んでいたのを思い出した。そうだ、すっかり彼の名前を忘れていた。

　話が途切れると、人酔いから車酔いに変わった不快感を胃が訴え始めた。

　どうしよう……まだ吐きたいほどじゃないけれど……。

「急に無口になったな」

「す、すみません。気持ち……悪くて……」

「もしかして吐きそうなのか？」

　驚いた様子ではなく、落ち着いた声が聞こえる。

　ちゃんと答えたいけれど、頭を一度コクッと下げることしかできない。軽くうつむいただけでも吐き気が込み上げる。

「ちょっと我慢しろよ」

　もちろん我慢しなきゃ。高級車に吐くわけにはいかない。

　いつの間にかまわりは、ビルや店舗が多く建ち並ぶ道になっていた。

　それから我慢すること約五分、車はガソリンスタンドに入った。いつもなら五分間は短い時間だけど、今の私には永遠にも感じられた時間だった。

　車が停まると同時に助手席を飛びだし、トイレへ駆け込む。

「はぁ……」

　胃の中のものをすべて吐きだすと、少し気分がよくなった。

　ううっ……それにしても気まずい……。どうして須藤さんには変なところばかり見せちゃうんだろう……。とにかく、車の中で吐かなくてよかった。

　いくら気まずくてもずっとトイレにいるわけにはいかず、足どり重く出口に向かう。

　トイレを出たところで、ペットボトルが目の前に差しだされた。須藤さんだ。

「あ……」

「炭酸水だ。意外と胃の中がスッキリする」

　困惑して、受けとるのが遅くなってしまった。彼はサッと蓋を開けてから私の手にペットボトルを持たせた。

「ありがとうございます。いただきます」

　返事をしたときには須藤さんの足はすでに車に向かっていた。ひと口飲み、彼を追うように車へと急ぐ。

「お時間をとらせてしまってすみませんでした」

　助手席に乗り込むと、開口一番に謝った。

「そんなに俺の運転は荒かったか？」

　自分の運転のせいで気持ち悪くなったのか、と意外にも自信のなさそうな口調に、私は大きく首を横に振る。

「ち、違うんです！　空港で人酔いしたときから胃がおかしかったんです」

　誤解されないように言い訳をする。

「そうか。で、もう体調は大丈夫なのか？」

「はい、もう大丈夫です。飲み物もありがとうございました」

　須藤さんは軽く頷き、ゆっくりと車を発進させた。




　それから十分ほどして、車はクイーンズパレスホテルのエントランス前に停まった。

　パンフレットで見たままの豪華な外観だったからすぐわかった。実際に目の当たりにすると、沖縄のホテルのさらに上をいくラグジュアリーな雰囲気におじけづきそうになる。

　でも、いつまでも車の中にはいられない。勇気を奮い起こして運転席の須藤さんに向き直り、ペコリと頭を下げた。

「ありがとうございました」

　しかしお礼を言ってから、『あれ？』と思う。

「あの、私の目的地、須藤さんに教えて――」

「最初に言っていたよ」

　そうだったっけ？　思い返してみても、あのときは気分が悪かったからなにを言ったか覚えていない。

　気づくと、きびきびとしたドアマンが助手席のドアを開けて待ってくれている。

「須藤さん、いろいろとありがとうございました。あ、須藤さんは降りなくていいですから」

　私は車から降りると後部座席のスーツケースを下ろし、運転席の須藤さんに深くお辞儀をした。

　今度こそ、これで最後……やっぱり誤解はちゃんと解いておけばよかったかな……。

　須藤さんは軽く頭を下げてから車を発進させた。

　それを見送ってから、私は心の中にモヤモヤしたものを抱えつつ、おそるおそるホテルのフロントへ向かった。










驚きの再会




　フロントで名前を伝えると、奥の小さな部屋に通された。案内してくれたフロントスタッフからソファに座るよう言われたけれど、新入社員なので立って待っていた。そこへグレーのスーツを着た女性が現れた。カツカツとヒールの音を鳴らしながら入ってきたかと思うと、すぐ窓際のデスクチェアに腰をかけて書類に目を落とす。

　髪をきっちりとアップに結い上げて細身のメガネをかけているため、きつい印象を受けるもののきれいな人だ。年は三十代前半くらい？　キャリアウーマン的な容姿だから、実年齢より上に見えるのかもしれない。

『座りなさい』と言われないまま立っていると、彼女は書類から顔を上げた。

「比嘉夕樹菜さん？」

「はい。比嘉夕樹菜です！」

「私は人事部チーフの古ふる川かわ真ま理り恵えです。こちらが入社手続きの書類と、明日からの研修書類よ」

　Ａ４判の分厚い水色の封筒を渡された。書類の他に小冊子も何冊か入っているようで、腕にずっしりくる重さだ。

「明日の入社式は十時から。わかっていると思うけれど、ホテルウーマンとして恥ずかしくない服装、髪型でお願いします。制服は入社式後に貸与されますから」

「はい」

「寮の門限はありません。仕事柄、早く帰れないこともあるので。ですが、節度のある生活を送るように。なにかあればクビですよ」

「はい！」

　なにかあれば……そんなのあるわけない。私は自信を持ってもう一度ハッキリと返事をした。古川チーフは、デスクに備えつけのメモ用紙にササッとなにやら書いて私に差しだす。

「これが寮までの地図」

「ありがとうございます」

「以上よ。もう行っていいわ」

　彼女の態度によって、犬のように追いはらわれた気分になった。

　この人、苦手……。上司として敬わないといけないのだが、なにかが引っかかる。

　ドアに向かい、そこで振り返ってお辞儀をしてから部屋を出た。

　早く寮へ行こう。のんびりしたい。

　ホテルを出て地図どおりに歩く。とてもわかりやすくて、十分後には寮の前に到着した。五階建てのマンションで、一見小さなホテルのようにも見える。隣はコンビニ。寮は自炊だからありがたい。

　寮の管理人だという年配の女性に案内されたのは、五階の一番奥の部屋。階段しかないこの寮で玄関から一番遠い部屋なのは、新人だから仕方のないことだろう。毎日自転車で鍛えていたからどうってことないはず。

　それから、ここは男子禁制。それも彼氏を作る予定などない私にとってはなんでもないことだ。

　案内された部屋を見て回った。そんなに広くはない八畳ほどのワンルームだけれど、備えつけのベッドとデスクがある。お風呂とトイレも別になっていて快適そうだ。

「きれいなところでよかった。あとで写メ撮ってお母さんに送ろう。きっと安心するはず」

　これからここでひとり暮らしだと実感すると寂しくなって、つい感情を口に出してしまう。

　スーツケースから荷物を出す前に、窓辺に近づいて腰から上の窓を開けてみる。先ほど歩いてきた大通りが眼下にあった。

　空気の入れ替えをしてから、明日着る黒のスーツをスーツケースからとりだす。ポリエステル素材のおかげでシワは少しだけでホッとした。

　ブラウスとスーツをクローゼットにかけ、その他の荷物を整理するのには十五分もかからなかった。小さなローテーブルに時計を置く。時刻は十八時を回ったところ。送った荷物はまだ届いておらず、もう片づけるものはない。

「ふう～、ちょっとひと休みしよう」

　小さなキッチンを見ても、自炊するには足りないものばかり。

「今日はコンビニのお世話になろう」

　ベッドの端に腰かけ、デスクの上に置いたままの水色の封筒の中から書類と小冊子を出した。

「ホテルマンの心得……身だしなみ……言葉遣い……」

　小冊子は各項目に分かれている。それらを読み進めているといつの間にか時間が経ち、お腹がぐうーっと鳴った。

　さっきは暑かった室内が今はひんやりと寒く感じる。

「お腹空いたな。今のうちにコンビニ行っておこう」

　厚手のざっくりとしたグレーのカーディガンを羽織り、財布を持って廊下に出た。




　飲み物とお弁当、明日の朝食用のパンなどを買って寮の玄関に足を踏み入れたとき、管理人さんと、私と同年齢くらいの女性が目に入った。

「比嘉さん、あなたの同期を紹介するわ。山やま下した菜な穂ほさんよ。部屋はあなたの隣なの」

「比嘉夕樹菜です。よろしくお願いします」

「山下です。菜穂って呼んでね。あ、管理人さん、もうここで大丈夫です！　比嘉さんに部屋まで案内してもらいますから」

　きれいにお化粧された都会的な顔はまるでモデルみたい。目鼻立ちがハッキリしていて、一見ハーフに思えるくらいだ。はきはきとよく通る声も明るい印象で、友達が多そう。

　彼女は里沙に似ていた。里沙よりは暗めのふわふわっとしたブラウンの髪だけど。

「いいかしら？　比嘉さん？」

「はい。私でよければ」

　管理人さんに尋ねられて快諾し、ふたりで階段に向かう。

「五階建てなのにエレベーターがないなんて、信じられない」

　後ろからついてくる山下さんがブツブツ文句を言っているのが聞こえてくる。

「新入社員のつらいところですね」

「そうよね～。仕方ないか」

　彼女の荷物は肩から下げているブランドバッグひとつだけ。他の荷物はすべて送ってあるみたい。

「私、実家は東京なんだけど、通勤に時間がかかるから寮を希望したの。あなたは？」

「私は沖縄です。東京ははじめてなんです。いろいろと教えてください」

「ねえ、ふたりでいるときぐらいは敬語はやめようよ。仕事のときだけで充分じゃない？」

　彼女はニッコリ笑って私に同意を求める。

　私は「うん」と頷いて、自分の部屋の手前にある彼女の部屋の前に立った。

「ここが菜穂のお部屋よ」

「ありがとう～」

　菜穂は管理人さんからもらっていた鍵を使い、ドアを開けた。

「じゃあ明日ね」

　そう言って私が自分の部屋へ足を向けると、菜穂が声をかけてきた。

「夕樹菜！　明日の入社式は一緒に行こうよ。そうね～、早めに行ったほうがいいだろうから九時集合で」

「うん、了解。おやすみ」

　ドアノブに手をかけながら答えると、先に菜穂がドアの向こうに消えた。




　慣れないベッドでなかなか寝つけなかったのに、翌朝はスマホのアラームが鳴る前に目が覚めた。昨夜コンビニで買った菓子パンと牛乳で朝食を済ませ、支し度たくをする。

　約束の九時に自室を出て、隣の部屋のドアをノックした。

「菜穂？　おはよう」

「あ～、ちょっと待って！」

　部屋からは菜穂の焦り気味の声が聞こえてきた。まだ用意が終わっていないらしい。

　ふと自分の身なりも気になってスーツや黒のパンプスに視線を落とし、糸くずやシワ、汚れを確認する。これらは地元で買ったものだから、流行遅れじゃないか心配だ。

　でも、スーツのデザインなんてどこも一緒だよね？　華美になっちゃいけないんだからこれで大丈夫なはず。

　そんなことを考えていると、菜穂がドアから顔を出した。

「ごめーん。あと十分くらい待ってもらっていい？」

　彼女は申し訳なさそうに言った。お化粧はきれいに終わっているようだったけど。

「じゃあ部屋にいるから、終わったらノックしてね」

　まだ時間もあるし、ひとりで行くのも……と思って自室で待つことにした。

　それから十分ほど経って、菜穂がコンコンとドアを叩たたいた。

「ごめんね～。スーツがシワになっててアイロンかけてたの。じゃ、行こうか」

　彼女の黒いジャケットの下からは白いブラウスのフリルが見えて華やかだ。比べてしまうと、やっぱり地方から出てきた私はやぼったい。

「ねぇ、夕樹菜の希望している部署はどこなの？　私は宴会予約課なの。楽しそうな仕事だと思って」

「私はフロントなんだけど……」

「夕樹菜に合っていそうよ。お互い希望の部署になるといいね」

　それほど会話を交わしたわけじゃないけど、フロント業務が合っていると言われ嬉しくなる。

　そんなことを話しているうちに、〝パレス〟という名にふさわしい重厚な石造りで高級感のある外観のホテルに到着した。

　入社式はホテル内の一番大きなレセプションホールで行われる。

　会場に入ると、緊張の中にもワクワクする気持ちが湧いてきた。数日前の絶望的だった気分が嘘のよう。

　私はこれからここで頑張る！

　三百人収容できるレセプションホールの席は、新入社員たちが大半を占めている。まだ里沙とは会えていない。おそらくここのどこかにいるのだろうけど。

　私は本社勤務のせいなのか、最前列の席で菜穂と並んで座る。個人的には嬉しくない席だ。壇上に来るであろう重役たちから丸見えの位置で、足の開き具合などに注意して、ずっと気が抜けないのだから。

　新入社員たちの熱気のせいか、場内が少し暑い。後ろでひとつのお団子にまとめた髪が乱れていないか手をやりながらも、視線はもうすぐ式が始まる目の前の壇上に向ける。一メートルほど高い檀上の真ん中にはスピーチ台、左端にはマイクスタンドがあり、反対の右側には十席の椅子が五席ずつ二列に分けて置かれていた。

　そっとジャケットの袖をずらして腕時計を見ると、あと一分で十時になるところだった。そこへスーツを着た年配の男性たちが壇上にやってきて、次々と椅子に腰かけていく。

　私の緊張はさらに高まった。背筋をピシッと伸ばし、華やかな花で飾られている檀上を見つめる。

　司会は、昨日苦手だと感じた人事部の古川チーフだった。昨日とは違い今日は顔に柔らかな笑みを浮かべ、入社式の始まりを告げる。その透き通るような声は本物のアナウンサーのようで、式をそつなく進めている。

　身長が高く、恰かっ幅ぷくのいい社長が話し始めた。私は、スピーチをしている社長の横に並べられた椅子に座る重役らしき人たちに視線を移した。極力頭を動かさないよう、目だけ動かしてひとりひとり見ていく。重役とは接点はないだろうけど、今後ホテル内ですれ違うこともあるだろうから顔を覚えておこうと思ったのだ。

　白髪交じりの男性ばかりで、みんないかにも重役然としている。そして、一列目の一番端の男性に視線を移した瞬間、『あっ！』と声が出そうになった。

　嘘……なんであの人があそこにいるの？

　私の視線を釘くぎづけにしたのは、須藤さんだった。

　ううん、須藤さんに似ているだけかも……まさか……と思い、目を瞬しばたたかせて見る。しかし堂々と座る退屈気味の表情の男性は、私の記憶どおりの人だった。

　社長のスピーチも耳に入らず、あっけにとられたままじっと見つめてしまっていると、須藤さんの視線がゆっくりと私のほうへ動いた。目が合わないように素早く視線を社長へ向ける。目は社長に、意識は須藤さんに向けたままで、心臓がドキドキと暴れていた。

　やっぱり須藤さんだ……。

　私の頭の中はめまぐるしく動いていた。突然の人事異動はきっと須藤さんのおかげだったんだ……私を信じてくれたんだよね？　だから……。

　古川チーフが、壇上の重役たちをひとりずつ紹介し始めた。それによると須藤さんは取締役専務だった。

　あんなに若いのに専務だなんて……そうだ！　金城副支配人は『須藤専務』と呼んでいたから、須藤さんが本社の人だと知っていたんだ！　私はてっきりよその会社の専務だと思っていた。

　驚かされっぱなしだ。でもそれくらいの立場じゃないと、人事は動かせないよね。

　また会うことができて嬉しい反面、彼は遠い存在の人だったんだと思うとなぜか悲しくなった。

「夕樹菜？」

「えっ!?」

「ボーッとしてどうしたの？」

　重役方の話のたびに座ったまま会釈を無意識に繰り返していたけれど、菜穂に言われてはじめて入社式が終わっていることに気づく。

「う、ううん。なんでもないよ」

「これから隣のホールで昼食よ。早く行こう」

　入社式後にブッフェスタイルの昼食があり、それからレクリエーションが始まる。

　菜穂と隣のホールへ向かう途中、背後から呼び止められた。

「夕樹菜っ！」

　振り返ると、私と同じような服装の里沙が嬉しそうに立っていた。

「会えてよかったー。こんなに人がたくさんじゃ見つけられないかと思ったよ」

「私も里沙はどこかなと思っていたの」

「地域ごとに席が決められちゃっているみたいだね」

「そうみたい。でも研修は五日間あるから、空き時間にゆっくり話せるよね」

「うん。じゃあまたね！」

　軽く手を振って、里沙は仲間の元へ戻っていった。席が後ろだったようで須藤さんのことはわからなかったみたい。わかっていたら、きっとなにか言うはずだから。

　昼食後のレクリエーションで渡された書類に、これから働く部署が発表されていた。

　それを見てガクッと肩を落とす。私の配属先は希望していたフロントクラークではなく、客室係だった。

　仕方ないよね……急な異動だったし……。

　ここに来られなかったら私は今頃、沖縄で職探しをしていただろう。まずはホテルで働けることに感謝しなくちゃ。

　隣に座る菜穂は、希望どおり宴会予約課に配属されて喜んでいる。

　明日からは早速、本社の社員は配属された部署で研修が始まる。

　結局、今日の全体研修が終わったのは十七時を過ぎていた。座って講義を受けているだけだったけれど肩が凝り、足もむくんでいる。そしてやはり気持ちも沈んでいた。




　入社初日で疲れてぐったりしていたけれど、しばらく里沙と会える機会はなさそうだから夕食を一緒に、と近くのショッピングモール内のイタリアンレストランに来た。窓際の席からはレインボーブリッジが見える。

「ステキな景色！　ロマンティックだね。いいな～、夕樹菜はこれからずっと東京にいられるなんて。彼氏ができたらこんなところでデートしたいな」

　里沙は乾杯のあとにビールをひと口飲み、アンチョビソースのかかったフライドポテトを口に放り込んだ。お酒が弱い私はオレンジジュース。

「う～ん、おいし～！　さすが都会の食べ物っ！　でも、いいの？　ホテルで働けるとしても客室係なんだよ？」

　彼女はもごもごとポテトを満足げに咀そ嚼しゃくしてから、突然真顔になって心配そうに言った。

「……うん……いいの。沖縄で職探しは難しいし……ここで頑張るしかないよ。頑張れば異動できるかもしれないし」

「わかった！　夕樹菜、頑張ってね！　応援してるよ」

「ありがとう。……あっ、入社式のとき、壇上にいた重役たちの顔見た？」

「一番後ろの席だったからよく見えなかったよ。なに？　カッコいい人でもいた？」

「里沙、鋭い」

「レクリエーションで女子社員が話していたんだよ。確か、須藤専務がカッコいいって。夕樹菜は一番前だったでしょ？　本当にカッコいい人だった？」

　イケメンに弱い里沙は須藤専務に興味があるらしく、身を乗りだすようにして聞いてくる。

「須藤専務は……」

「うんうん」

「私がジュースをかけちゃった人だったの」

　私がそう言っても、彼女は言葉の意味が理解できなかったようでポカンとしている。

「ジュースをかけちゃった人って……あのときの？」

　ようやく理解できたみたいだ。もともと大きな目がさらに大きく見開かれた。

「あのイケメンがっ、クイーンズパレスホテルの専務っ!?」

　バーニャカウダのソースでスティック状のにんじんを食べようとしていた手を止めて、あっけにとられた顔になっている。

「そう。何度も金城副支配人のことを説明しようと思ったけれど、できなかったの。もう会う機会なんてないのになんで弁解しようとしているのか考えたら、バカらしくなったりして。でも須藤専務はわかってくれていたみたい」

「何度も、って？　あのあとも会ったの？」

　里沙は小首を傾げた。

「飛行機の席が隣で、ホテルまで送ってくれて――」

　あ！　送ってくれたときのことをよく考えてみても、ホテルの名前を言った覚えはなかった。須藤専務が私の行き先を知っていたのは当たり前だったんだ。

「須藤専務、ホテルにまで送ってくれたんだ。ねぇ、夕樹菜に気があるんじゃないの？」

　彼女は目じりを下げ、にんまり笑顔になる。

「そんなっ、あるわけないよ。私、須藤専務の前だといろいろやらかしちゃっているし……」

「なになにっ？　やらかしちゃったことって!?」

　話を聞きたいと里沙にせがまれ、機内のコーヒーの件と、車に酔って吐いてしまった件を話した。それを聞いた彼女はお腹を抱えて笑いっぱなしで止まらない。

「いつも夕樹菜は冷静なのに、どうして須藤専務の前だと失敗しちゃうんだろうね？　ククッ……頬とお腹が痛ーい」

　里沙は両方の手のひらを頬に当てて、顔の筋肉をほぐすように揉んでいる。

「里沙、笑いすぎ。これで、気があるんじゃないかっていう憶測も消えたでしょ？」

「うんうん。そりゃないわ」

　そう言われると寂しい気持ちになる。

　……えっ？　寂しい気持ち？　今そう思った？　イケメンは苦手なはずなのに……。

　でも……須藤専務にもう一度会えて嬉しかったのは確かで……なんだろう、この気持ち。胸に込み上げてくるモヤモヤした感情は……。

「ほら、ピザ食べよ。冷めちゃったね」

　自分の気持ちに戸惑いながらも、話に夢中ですっかり冷めてしまったマルゲリータピザをひと切れとって口に運んだ。




　翌日から、客室の清掃や備品管理などに関する研修が始まった。

　本社が入っているこのホテルの客室は、六階から二十一階まで。ホテルは海岸沿いにあるため視界を遮さえぎるものがなく、どの部屋も眺めのいいオーシャンビューだ。沖縄のホテルより規模が大きくて客室数も多いから、客室係も毎日フル稼働している。




　一日の研修が終わると、昨日とは比較にならないくらい疲れていた。

　寮の部屋に戻りシャワーを浴びてから、パンパンに張ったふくらはぎを手でマッサージする。客室掃除は力が必要だし、頻ひん繁ぱんに中腰や前まえ屈かがみになるから腰も痛くなる。




　研修期間の五日間はずっと、早めに眠ることで体力を回復させて翌日に備える生活。毎日忙しすぎて、腕や足の筋肉痛と戦いながら瞬く間に研修を終えた。希望どおりの部署ではなかったけれど、いつか憧れのフロントクラークになれるまで、今の私は無我夢中で頑張るしかない。

　里沙とは結局レストランでの夕食以来会えないまま、彼女は沖縄へ帰っていった。もう一度くらい会いたかったな、疲れていたとはいえどうして会っておかなかったのだろう、と思うと自分が嫌になった。




　一週間ほど経つと仕事に慣れてきて、だいぶスピードも上がり、テキパキと作業をこなせるようになってきていた。だけど『仕事は楽しいか』と聞かれれば、即座に『楽しくない』と返答するだろう。

　それでも先輩から『髪の毛が一本落ちている』などと注意されなくなって嬉しい。想像以上に、客室係はお客様に快適に過ごしてもらえるよう気を使う職業だと知った。

　菜穂は私とは対照的に仕事が楽しいみたいで、先輩や同僚とも仲よくやっているよう。私は毎日疲れすぎて、誘われても飲みに行く余裕はない。もともとお酒が弱いから、正直言ってあまり飲みには行きたくないという気持ちもあった。










休日にご褒美




　ようやくはじめての休日。この日をどんなに待ち焦がれていたか。

　泥のように眠り、お腹が空いてお昼前にようやく目が覚めた。のろのろとベッドから出て、食べ物がなにもないことに気づく。

「昨日コンビニでおにぎりとか買っておけばよかったな」

　すぐ近くのコンビニへ行くのさえ面倒だった。ひとりごちて、ジーンズとＴシャツに着替えてパーカーを羽織り、財布を手に部屋を出た。

　寮の玄関を出て歩道を歩いているとき、どこからかクラクションの音が聞こえたけれど、特にその音を気にも留めずコンビニへ向かった。

　おにぎり二個と菓子パン三個、二リットルの緑茶のペットボトルを買ってコンビニを出ると、目の前に須藤専務が立っていてギョッとする。

「須藤専務！」

「クラクションを鳴らしたのに無視とはな？」

「い、いいえ……無視だなんて……私には関係ないと思ったので……」

　なぜ彼がここにいるのか戸惑う。クラクションを鳴らしたのに私が立ち止まらなかったことを不快に思って、抗議しに来たとか？

　須藤専務は私が手に持っているコンビニ袋をチラリと見てから、小さくため息をついた。

「少し付き合え」

「えっ!?」

　コンビニ袋を奪われ、腕を強引に引っ張られて驚く。

「須藤専務っ！　少し付き合えって!?」

　ハザードが点滅している車に近づいていた彼は立ち止まり、振り返る。

「昼飯がまだなんだ。もちろん付き合ってくれるよな？」

　相変わらずのいい男っぷり。その端正な顔に笑みを浮かべられたら嫌とは言えない。おまけに私が返事をする前に、助手席のドアが開けられてしまった。

「お、お付き合いします……」

　暴れ始めた心臓をわざと無視して助手席に座った。須藤専務は助手席のドアを閉めると、車の前を回って運転席に乗り込む。

　須藤専務の正体がわかったせいで、前回この助手席に座ったときよりも緊張感が半端ない……なにを話せばいいのか……。

「今日はおとなしいんだな」

　黙っていると、からかう声が聞こえた。

「それは……」

「それは？」

「……須藤専務の立場を知ったからです」

「あぁ」

　ステアリングを握る彼の手が少しこわばった気がした。

「私がホテルを辞めなくて済むように、須藤専務がとり計らってくれたんですね」

「……仕事は順調か？」

　スルーされちゃった……でも、否定しないところを見ると正解なのだろう。

「まあ……順調だと思います」

　まさか配属された部署のことで文句など言えず、本音を呑のみ込む。

　すぐ近くで昼食をとるのかと思っていたけれど、車は寮からどんどん離れている気がする。

「あの、近くで食べるんじゃないんですか？」

「ホテルの近くだと従業員に会う確率が高い。変な噂うわさをたてられても困るだろう？」

　確かに……。




　十五分ほど走ったのち、車が静かに停まった。そこで降ろされ、須藤専務は颯爽とした足どりで店の入口に向かっていく。

　見るからに高級料亭といった門構えに、私は自分の姿を見下ろす。

「須藤専務、こんな格好ではここにはふさわしくないので、別のところに……」

　彼のスーツは紺地に細かいストライプが入った、見るからに上質な仕立て。靴もピカピカに磨かれていて、自分の格好と比べると不釣り合いすぎて笑える。

「ここの女将おかみを知っているんだ。その格好でも問題ない」

　須藤専務はそう言うと、武家屋敷のような門をくぐり玄関へ向かった。私も仕方なくあとに続く。

　彼が私の格好でも問題ないと言った理由は、席に通されてからわかった。案内された部屋が個室だったからだ。

　八畳ほどの和室で、障子の真ん中がガラスになっていて純和風の庭が見える。少し窓が開いているのか、鹿しし威おどしの水の音と竹筒が石を打つ音色が聞こえてくる。和室の真ん中には六人がけの低いテーブルと座椅子。光沢のある黒塗りのテーブルを見て、さらに気後れしてしまう。

　とりあえず座椅子に腰かけて、目の前に座った須藤専務を見る。

「好きなものを」

　メニューを差しだされて見てみると、一品の値段が想像以上に高い。

「須藤専務、ここは高すぎます」

　思わず腰を浮かせて言っていた。

「確かに高いな。だが味は保証する。それに、俺がごちそうするんだ。文句を言わずに選べよ」

　小さくため息をつき、首を横に振る。こんなの選べないよ。

「……須藤専務が選んでください」




　そうして彼が選んだ料理は、今まで食べたことのないおいしい懐石料理だった。小鉢に品よく盛られた料理の数々は、美しすぎて箸をつけるのがもったいないほど。運ばれてきた瞬間にゴクリと唾つばを飲み込んでしまった。

　東京ってすごい……沖縄のクイーンズパレスホテルにも和食懐石はあったけれど、これほど繊細に盛りつけられてはいなかった。

　旬の刺身のお造りとして出された脂の乗ったマグロは、口に入れた瞬間にとろけてなくなる。黒毛和牛のローストビーフもはじめて食べた。次から次へと運ばれてくる料理のすべてが、目で楽しめるだけでなく味もこの上ないおいしさだった。

　そして意外と聞き上手な須藤専務のおかげで、私は家族や大学のことなどを進んで話していた。

　デザートの抹まっ茶ちゃケーキまでたいらげるとお腹が苦しい。しかも、甘いものが苦手という須藤専務の分も食べてしまった。彼は食後のコーヒーだけを飲んでいる。もちろん、車なので食事中もアルコールではなく緑茶だった。

　これだけの立派な懐石料理に支払う金額はいくらなのだろうか……考えると申し訳ない気持ちになった。のこのことついてきてしまってよかったのだろうか。

「須藤専務……」

「なんだ？」

　コトリ、と九谷焼の上品な椿柄のコーヒーカップを置いて、彼は私に顔を向けた。

「あの……ここの……お勘定……」

「さっきも言ったとおり、素直に奢おごられていろ」

「本当にすみません……ごちそうさまでした。生まれてはじめてこんなステキなところで食事をしました。とてもおいしかったです」

　私はおでこがテーブルにつきそうなくらい頭を下げる。

「ああ」

　須藤専務はひとことだけ返事をして、運ばれてきたおしぼりを私に差しだした。

「ありがとうございます」

　お礼を言っておしぼりを受けとろうとしたのに、彼は渡すのを忘れてしまったかのように視線を私の手に落としたまま動かない。

「手が荒れていないか？」

「あ！」

　ガサガサに荒れてしまった手をとっさに引っ込めて、膝の上に置く。

「なぜそんなに荒れているんだ？」

　彼の声は厳しく問いつめるような声色だった。

「そうでもないです」

「フロントでそんな手を出しているのか？」

「えっ？」

　フロント？

「あの、私は客室係で……」

「客室係？」

　須藤専務の眉間にギュッとシワが寄る。どうしたんだろう？　まるで噛み合っていないような会話だ。

「……出よう」

　彼はいったん黙り込んでしまったあと、不意に立ち上がった。




　女将さんに見送られて車を発進させてからも、須藤専務は考え事をしているようで無言だった。どうしたんだろう、と彼の横顔を盗み見ながら困惑していると、寮の前に車が停められた。

「あの、私がなにかしてしまったんでしょうか？」

　気づかないうちに須藤専務に失礼を働いてしまったのでは？と車の中で考えていたので、思いきって聞いてみる。すると彼は表情を和らげた。

「いや、すまない。行き違いがあったようだ。君のせいじゃない。じゃあ」

　運転席に座ったまま須藤専務は早口で言う。なにやら急いでいるみたいだ。

「今日はごちそうさまでした」

　先ほどのコンビニ袋を持って車から降り、頭を下げた。その間に車はホテルのほうへ去っていった。

「なんだったんだろう……行き違いって……？」

　なにがなんだかわからない。

　しかし、手が荒れているって言われてショックだな。ハンドクリーム買おう。

　再びコンビニに入って数種類のハンドクリームからひとつを選び、レジの店員に手渡す。

「買い忘れですか？」

　ハンドクリームのバーコードがスキャンされる様子をぼんやり見ていると、急に声をかけられて顔を上げた。

「あ、はい……」

　手に持っているコンビニ袋には、二時間ちょっと前にここで買ったものが入っている。店員はそれを見て言っているのだろう。

「この近くにお住まいですか？　大学生ですよね？」

「え？」

　大学生に間違われて驚く。ジーンズにパーカー姿で、ストレートの髪はシンプルに垂らしたまま。それにスッピンだから社会人には見えなかったのかも。

　とはいえこの店員の男の子こそ、まだ幼さを残した顔立ちで高校生か大学生のように見える。ネームプレートを見ると、〝高たか橋はし〟とある。

　一応用心して隣の寮とは教えずに、「近くに住んでいるけど、大学生じゃないです」と答えた。

「引っ越してきたばかりで、まだまわりのお店を知らなくて」

「この道を駅に向かって百メートルほど行くと、小さなスーパーがありますよ」

「ありがとうございます。でも、教えちゃっていいんですか？　ここの売り上げが減っちゃいますよ？」

　そう言うと高橋くんは「あっ！」と少し焦った表情になった。

「いや、ここもどうぞよろしくお願いします！」

　慌てて頭を下げる彼につられて、笑ってしまった。







第二章










ホテルの御曹司には注意




　カッコいい人やステキな人の噂話はどこにでも溢れているもので、私が今日ペアで動くパートの五十代女性、長なが井いさんもベッドメイキング中にある噂話を口にした。

　客室係のパート歴十五年のベテランである長井さんは、小柄な体型で、いつもはつらつとした様子で私まで元気にしてくれるような人。頼りがいがあって、わからないことや困ったことがあるときはいつも長井さんに聞いている。

　そのベテラン長井さんが口にした噂の人とは……。

「ねえ、夕樹菜ちゃんは専務を近くで見たことある？」

「えっと、専務って……」

　シーツをピンと張ることに集中していたため、突然『専務』と言われてキョトンとする。

「あら、入社式は寝ていたの？　ホテルきってのいい男を見逃しているなんて」

　情報通らしい長井さんは、口を動かしながら手もテキパキ動かしている。私は『ホテルきってのいい男』と聞いて、須藤専務の顔を思い出した。

「いえ！　見ました！」

「あんないい男を忘れちゃうなんて、あなた面食いじゃないのね？　私があと三十歳若かったら彼にアプローチしているわよ」

「は、はぁ……」

　長井さんは須藤専務の顔を思い浮かべているのか、うっとりと乙女のような顔になった。さすがイケメン。おば様方にも人気があるんだ。

「須藤専務、若いのに取締役なんですよね」

「あら、そのいきさつも知らないのね？　須藤専務のおじい様が現会長なの。会長もとてもダンディな方よ。最近はあまり姿を見せなくなったけれど、パートの私たちにも気軽に声をかけてくれる優しい方なのよ」

　須藤専務が、会長の孫だったなんて……。

「じゃあ、須藤専務はこのホテルの跡とりなんですね」

「それがね～、須藤専務の母親の兄の息子さんがオーストラリアで修業中なのよ。血筋的にはその息子さんが戻ってきたら跡を継ぐって噂よ。須藤専務は外孫だから」

「そうだったんですか……」

　須藤専務の知らない事情を盗み知った気がして、後悔する。調子に乗ってあれこれ聞かなければよかったな……。

　シーツを整え終えて、しゃがんでいた身体を起こした。

「それにしても、なんであなたみたいに若くて賢そうな女の子が客室係をしているのかしらねぇ」

「え……？」

「だってあなたは社員でしょう？　客室係の管理職ならわかるけれど、普通は社員が客室担当に配属されることはないわ。みんな客室以外の配属先へ行っちゃったでしょう？」

　考えてみればそうかもしれない。一緒に研修を受けた本社の新入社員たちは、他の部署へ行ってしまった。やっぱり急な人事異動だったからなのかも。

「さて、午前中はあと一室ね。エグゼクティブスイートのお客様なんだけど、いつも部屋にいるのよ。気にしないで、と言いたいところなんだけど気になっちゃうと思うから、とりあえず失礼にならない程度に気を使いながら掃除してね」

「はい」

　なんだろう……わけありのお客様？

　廊下に置いておいた、ハウスキーピングセットが用意されている掃除カートを押して、従業員用のエレベーターに乗り込んだ。

　このホテルは二十一階建て。エグゼクティブスイートは十九階にある。長井さんが一九〇一号室のチャイムを押す。

　カートの横からドアノブを見ると、【清掃お願いします】のカード。しかしここのお客様はいつも部屋にいる、と長井さんは言っていたから、一応チャイムを押したのだろう。

　でも、いつも部屋にいるお客様って……？

　ちょっとした疑問を抱えつつ待っていると、長井さんがスペアカードを使ってドアを開けた。

「お休みのところ申し訳ありません。お掃除させていただきます」

　長井さんは深く頭を下げてから私のほうに振り向き、一度頷いて部屋の中へ入っていった。私も掃除カートから必要なものを手にして部屋へ入ると、ひとりの男性が腕を組んで窓辺に佇たたずんでいた。

　後ろ姿しか見えないけど、ジーンズとアーガイル模様のセーターを着ている。その立ち姿からして、まだ若そうなお客様だ。

「失礼します」と小さく声をかけてから、マニュアルどおりに掃除を始める。

　他の部屋と比べて、エグゼクティブスイートは約二十畳のリビングとクイーンサイズのベッドがある寝室に分かれていて広い。その分、手もかかる。

　佇む彼の横にあるマホガニー材を使った大きなデスクの上には、二台のノートパソコンが置かれている。このパソコンで仕事をしているのかな。

　勝手に想像を膨らませながら、長井さんのあとに続いて寝室に入る。ゆったりとした空間の真ん中に大きなベッド。シーツが乱れに乱れている様子に目を見張る。

　こんなに乱れたシーツを見るのははじめてだ。お客様、寝相が悪すぎる気が……。

　長井さんは思わず目を丸くした私を見て、自分の口に人差し指を当ててから、シーツの上に落ちていた長い髪の毛を一本つまんで見せた。

　あ……そういうことか……。

　未経験の私だけど、彼がここでなにをしていたのか悟り、不審者のように目が泳いでしまう。

「な、長井さん。私、浴室の掃除をしてきますね」

　恥ずかしさのあまり、あたふたと寝室の奥にあるドアに向かう。

「あ！　夕樹菜ちゃん！」

　小さめの声で長井さんが私を呼んだときには遅かった。私は浴室へと続く洗面所に一歩踏み込んだ途端、足を滑らせて尻もちをついてしまっていた。

「痛たたっ……」

「夕樹菜ちゃん！　大丈夫!?」

　転ぶときに派手な音をさせてしまったのだろう。お尻をさすっている間に、この部屋のお客様もやってきたようだ。

「君っ！　大丈夫かい？」

　尾てい骨を打った痛みでなかなか立ち上がれないでいると、頭上から心配そうな柔らかい声が降ってきた。

「は、はい！　申し訳ございません」

　洗面台に掴まって立ち上がろうと手を伸ばす。その手はお客様の手に引っ張られ、ヒョイと立たされた。男性の手だけど指がスラッと長く、自分のガサガサの手よりずっときれいで、急に自分の手がみっともなく感じられて恥ずかしい。

「すみません！」

「お尻を打ってしまったの？」

　床から引っ張り上げられたあとも変な立ち方になっていたようで、お客様から聞かれてしまう。

「大丈夫です」

「夕樹菜ちゃん、本当に平気？」

　オロオロしながら声をかけてくる長井さんに、お客様は「あなたはリビングを先に掃除してください」と告げた。そう言われてしまった長井さんは、洗面所から離れていく。

「制服のお尻の部分が濡れちゃったね」

　振り返ってスカートを見る。客室係の制服は水色のブラウスとスカートで、腰には白いフリルの縁どりがあるエプロンを着けていた。

「すぐに乾きますから問題ありません」

　お客様に失礼があってはいけない、と頭を下げる。

「僕が床を濡らしっぱなしにしていたせいだ。ごめんね、これからは気をつけるよ」

「いいえ！　私どもの仕事ですから」

　顔を上げると、一ひと重えの大きな目が私を見ていた。うねりのある明るいブラウンの髪は襟足が少し長めで、スッキリとした面立ちの若い男性だった。唇は上下とも薄いけれど口紅を塗っているみたいに赤く、和装がよく似合いそうな艶つややかな雰囲気、と勝手に解釈する。

　私と二、三歳しか違わないように見えるのに、エグゼクティブスイートに滞在？

「少しここで休んでいて」

　寝室まで連れてこられ、強引にベッドの端に座らされる。まだベッドメイキングはしていないので、先ほどと同じ乱れた状態だ。

「たいしたことないですから」

　女性と寝たであろうベッドに座らされて落ち着かない。痛みをこらえて立とうとするも、肩を押さえられて再び座らされる。

「少し休んでいたほうがいい。本当にどこも打たなかった？　腰は？」

　彼は身体を少しずらし、私の腰に触れてこようとした。長井さんはリビングで掃除機をかけているようで、こちらの様子には気づかない。

　私はとっさに立ち上がり、首を大きく横に振る。

「本当に大丈夫です！　仕事に戻らせていただきます！」

　彼から逃げるように、先ほど転んだ洗面所へ急いだ。今度は足を滑らせないように気をつけながら入る。

　どうして私ってこうもドジなんだろう。それにしても尾てい骨が痛い……。

　右足首にもズキズキとした痛みがあるけれど、今はとにかく浴室をきれいに掃除しなくてはならない。痛みをこらえて身体を動かす。

　もうっ、どうして洗面所の床までビショビショなの？

　せっせと手を動かし、濡れた床を拭く。鏡もピカピカに拭き上げて浴室の中へ入る。

　バスタブをきれいに掃除し、上方に設置されたステンレスの棚を見上げる。ここに大小のタオルを用意しておかなければならない。

　その棚には、ピンク色をしたプラスティック素材の小さな卵形の物体と、そこから伸びる線、そして反対側には四角いスイッチのようなものがぶら下がっていた。それがなんなのかはわからないけど、ここにはタオルを置かなくてはいけない。卵形の物体を手にとり、洗面所の空いているスペースへ丁寧に置いた。

「へえ、君はこれを見ても動じないんだね？」

「えっ!?」

　まさかお客様に見られているとは思っておらず、ビクッと肩を揺らして振り返る。

「これ……ですか……？」

「ふうん。動じないんじゃなくて知らないのか」

　私の表情を見て、彼はクスッと笑みを漏らす。

「君は面白いね。うん、いいプロットが浮かんできた」

　なにが面白いのだろうか。私は思わず眉根を寄せてしまう。

　ジリジリと間隔を詰めてくる彼に、今置いた物体が欲しいのかと考えてそれを渡そうとした。

「どうぞ」

　渡してから、新しいタオルをとりに彼の横を通ろうとすると、壁まで手を伸ばされて行く道を塞がれた。

「あ、あの？」

　どうしてそんなことをするのか、と顔を上げて彼を見る。

「君は彼氏いないんだね」

「そのような質問には答えかねます」

　マニュアルどおりに返事をして彼の腕の下をくぐり、リビングまで出る。

　なにあの人！　早くタオルを置いて終わらせよう。

「夕樹菜ちゃん、痛みは治まった？　そっちはどうかしら？」

　リビングのサイドボードをから拭きしていた長井さんが聞いてきた。

「はい。あとはタオルを置くだけです」

「じゃあ、ベッドメイキングをしちゃいましょう」

「わかりました！」

　大小のタオル数枚とクイーンサイズのシーツ、換えの枕カバーなどを廊下へとりに行く。またセクハラまがいなことをされるのではないか、と不安になりながら必要なものを抱えて部屋に戻る。

　リビングへ入ると、予想に反してお客様は窓際のデスクにいた。恐ろしいほどの勢いでパソコンになにかを打ち込んでいる。

　これで話しかけられずに済む、とホッとしつつ寝室へ入った。長井さんはすでにシーツを剥はいで待っていた。私たちは、あうんの呼吸で手早くベッドメイキングを済ませていく。

「ねえ、君」

　枕カバーを換えていると、パソコンに向かっていたはずのお客様が寝室のドアにもたれるように立ち、話しかけてくる。

「なにかご用でございますか？」

　長井さんが返事をしたけど彼はそれを無視し、まっすぐに私を見たまま視線を逸らさない。

「君に用があるんだ」

　私の目をじっと見つめる、少し眠たげなブラウンの瞳。

「私でございますか？」

「そう。氷をたくさん持ってきてくれないかな」

「かしこまりました」

　氷は各階のエレベーターの隣の部屋にある製氷機から、お客様でも自由に持ってこられるのだが、言いつけられてしまったら仕方ない。返事をしてから使用済みのシーツなどを丸めて抱え、長井さんと共に部屋を出る。

「長井さん、もう休憩ですよね。先に行っててください。お客様に氷を渡したらすぐに戻りますので」

「まったく、なにを言いつけるかと思えば。それくらい自分でやればいいのに」

　彼女は小さな声で文句を言う。先ほど無視されたことに腹を立てているのかもしれない。

「お客様には気持ちよくホテルをご利用いただかなくてはなりませんから。じゃあ、カートをお願いします」

　ロイヤルブルーのじゅうたんの上を歩き、製氷機のある部屋に向かった。そこでアイスペールを忘れてきたことに気づき、回れ右をして戻るもすぐ足が止まる。お客様がドアを押さえるように立っており、私に見せるようにアイスペールを持ってブラブラ揺らしている。

「忘れ物だよ」

「申し訳ございません。ありがとうございます」

　差しだされたアイスペールを両手で受けとり、もう一度、製氷機のある部屋へ。スイッチを押すと、ガラガラガラッと氷が落ちてくる。

「これでよし、っと」

　氷がたっぷり入ったアイスペールを持って、再び一九〇一号室へ向かう。いまだに尾てい骨が痛い。帰ったら湿布を貼らなきゃ。

　一九〇一号室の主は、まだ部屋のドアにもたれて立っていた。

「氷をお持ちしました。どうぞ」

「今、手が離せないんだ。水割りを作ってくれる？」

「あ、あの……」

　屈くっ託たくのない笑みを浮かべた彼は、戸惑う私の腕を強い力で掴み、室内へ引っ張った。

　なんなのっ！　手が離せないどころか、なにもしていないじゃないの。

　そうは思ってもお客様に失礼があってはいけない。気をとり直し、リビングのバーカウンターへ向かう。お酒はほとんど飲めないけれど、作ることはできる。

「濃さはどのくらいにいたしましょう？」

「そうだな、やっぱりロックでいいよ」

　耳元に艶のある声が不意に降ってきて、私の肩が跳ねた。

　どうしてすぐそばに立つの？　暇なら自分で作ればいいのに……。彼の行動に正直イラッとする。

　近くに立つ彼を気にしないよう努めつつ、高さのないグラスに氷を入れてウイスキーを注ぐ。

「ありがとう。ところで……」

「ところで……？　なんでしょう――きゃっ！」

　彼はいきなりアイスペールから氷を掴むと、私の胸元に入れたのだ。それはまったく予想だにできないことだった。

「なにをするんですか！」

　いい大人が突然こんなことするなんてありえないっ！

　冷たい感覚が胸の谷間を通り、おへそのあたりで止まる。そこでジワーッと冷たさが広がっていく。

「うん、いいね。その反応」

　相手はお客様だけど、理不尽なことをされれば怒りも湧く。私は彼を睨みつけた。

　それなのにまったく動じない彼はガバッと氷をわし掴みにすると、私があとずさりをする前にまた同じことを繰り返した。

「ひゃんっ！　冷たいっ！」

　肌に当たるたくさんの氷が冷たくて、ブルッと身体が震える。

「いいの？　早くとらないとびしょ濡れになっちゃうよ？」

「はあ？」

「ほら、エプロンを外してあげようか？」

　じりじりと離れようとする私に彼は手を伸ばそうとする。

　なにするの？　この人、変態っ！

「け、けっこうです！」

「洗面所使いなよ。ここで氷をとったら、せっかく掃除したじゅうたんが濡れちゃうから。早くとらないと風邪ひくよ？」

　悔しいけど彼の言うとおりだ。あまりの冷たさに顔が歪んでしまう。

　仕方なく洗面所へ行き、スカートからブラウスの裾を引き抜く。溶けかけた氷がカラカラッと床に落ちた。それを拾って洗面台に入れ、トイレットペーパーで床を拭く。

　もう！　気持ち悪い！　ブラウスの濡れた感覚が嫌でたまらない。

　ドアに背を向けて床を拭いていると、突然身体がふわっと浮いた。

「きゃっ！」

　今度はいったいなにっ!?

　どうやらお客様にお姫様抱っこをされたらしく、すぐ近くにある彼の整った顔を目を丸くして見る。

「下ろしてくださいっ！」

「本当、君って可愛いね。僕の恋人たちはそんな新鮮な反応はしてくれないんだよ」

「そんなの知りませんっ！」

　先ほどベッドメイキングをしたばかりのベッドにドサッと下ろされ、驚きのあまり一瞬身体が固まってしまう。足元に立つ彼は、先ほどのピンク色の物体を私の目の前でブラブラさせる。

「本当にこれがなにかわからない？　とても気持ちよくなるものだよ」

「そんなものわかりません！　いい加減にしてください！」

　尾てい骨が痛むのもかまわずに飛び起きてベッドから下り、彼と向かい合って立つ。

「君はもっと勉強が必要だな。これは大人のおもちゃ。クスッ……大人のおもちゃ自体、なにに使うものなのかわからなさそうだね」

　彼がそれにスイッチを入れたとき、ドアのほうから男性の声が聞こえてきた。

「あ～あ。あのおばさん、おしゃべりだな」

　あのおばさんって、長井さんのこと？

　部屋に誰かが入ってきたようで私はホッと安堵し、肩の力が少し緩むも、その隙にお客様の手が伸びてきてベッドに押し倒された。

「きゃあっ！」

　シーツに手をついたとき、バタン！と寝室のドアが乱暴に開かれた。姿を現したのは須藤専務だった。鋭さを秘めて冷たく光る須藤専務の瞳が、ニヤニヤと笑いながら突っ立っているお客様を見てから私に視線を移す。

　ハッとしてその視線を追うと、制服のスカートがたくし上がり、ベージュのストッキングに包まれた足が大胆に露出していた。そんな自分のだらしない姿が恥ずかしくなり、慌ててベッドから下りてスカートを撫なでつける。

「宏ひろ基き、どういうことだ？　従業員になにをするつもりだった？」

　えっ……？　宏基？　このお客様、須藤専務の知り合いなの？

「やぼなこと聞かないでよ。この子が妙に僕の心をくすぐるから、試してみたくなったんだ」

　宏基と呼ばれたお客様は、手にしていた物体を須藤専務の目の前にぶら下げて楽しそうに笑い声を上げる。

　た、試してみたくなった？　どういうことっ？

「従業員に手を出すんじゃない。今日は目を瞑つむるが次はないからな。行くぞ」

　須藤専務はベッドの横で呆然としていた私の手首を掴むと、ドアへ向かった。

　そのままエグゼクティブスイートを出て、非常階段の踊り場に連れてこられた。強引な須藤専務の歩く速さに呼吸が乱れている。

　大きく深呼吸をした私の身体が突然、壁にドンと押さえつけられた。両肩を押さえられて身動きができない。さらに彼の厳しい視線によって、金縛りにあったように固まってしまう。

「す、須藤専務……？」

「ひどい格好だな」

　それは充分に承知している。エプロンの上にブラウスが半分出ているのだから。しかも水色のブラウスには濃い色のシミが鮮明に作られている。

「これは……あ、あの……」

　事情を説明しようとするけれど、彼の厳しい表情に言葉が出てこない。

「どこまでされた？」

「えっ？　どこまでって……」

「キスされたのか？」

　涼やかな眼差しが私の唇で留まる。

「そんなこと、されていません！」

「胸を触られた？」

「それもないです……。氷を入れられてしまっただけです」

　怒っている様子が怖くて、ちゃんと順を追って説明できない。彼はそんな私の言葉の真意を探ろうとしているのか、ますますじっと見つめられて視線を逸らせなくなる。

「お知り合いなんですね？」

「あぁ、従い兄と弟こだ。アイツの思考回路は人と少し違うんだ。気をつけるように」

　従兄弟なんだ……。確かに変な人だった。私、須藤専務が来てくれなかったら危なかった？

「どうしてあのお部屋に？」

「たまたま客室係の従業員に相談されただけだ。エグゼクティブスイートの客に用事を頼まれてからかなり時間が経つ、と」

　やっぱり言ってくれたのは長井さんだったらしい。

　そこでやっと須藤専務の腕の力が緩み、身体が自由になったのもつかの間、彼の手は私の腕をそっとたどって手首まで下りてきた。腕を撫でられるような感覚に、背筋にゾワッと泡立つような戦せん慄りつが走る。

「須藤専務？」

「すまない」

　突然謝られて小首を傾げる。

「なにがですか？」

「希望していた部署ではないことだ。フロントクラーク業務に推薦しておいたんだが、急なことで対処できなかったようだ」

　そうだったんだ……。やはり沖縄でのことは私を信じてくれていたのだ、と心が温かくなった。

「いいんです。東京に来られなかったら、私は沖縄で今も職探しをしていたはずですから。……あ！　もう行かなくては。失礼します！」

　じっと見つめられてドキドキして、須藤専務とこれ以上対たい峙じしていることは不可能だった。彼の脇をすり抜けて一礼すると、非常階段のドアに向かった。

　平静を装っていたものの、今の出来事に私の心臓は爆発しそうなほど暴れていた。なぜあんなふうにされなければならなかったのかわからない。

　廊下へ出てあたりを見まわし、誰もいないことを確認すると、だらしなく出てしまったブラウスをスカートの中へしまい込む。

「冷たいよ……」

　従業員エレベーターに乗り込み、地下の更衣室へ向かった。換えの制服に着替え、髪の乱れを直して従業員食堂へ行く。

　食堂で他の従業員たちとお茶を飲んでいた長井さんが、私の姿をカウンターで見つけて飛ぶようにやってきた。ちょうど私が月見うどんを注文したところだった。

「夕樹菜ちゃん、大丈夫だった？」

　心配そうな表情にニッコリ笑って見せる。

「長井さんのおかげで大丈夫でした。ありがとうございました」

　でき上がった月見うどんをトレーに乗せてテーブルに向かうと、長井さんもついてきて横に座る。

「須藤専務を見かけて本当によかったわ。一いち条じょう様は問題ありなのよ。最近はおとなしかったから、変に警戒されるのも……と思って言わなかったんだけど、先に言っておけばよかったわね」

　あのお客様、一条様というんだ。そういえば社長の名字も一条だった。

「問題あり……ずっとあの部屋にいらっしゃるんですか？」

　私にしたようなことを、他の人にもしていたの？

「ここ半年ぐらいかしら。彼も会長の孫なのよ。それも内孫だから、会長は彼が可愛くて仕方ないみたい」

　きっと立派な自宅があるはずなのにホテル暮らしって……。

　熱いうどんをすすりながら、長井さんの話にさらに耳を傾ける。

「毎日のように女の人を呼んで、好きなだけ贅ぜい沢たくして。いいご身分よ。新しん進しん気き鋭えいの映画監督らしいけど、須藤専務とは大違いのボンボン。確かふたりは同い年って聞いたことがあるわ。夕樹菜ちゃん、気に入られたようだから気をつけなさいね」

「はい」

　映画監督だったんだ……若いのに……すごい人なんだ。

　そのとき、須藤専務の言ったことを思い出した。

『アイツの思考回路は人と少し違うんだ』

　とにかく、一条様には近づかないようにしよう。そう肝に銘じて残りのうどんをすすった。

　尾てい骨と足首が痛くてホテルの医務室に行こうか迷ったが、終業後にドラッグストアで湿布を買うことにした。

　打ったところを診せるように、と言われたら恥ずかしくて見せられない。それなら行かないほうがいい、と結論を出したのだ。










須藤専務の恋人？




　終業時刻が終わり、外へ出ると暗くなっていた。そうはいっても、建物の灯りや街灯、車のヘッドライトなどで道は明るく、私の地元とはまったく違う。

　寮へ戻る道を歩いていると、音楽をガンガン鳴り響かせているはた迷惑なオープンカーが赤信号で停車した。歩道の通行人たちもその車を見ずにはいられない。

　音漏れは仕方ないにしてももう少し音量を下げればいいのに、と思いながら視線をそちらに向け、運転席に座る人物を見て「あっ！」と声を上げてしまう。須藤専務の従兄弟だという一条様だった。彼は助手席にサングラスをかけた女性を乗せて、片腕を助手席のシートに回している。

　昼間の不快な気持ちが思い出され、私の眉根は自然と寄っていた。

「夕樹菜！」

　立ち止まっていた私の後ろから声をかけてきたのは、菜穂だった。

「バッタリ会うなんて珍しいね。って、なんでこんなところで立ち止まっているの？」

　彼女も私が見ていたほうを向いたけど、ちょうど信号が変わりオープンカーは去っていくところだった。

「知っている人だったの？」

　菜穂は小首を傾げて聞いてくる。

「ううん。音がうるさかったから」

「本当、迷惑よねー」

　嫌な顔をして言ってから、腕時計を見て口を開く。

「まだ二十時だし、夕食一緒に食べに行かない？」

　正直なところ身体が痛く、お風呂に入ってすぐにベッドと友達になりたいところだったけど、誘いをずっと断っていた手前、頷いてしまった。

「よかった！　じゃあどこへ行こうか。なに食べたい？」

「なんでもいいよ」




　……確かに『なんでもいいよ』と言ったけれど、菜穂が選んだ店はオシャレなビストロダイニング。大きな水槽があり、色とりどりの熱帯魚が気持ちよさそうに泳いでいる。それを見たら沖縄の海を思い出し、目頭が熱くなってしまう。

　私、なんで泣きそうなんだろう……。

　東京へ来てから、今日のことも含めいろいろあった。懐かしい熱帯魚を見て、張りつめていた気持ちが緩んだのだろう。

「いいお店でしょ。先輩から教えてもらったの。ホテルの人たちもよくここに来ているって」

　テーブルに案内されると、菜穂が得意げに説明してくれた。

「そうだね。こんなに大きな水槽、水族館以外ではじめて見たよ」

「バーカウンターのほうは水槽をすぐ近くで見られるから、カップルが圧倒的に多いんだって」

　今いるテーブルから少し離れたカウンター席のほうにある水槽を眺める。カウンターの暗めな照明の中、七色にライトアップされた水槽で熱帯魚が優雅に泳いでいてロマンティックなムードだ。

　眺めていると、驚くことに女性連れでやってきた須藤専務が目に入った。仲よさげに女性の腰に手を添えているように見えた。

　ふたりはカウンター席に座り、彼は今まで見たことがないような笑顔を女性に向ける。彼女も須藤専務を仰ぎ見て楽しそうな笑顔を浮かべた。そのきれいに整った横顔を見て目が釘づけになる。

　須藤専務の連れの女性は、人事部の古川チーフだった。ふたりは恋人同士なの？

「あの人、もしかして須藤専務？　そうよね？　隣にいるのは入社式で司会をしていた人事部の……」

「そうだね。本当にこのお店ってホテルの人たちが来るんだね」

　ふたりの姿を見て、悲しくなって全身が脱力した感覚に陥る。

　今日の自分の感情はおかしい。いろいろなことがあったせいに違いない。

　メニューに視線を落としていると、ウエイターがドリンクを運んできた。料理の注文を済ませてウエイターが去っていくと、私の視線は無意識にカウンター席のふたりのほうへ。美男美女のふたりは遠目からでもお似合いに見える。

「気になるの？」

　ビールをジョッキで飲んでいる菜穂が、早くも目の下をほんのり赤らませて聞いてくる。

「えっ？」

「須藤専務のこ・と。さっきから見てる」

「そ、そうかな」

　私はごまかすように笑って、レモネードを口にする。

「あのふたり、恋人同士なのかな。確かうちのホテルは社内結婚を禁止していないはずだから、恋愛は自由だよね。美男美女でお似合いだし」

「そうかもしれないね……」

「でも、そうだったら残念だよ。須藤専務はホテルで一番人気の独身男性だもん。憧れる女性社員は数えきれないくらいらしいよ。カッコいいし仕事もデキるし、会長の孫だしね」

　あれだけのイケメンで将来有望な男性ならばモテるのは当然だ。でもふたりを見てショックを受けた自分がいて、困惑していた。

　それから菜穂はふたりには興味がなくなったようで、気軽な話をしていた。主に彼女の部署の話なのだが、明るい彼女の話は面白い。口うるさいお局つぼね様さまがいるらしく、その女性の真ま似ねをして笑わせてくる。しかし笑うと打だ撲ぼくした尾てい骨に響き、しだいに座っていることさえ苦痛になってきた。

「菜穂、もう帰らない？」

「えっ？　もう？」

『もう？』と驚かれたが、テーブルの上の皿はすべて片づけられ、ドリンクのグラスだけになっている。

「ごめんね。今日、派手に転んでお尻を打っちゃったの。尾てい骨が痛くて座っているのがもう限界で……」

「大丈夫？　早く言ってくれればよかったのに」

　彼女がそう言い残りのビールを飲み干したとき、数人のグループのひとりが私たちのテーブルの横を通った。

「あれ？　山下くんじゃないか」

「藤とう堂どう課長！」

　どうやら菜穂の部署の上司らしい。

「これからみんなで飲むんだけど、どうかな？　お友達も一緒に」

「彼女は客室係の新入社員で、比嘉夕樹菜さんです」

「そうか。客室係は大変だろう？　頑張ってくれたまえ。じゃあ我々は向こうのテーブルにいるから」

　藤堂課長は上司らしく言うと離れていった。

「私は帰るね。菜穂はまだここにいなよ」

　まだ早い時間だし、上司に誘われたら断れないよね。

「う……ん。じゃあ合流してくるよ。夕樹菜、お大事にね」

　菜穂は会計を済ませてから、藤堂課長たちのテーブルへ向かった。




　ダイニングを出た私は、近くの複合商業施設の一階にドラッグストアを見つけ、湿布と痛み止めを買って寮への道を戻った。牛乳が欲しくてスーパーに行こうかと思ったけれど、ほんの少しの距離も歩きたくなくて、寮の隣のコンビニで買うことにする。

　牛乳と食パン、サラダなどをカゴに入れてレジへ向かう。そこには先日話した高橋くんがいた。

「いらっしゃいませ。今日もご利用ありがとうございます」

　ユーモアたっぷりに笑みを浮かべて頭を下げる彼に、苦笑いを浮かべた。

　気づけば「スーパーに行こうと思ったんですけど、今日はちょっとめんどくさくて」なんて言い訳をしていた。

「俺は来てくれて嬉しいっす」

　彼は照れくさそうに言いながら、商品を袋に入れていく。

「アルバイトさんなのに、商売熱心ですね」

「え？　いや、その……」

　彼がなにか話そうと口を開いたとき、私の後ろに会社帰りらしきサラリーマンが並び、彼は話すのをやめて袋を差しだした。私は小さく頭を下げてコンビニを出た。




　翌日。痛む身体に鞭むち打って起き、昨夜貼った湿布の匂いを消すためにシャワーを浴びての出勤だ。

　朝礼で今日の担当表を配られる。自分の担当の部屋に一九〇一号室がないのを見てホッとする。

「夕樹菜ちゃん、もしかしてまだ痛むの？」

　朝礼が終わってみんなが持ち場へ散らばる中、長井さんに声をかけられる。

「えっ。あ、あの、私、変な歩き方していましたか？」

「少しね。大丈夫？　病院に行ってきたほうがいいんじゃない？　女の子は赤ちゃんを産むんだから腰は大事にしなきゃ」

「大丈夫です。場所が場所だけに、恥ずかしすぎますし……」

「そうよね、まだ若いものね。でも、痛みがひどくなったらちゃんと診てもらいなさいね」

「はい。ありがとうございます」

　優しい長井さんに笑顔で答えた。










二度目の食事




　今日は順調に仕事がはかどった。しかし割りきってはいるものの、ロビーや食堂でパリッとしたチャコールグレーの制服を着たフロントクラークの女性を見かけると、羨うらやましくなって落ち込む。須藤専務に強がりを言ったばかりなのに……。

　十八時を回り、一日の仕事が終わった。従業員出入口から出て、両脇に植え込みが設置されている幅一メートルほどの通路をうつむきながら歩いていると、行く手を誰かに遮られた。

　視界に突然入ってきた男性物のデッキシューズを見て立ち止まる。顔を上げると、目の前にエグゼクティブスイートに宿泊中の一条様が立っていた。嫌味のない落ち着いたブルーのジャケットはデッキシューズとお揃そろいの色で、カジュアルな格好だけど生まれ持った品のよさがにじみ出ている。

「一条様！」

「やあ、俺の名字知ってくれていたんだ。君になら『ひろちゃん』とか『ひーくん』とか呼ばれてみたいけど。いや、やっぱり『宏基』って呼び捨ても捨てがたいな」

　笑みを浮かべて嬉しそうに弾むような声で話す一条様は、部屋で見たときよりもっと若々しくステキに見えた。

　でも、言っている内容はくだらない……。私は半ば呆れた表情で彼を見つめる。

「ここは従業員用の通路ですが」

　あくまでも従業員とお客様という立場を崩さない態度に出る。

「それくらい知っているよ。ここは小さい頃からの遊び場だったからね。君を食事に誘おうと思って、待っていたんだ」

「申し訳ございません。お客様とお食事には行けません」

「そんなこと言わないでさー、行こうよ。昨日のお詫びにおいしいものをごちそうするから」

　駄々っ子のような口調にさらに呆れる。遊び相手はたくさんいるはずなのに、どうして私に声をかけてくるの？

「けっこうです。失礼いたします」

　一礼し、一条様を避けて歩き始めた。

「あ！　ねえ、そんなに警戒しなくてもいいじゃん」

　しかし彼は追いかけてきて、私の手首を掴む。

「放してください！」

「じゃあ食事に付き合ってよ」

「それはできません」

「こんな頑固な子、見たことない。僕が誘えば女の子はみんなついてくるのに」

　今度は拗すねたような口調だ。私はやりとりが面倒になってきて頷きたくなった。だけどやっぱり規則は規則だし、一条様のペースに巻き込まれちゃダメだと首を左右に振る。

「では他の女性をお誘いください」

「じゃあさ、監視役呼ぼうよ」

　彼は悪びれたふうもなくそう言って、ジャケットのポケットからスマホをとりだす。

「監視役？」

「そっ。ちょっと待っててね」

　私から少し離れると、どこかへ電話をかけ始めた。

　監視役って誰？　もうこれ以上わけのわからない人は遠慮したい。逃げてしまおうと思ったとき、まだ尾てい骨が痛くて走れないことを思い出す。

　はぁ……どうしよう……。今日に限ってホテルの従業員も出てこない。

　困っていると、ニコニコと笑みを浮かべながら一条様が戻ってきた。

「すぐに来るよ。大通りで待とう」

「監視役って誰ですか？」

　また手首を掴まれ、強引に歩かされる。

「それは来てからのお楽しみさ」

　この人、子供っぽいというか……ひと筋縄ではいかない。

　たとえ監視役がいたとしても、一条様が呼んだ人なんて信用ならないんだから絶対についていくもんですか、と決心する。尾てい骨の痛みが悪化したって、隙を見て走って逃げるんだから。

　大通りに出ると一条様は立ち止まった。そのタイミングで手を引き抜く。

　そこで待ったのは五分くらいだったろうか。その間も彼の私をからかう会話は続いていた。

「君の髪、きれいだね。お団子よりこのままのほうが絶対にいいよ」

　仕事中は規則で髪を結んでいるけど、あまり長く結んでいると頭が痛くなるから、仕事が終わるとすぐにほどいている。ヘアゴムの跡がついて少しうねっているけれど、こうすると身体の力が抜ける感じで気持ちいいのだ。

　不意に一条様の手が伸びて私の髪に触れようとした。ビクッと弾かれたように一歩遠のく。

「そんなに怖がらないでよ」

　彼は私の反応に傷ついたような瞳を向ける。その瞳を見ると、こっちが悪かったような気になってしまう。

「怖がっていませんっ」

「じゃあさ、こうしていてもいい？」

「えっ？」

　彼は私の返事を待たずに再び手首を掴んだ。そこで見覚えのあるパールホワイトのＳＵＶ車が目の前に停まり、中から須藤専務が降りてきた。

　監視役って、須藤専務だったの？

　一条様には近づくなと言われていたのに、一緒にいるところを見られて気まずい。この場から一刻も早く逃げだしたくて、掴まれた手を振りはらおうとした。すると厳しい顔つきの須藤専務が、一条様が掴んでいる私の手を見る。

「宏基、ホテルの客と従業員が私的に食事などをすることは禁止されている。彼女じゃなく他の女を誘えよ」

　なにを考えているのかわからない無表情のまま、やんわりと一条様を注意している。

「瑞樹もお堅いことを言うね」

　一条様は肩をすくめてわざとらしくため息を漏らしている。

「決まりは決まりだ。彼女とデートしたいのならホテルを出ていくしかないな」

「あ！　それは嫌だ。ホテル暮らしは快適だから」

　彼は急に素直になって私の手を放した。自由になった私は、急いでふたりに頭を下げる。

「では、私はこれで失礼いたします」

「比嘉くん、待ちなさい。送っていく」

　歩き始めた私を須藤専務が呼び止めた。

「ふ～ん。上司は部下を送ってもいいのか」

　一条様は面白くなさそうに呟く。

「お前があとをついていかないようにだ」

「はいはい。じゃ、他の女を誘うことにするよ」

　手を軽く振って歩き始めた一条様は、早速スマホを耳に当ててどこかへ電話をかけている。その場に残された私は困ってしまった。

　寮はすぐそこなのに……一条様の手前、そう言ったんだよね？

「車に乗って」

　しかし須藤専務はそう告げて、さっさと運転席に向かっている。

「すぐそこなので、送っていただかなくても大丈夫です」

「いいから乗るんだ」

　威圧的に言われてしまって、無意識に後部座席のドアに手をかけてからハッと先日のことを思い出し、慌てて助手席のドアを開けた。彼はすでに運転席に乗り込んでいて私を見る。助手席に乗り込むとバチッと視線が合ってしまい、慌てて目を伏せる。

「俺を怒らせようとしてわざとやっているのか？」

「違います……」

　小さく否定しながらシートベルトを装着すると、車が走りだした。

　寮までは車で行ったら五分もかからない。それなのに送ってもらうなんて、須藤専務の時間の無駄にしか思えない。まだ仕事中だったかもしれないのに。

　そんなことを考えているうちに車は寮に近づく。だけどスピードが落ちることはなく、寮の前を通りすぎていく。

「須藤専務!?　寮、過ぎちゃいましたよ」

「知っている。そんなこともわからないと思っているのか？」

　なんでだろう……今日の須藤専務はめちゃくちゃ不機嫌そう。

「そんなこと思っていません。送ってくださるって言ったじゃないですか」

　車のシートは座り心地がよく、尾てい骨の痛みも気にならない。正直ずっと乗っていてもいいくらいなのだけど。

「腹が減ったんだ。食事をしてから送っていく」

「お仕事中じゃないんですか？」

「腹ごしらえしたらまた戻る」

「ひとりで食べれ――」

「宏基とはよくて、俺とじゃ嫌なのか？」

　ひとりで食べればいい、と言おうとしたのを遮られる。

「そんなこと言っていません！」

　誤解されたくなくて、つい大きな声で否定してしまった。

「寿司は好きか？」

　まだ機嫌が悪いのかぶっきらぼうに聞かれて、お寿司が好きでも嫌いと言ってしまいそうだ。実際、お寿司は大好きだけど。

「……嫌いじゃないですけど」

　須藤専務が行く店は、回転寿司のようにリーズナブルな寿司屋ではないだろう。だから『はい！』と答える贅沢な女だと思われたくなくて口ごもる。

「俺は寿司が食べたいんだ。付き合えよ」




　それから十分もしないうちに車が停まった。その寿司屋には駐車場がないらしく、近くのコインパーキングで降ろされる。

「すぐ近くだから」

「はい」

　通りを歩いていると、オシャレに建ち並ぶブランドショップが目に留まる。ショーウインドーには、私には到底手が出ない金額の服を着たマネキンたちが飾られている。ここはどこ？

　そんな街並みに見とれながら歩いていると、たくさんの靴が並ぶ店の前で足が止まった。沖縄の海の色のようなエメラルドグリーンのパンプスに目が釘づけになる。

　きれいな靴……。

　値段が高くてとても買うことなんかできないけど、見るだけならタダ。目の保養になる街だ。休日になったらこのあたりをブラブラしたい気持ちが湧いてきた。

「なにか気になったものでも？」

「あ、あの靴を見て沖縄の海を思い出しただけです」

　エメラルドグリーンのパンプスを軽く指差してから、サッと歩き始めた。

　その後すぐに着いた寿司屋はやはり回転寿司屋ではなかった。のれんをくぐると、着物を着た年配の女将さんが愛想よく出迎えてくれる。

「いらっしゃいませ、須藤様」

　板前さんの目の前のカウンター席に案内される。こぢんまりとした寿司屋だが、高級そうなのは否めない。壁にかけられたネタの札にも料金が書かれていない。

「須藤様、お飲み物は日本酒がよろしいですか？」

「車なのでお茶をふたつください」

「あら、残念ですね。イケる口なのに。ではお茶をお持ちします」

　そのやりとりの間、私は緊張感から背筋をピンと伸ばしたままでいた。

「好きなものを頼めよ。なにが好きなんだ？」

　お茶と共に、カニの足が飛び出たお椀が運ばれてくる。

「サーモンが好きです」

「あとは？」

「特に好き嫌いはありません」

　東京の寿司の値段相場がわからないけれど、サーモンなら値段もそう高くないだろう、と貧乏くさく考えたのだ。

「なに遠慮しているんだ？　ここで食べたくらいで破産しないから、気にしないで食べろよ」

　そう言ってもらえると、若干気持ちが軽くなる。

「では、遠慮なく……いただきます」

　気を使ってもらい申し訳なく思いながら頷いた。

　須藤専務は食欲旺盛で、板前さんに好きなネタを次々と頼んでいく。そのときに私の食べたいネタも聞いてくれる。

「あとは？」

「あ、納豆巻きは……ありま……」

　〝納豆〟という言葉に須藤専務の顔がげんなりしたような気がして、言葉が尻すぼみになる。

　もしかして、高級寿司店だから納豆巻きはない？　空気が読めていないことを言っちゃった？

「そんな庶民的なネタ、置いていないですよね。ごめんなさいっ」

　すぐに謝ると、そばで聞いていた女将さんのクスクス笑う声が聞こえてきた。

「お嬢様、うちにも納豆巻きはありますよ。須藤様は納豆が苦手なんですよ」

「そうなんですかっ？　おいしいのに……」

「幼い頃、どうやら家で食べさせられすぎて嫌いになったようなんだ。顔に出してしまいすまなかった。好きなものを食べろよ」

「え、遠慮して頼んだだけなんです。いくら、お願いします！」

　名前を聞いただけで顔に出ちゃうくらいなんだから、実物はもっと嫌だろう。須藤専務を不快な気持ちにさせたくなくて、高そうないくらを頼んだ。




　口に入れただけでとろけそうな高級寿司を堪能して、店を出る頃にはお腹がはちきれそうなくらいいっぱいだった。

「ごちそうさまでした」

　店を出てから、遠慮なく食べてしまったお礼を言う。

「腹が満足したら眠くなったな。コーヒー飲みに行くぞ」

「えっ？」

　大きい歩幅でどんどん先に行ってしまう須藤専務を必死に追う。

　ふたりで数軒先のカフェへ入り、座り心地のよさそうな低めのソファ席に着く。白い壁にカラフルな黄色と緑のソファセット。ところどころに置かれた赤いランプも差し色になっているステキなカフェだ。だけど、いくらここがステキな場所でもさすがに須藤専務の仕事が心配。

「もう帰ったほうがいいんじゃないですか？　これからお仕事されるんですよね？」

「コーヒーが今来たばかりだろう？　コーヒーくらいゆっくり飲ませてくれ」

　彼はそう言って、砂糖もミルクも入れないままカップを口に運ぶ。視線を落としてコーヒーを飲んでいる姿は、ＣＭに出られそうなくらい絵になっている。

　じっと見ていると、長いまつ毛が頬に影を落としている様子とか、スッと整った鼻梁とか、顔の細部までよくわかってしまう。コーヒーを飲み終えた少し薄めの唇までじっと見つめていたことに気づき、我に返って慌てて自分もカップに手を伸ばす。

「熱っ！」

　指先がカップの持ち手にぶつかり、コーヒーが少し飛び散る。

「大丈夫か？」

「すみません！　大丈夫です」

　おしぼりを差しだされて、指にかかったコーヒーを拭ぬぐう。

「怪我が絶えないな」

　もうっ！　どうして須藤専務にはドジなところばかり見せちゃうんだろう。

「今のは怪我じゃないです。少しこぼしただけで……」

　言い訳がましく言ってみると、須藤専務は笑った。

「あの、一条様はいつもあんなふうなんですか？」

　さっきの一条様とのことは自分が誘ったのではないとわかってほしくて、話題を変えた。

「言っただろう？　宏基は思考回路が違う、と。隙を見せた瞬間に食われるぞ」

「食われるって？」

　小首を傾げて聞いてみると、須藤専務はあっけにとられた顔になったあと、眉間にシワを寄せた。

　なんだか怖い顔……私、なにか悪いこと言った？

「そういう無邪気な顔をして、金城も誘ったのか？」

「さ、誘ってなんかいません！　それがわかっているからこっちへ来させてくださったんですよね？」

　思いも寄らない言葉にツキッと胸に痛みを覚え、わかってもらおうと首を左右に激しく振る。須藤専務に誤解されるのだけは嫌だ。

「宏基にのこのこついていく君を見ていたら、その自信がなくなったよ」

「のこのこだなんてひどいです！　ついていったんじゃなくて、待ち伏せされていたんです！」

「アイツの恋人になっても、すぐに捨てられるだけだぞ」

　須藤専務は憤る私を見つめ、真剣に忠告してくる。

「須藤専務！　だから言っているじゃないですかっ、待ち伏せだって！」

　一条様の話題を出したばっかりに、須藤専務の機嫌が急激に悪くなって……もう、わけがわからない。

　困惑した顔で見ていると、彼がスマホをとりだした。メールをチェックしているみたい。

　ホテルから呼びだされたらしく、それをきっかけに私たちはカフェを出た。




　それから須藤専務はなにか考え事をしていたようで、帰りの車中ではずっと口をきかずに運転していた。さっきの嫌な雰囲気を引きずっていたせいで、私も黙っていたほうが気楽だった。

　寮の手前で車を降り、お礼を口にすると、須藤専務は軽く頷いただけで車を発進させてしまった。

　不機嫌になるくらいなら誘わなければいいのに……彼女がいるんだし……。

　昨夜の須藤専務と古川チーフの姿が脳裏に焼きついて、なかなか消えてくれない。

　食事をごちそうしてくれるのは、東京に知り合いがいない私を気遣ってくれているだけなんだろうなと思った。










エグゼクティブスイートの担当




　次の日、制服に着替えて更衣室を出たところで、古川チーフとバッタリ会った。

「おはようございます」

「おはよう。ちょうどよかったわ。あなたに話があるの」

　いつも無表情の古川チーフからニッコリと笑顔を向けられて、困惑する。

「なんでしょうか……？」

　尋ねたものの、彼女と須藤専務のデート風景を思い出し、気が削がれてしまった。

「――失礼のないように気をつけるのよ」

「えっ？」

「聞いていなかったの？」

　古川チーフのきれいに弧を描く眉の片方が、私をバカにするように上がる。

「申し訳ありません」

「エグゼクティブスイートの一九〇一号室、今日からあなたの担当よ」

　一九〇一号室って、一条様のお部屋……？

「私が……担当ですか？」

「ええ。一条様があなたを希望しているの」

「困ります……」

　上司の命令とはいえ、思わず小さな声で抵抗していた。

「は？　困る？　なにを言っているの？」

　一昨日おととい以上のことが待っていそうで怖い。どうしてあの人は私を指名するの？

「彼が誰だか理解して言っているの？　確かに普通ならお客様のそんな要望は到底聞き入れられないけれど、彼は当ホテルの御曹司なの。望みはすべて聞き入れるのよ。わかったら十二時に一九〇一号室へ行きなさい」

　不機嫌そうなシワを眉間に作り、有無を言わさぬ口調でビシッと言われてしまっては、もう言葉を返すことなんてできなかった。

「……わかりました」

　十二時か……どうか一昨日みたいなことがありませんように。




　約束の時間までは、他の部屋を長井さんと掃除して回るけれど、一九〇一号室の一条様が気になって仕方ない。

「夕樹菜ちゃん、今日は元気がないわね？　まだ痛む？」

　今日も長井さんは優しく気遣ってくれる。

「いえ、痛みはそれほどでもなくなったんですが……」

　いずれは知られる話なので、思いきって私が一条様の担当になったと話すと、長井さんは手を休めることなく掃除を続けながら憤ふん慨がいしている。

「会長の孫だからって、従業員を指名できるもんじゃないわよ。本当に甘やかされたおぼっちゃんだわね！　指名だなんてホステスみたいじゃないの」

　長井さんが怒る様子を見ていたら少し気が晴れた。

「大丈夫です。なにかあったら訴えてやります」

「もう、夕樹菜ちゃん！　なにかあってからじゃ遅いのよ。須藤専務に知らせましょう。専務ならどうにかしてくれるわ」

　長井さんはそう言うけれど、このことは須藤専務も了承済みなのかもしれない。古川チーフと恋人同士かもしれないのだから……。それなのに一昨日は踊り場で撫でるように手に触れてくるし、昨日は夕食を一緒に……しかも勝手に不機嫌になって。須藤専務こそパワハラだわ。

「長井さん、行ってみます。失礼のないように掃除をすればいいだけですから」

　そう、一昨日のはただのいたずら。氷が冷たくて慌てる私の反応を楽しむ小学生みたいなもの。精神年齢が低いんだ、と思えば笑って済ませられる。

　長井さんはまだ心配そうだったけれど、とりあえず時間を見計らって部屋のチャイムを押してくれることになった。そうしてもらえれば不安じゃなくなる。




　私は十二時ぴったりにエグゼクティブスイートのチャイムを押した。だけど返事がない。

　今日も【清掃お願いします】のカードがかかっているのを確認してから、スペアカードを使って中へ入る。

「失礼いたします」

　一条様の姿はリビングにはない。まだ寝ているのかな。それとも出かけている？　寝室にもいなかったらラッキーだ。

　寝室のドアをノックしてみる。こちらも返事はない。ためらわれたけれど、そっとドアを開けた。

　深みのあるブルーのカーテンは半分ほどしか引かれておらず、太陽の光が寝室に差し込んでいた。一昨日と同様、乱れたシーツ。誰もいないんだと一瞬思った矢先、乱れたシーツがもぞっと動いた。

「んっ……今、何時なの？」

　一条様はひとりではなかった。まだ眠そうなかすれ声の女性がゆっくり身体を起こし、スタイルのいい裸体を恥ずかしげもなくさらして伸びをする。露あらわになった形のよい胸を見てしまい、私の身体は硬直した。

「あら？　掃除しに来たのね？」

　私の存在に気づいてその女性は微笑む。どこかで見たような顔……。

「宏基、起きて。掃除の子が来たわよ」

「……んーっ、あ、あぁ……」

　女性が声をかけると一条様はシーツから顔を出して、ドアの前に立つ私を眠そうな目で見る。

「……夕樹菜ちゃん、こっちへおいでよ」

　えっ？　どうして下の名前を？

　ネームプレートに書かれているのは名字だけなのに、下の名前を知られていて驚く。

「古川ちゃんから聞いているよね？　失礼のないようにって」

　そう言われても、シーツが腰のあたりに留まっている裸の男性のところへなんて行けない。

「宏基、なにからかっているのよ。かわいそうじゃない」

「あの子、僕の今一番のお気に入りなんだ」

「あら。妬やけちゃうわ」

　女性は首を伸ばして一条様の唇に自分の唇を重ねる。慌ててパッと顔を背そむけたけれど、濃密なリップ音が聞こえてきた。

「なあ、夕樹菜ちゃん。僕たちと快楽を共にしない？」

「快楽だなんてまどろっこしい言い方じゃなく、正直に言えばいいじゃない。３Ｐがしたいんだって」

「バカだな。いきなりそんなこと言っても、あの子には宇宙語にしか聞こえないぞ。これさえもなにに使うかわかっていないんだからな」

　一条様はシーツの中から一昨日のピンク色の物体を出して見せる。

「そんなに初う心ぶな子なの？　きれいだからモテるでしょうに」

　ギョッとする私に、女性はニッコリ笑いかけた。

「ほら、京きょう香かも夕樹菜ちゃんを気に入ったって。こっちへおいで」

「け、けっこうです！　おふたりの着替えが終わるまでリビングを掃除しています！」

　やっとのことでそう言うと、脱だっ兎とのごとく寝室を飛びだした。ドアを閉めた私の口から深い吐息が漏れる。

　なんなの？　人前で平気であんなことをするなんて！　東京の人には当たり前のことなの？




　その後どのくらい待っただろうか、リビングを片づけているとようやく女性が寝室から出てきた。カーキ色のスプリングコートを着て、肩に大きなブランドバッグをかけている。ファッション誌から抜け出たような姿に一瞬見とれてしまう。

　そんな私の顔を見て、彼女はフッと余裕のある笑みを浮かべてから、色の濃い大きなサングラスをかけた。

「彼に遊ばれすぎないようにね」

　そして私に忠告して去っていった。その後ろ姿を見ながら、彼女が誰なのかを思い出す。

　ああっ！　もしかしたら、モデルの京香……？

　無駄な贅肉がひとつもついていない身体はモデルのように見えた。

　彼女が出ていってからも呆然としていると、再び寝室のドアが開いて一条様が顔を覗のぞかせる。

「どうぞ～。ちょっと出てくるから、ゆっくりくつろいでいてね」

　シャワーを浴びたようで、まだ湿っている髪はいつもより強いウエーブが出ている。先ほど眠そうだった目はすっかり覚めたらしく、スッキリと満足そうに顔をほころばせていた。

　くつろいで、ってなにを言っているんだか……。でも、部屋からいなくなるとわかって安堵した。

　宣言どおり、彼は鍵束を手でジャラジャラと弄もてあそびながら出ていった。

　ゆっくりなんてしていられない。戻ってくる前に掃除を終わらせなきゃ。

　一昨日と同じように、散らかった寝室、洗面所、浴室と次々に片づけていく。

「夕樹菜ちゃん、大丈夫？　一条様が出ていったのを見かけたから、スペアカードで入ってきたの」

　夢中で掃除をしていた私は、長井さんが入ってきたことにまったく気づかず、声をかけられて驚いた。

「は、はい！　大丈夫です。ちょうどお出かけになられたので」

　寝室での出来事は恥ずかしくて口にできなかった。

　長井さんが手伝ってくれたおかげで、いつもの時間に昼食を済ませられた。

　チェックインの時間までにできる限り多くの客室清掃を終わらせるため、客室係の昼食時間は十四時から。一時間の休憩を挟んで、宿泊予定のない客室の掃除に入る。

　混み具合によっては、昼食時間が大幅にずれたり食べられなかったりすることもあるらしい。今のところ、それはまだないけれど。










専属メイド




　午後の休憩をとっていると、古川チーフから内線で呼ばれた。

『すぐに一九〇一号室へ行って』

「あの、掃除は終わりましたが」

『あなたの担当は掃除だけじゃないわ。一条様は、いわゆる専属のメイドを希望していらっしゃるの。なにを言っても無駄よ。上からの了承は得ているから』

「専属メイド……」

　内心、『冗談じゃない！』と腹を立てるけれど、新入社員の身。上司に逆らうことはできず、不安を抱きながらまた一九〇一号室へ向かう。

　チャイムを押すと、すぐに一条様が出てきた。

「これから君はチャイムを押さずに入ってきていいよ。もちろんスペアカードは持っているよね？　さ、入って」

　大げさにもとれる、部屋への手招きのジェスチャー。どんな態度をとっていいのかわからず、おずおずと中へ入った。

「ご用はなんでしょうか？」

「うん、いいね～。でも、最後に必ず『ご主人様』をつけてくれない？」

「は？」

　思わず素が出てしまう。

「驚く顔も可愛いね。なんだろうな、保護欲をかきたてられるっていうんだろうか。自分だけのものにしていじめたい」

　腕組みをして、右手で顎をさすりながら楽しそうに私を見つめる一条様に、警戒心がグッと強まる。

「……ですから、ご用はなんでしょうか？」

　わけのわからない話に付き合ってはいられない。失礼にならないように、とのことだけど、いつかこの人の前で苛立ちを爆発させてしまいそうだ。

「『ご主人様』は？」

　笑みを浮かべながら彼は催促してくる。

「……ご主人様」

　もうっ！　主従ごっこなんてやっていられないんだから！

「ねえ。夕樹菜ちゃん、この仕事好きじゃないでしょ。希望の部署へ行けるように口添えしてあげてもいいよ。僕、古川ちゃんの弱みを握っているからさ」

　片方の口の端を上げて得意げだ。でも本気にしちゃいけない。いくら人事部のチーフが弱みを握られているからといっても、突然の異動なんてできないはず。早く用事を済ませてここから出よう。

「ご用はなんでしょうか？　ご・しゅ・じ・ん・さ・ま！」

　のらりくらりとした会話にイラッとして、わざと最後を強調した。

「うん！　いいね～。可愛い子が怒るギャップ、萌もえるな～」

　も、萌える？　聞いたことのない言葉に、私の眉間にシワが寄る。

「この服、着て見せてよ。メイドさんらしくね？」

　彼はソファに置いてあった紙袋を私の胸に押しつける。中を覗くと、黒い服ときちんと折りたたまれた白いエプロンが見えた。

「この制服と同じような服じゃないですか」

「それが違うんだよね。夕樹菜ちゃんは可愛いし、スタイルもいいから似合うと思うよ。寝室で着替えて。鍵かかるから」

　仕方なく寝室へ行き、ドアに鍵をかける。それから紙袋の中身をひとり用のソファに広げてみる。

「なにこれ……」

　黒いワンピースの胸元はスクエアカットで、丈はお尻が隠れるくらいしかない。中に穿はく白いペチコートは何重ものフリルになっているし、エプロンと同じ素材のひらっとしたカチューシャもある。そしてなによりも驚いたのは、ガーターベルトと白いニーハイソックスだった。

「なに、この羞しゅう恥ち心しん丸出しのメイド服はっ！」

　広げたメイド服を睨みつけていると、ドアの向こうから一条様の声が聞こえた。

「どうかな～？　俺の選択したメイド服、めっちゃ可愛いでしょ～」

「こんなの着られません！」

「でも着なきゃね。着て見せてくれたら仕事に戻っていいよ」

「それは本当ですか？」

　これを着て見せたら戻っていいと言われ、その気になる。早くここから立ち去って仕事に戻りたかった。

「早く着替えてくれないと、そっちへ行っちゃうかもね」

「鍵がかかってます！」

「それがさ、鍵なんて僕にかかれば簡単に開いちゃうんだよね」

　えっ？　……本当？　着替えているときに開けられたらたまったものじゃない。

「ほら～、早くしないと僕が行って着せちゃうよ」

　もうこの発言は変態確定でしょう。半ばやけっぱち状態で着替え始める。

　メイド服を身に着け、太ももまでの白いニーハイソックスを穿く。ガーターベルトなんてはじめてでつけ方に困ったけれど、パッケージの写真を見ながらなんとか穿き終えた。

　このメイド服、やっぱり普通のメイド服じゃないよね。コスプレ用？

　洗面所の鏡を見て、ひらひらのカチューシャをつける。仕事用のお団子ヘアには似合わないと思う。

「夕樹菜ちゃん、着替え終わった？　早くしないと押し入っちゃうよ」

「ちょっと待ってください！　今出ます！」

　スカートを下に引っ張りながら、寝室の鍵を開けてリビングへ出た。

「そんなにジロジロ見ないでください！」

　一条様の舐なめまわすような視線が嫌で、すぐにでも寝室に引き返したい。

「よく似合ってるけどさ」

　彼は頬を膨らませ、気に入らないような顔でつかつかと近づいてきて私の髪に手を伸ばす。そしてお団子にしていた髪を素早くほどいてしまった。

「あ、あのっ！　困ります！」

　黒髪がパサリと肩に落ちてくる。

　一条様は私の頭から一度カチューシャをとり、髪を手で梳すいてからつけ直す。

「これでイメージどおりになったよ。うん、可愛い！」

　恥ずかしくて顔が熱くなる。真っ赤になっているかもしれない。それでも彼は満足げに自分の顎に手をやり、頷いている。

「そこのソファに座っていて。あ、飲み物は自由に飲んでいいから」

　は？

　用事を言いつけられるのかと思いきや、座っていろと言う一条様に呆然とする。

　彼はデスクチェアに座り、パソコンに向かうとものすごい勢いでキーボードを打ち始めた。一昨日もパソコンに向かって集中している姿を見たけど……私をそのまま座らせているってどうなの？　なにも用がないなら、着替えて他の仕事に戻らせてほしいのに。

「あのっ」

　私の声が聞こえていないのか、返事は返ってこない。

　掃除はもう終わっているからやることがない。ただじっと座ってはいられなくて、コーヒーを淹いれようと立ち上がった。

　カウンターバーの戸棚にドリップコーヒーがある。お湯を沸かしてひとり分のコーヒーを淹れ、デスクの横へ行きコーヒーカップを置こうとすると、大げさとも思えるほど驚かれる。

「うわっ！　びっくりした！」

「す、すみません……あの、コーヒーを淹れたのでどうぞ」

「そこ置いといて」

　一条様はぶっきらぼうな返事をして、再びパソコンに集中する。

「あのー、着替えていいですか？　仕事をしたいんですが」

「えっ？　なに？」

　キーボードを打つことに集中していて、ほとんど私の声が聞こえていないらしい。

「もうご用はないんですよね？　仕事に戻りたいんです」

「あぁ、うん。もう戻っていいよ」

　あっさりすぎる返事に耳を疑う。この部屋に来てから今までの所要時間、約三十分。

「それでは、着替えてから失礼させていただきます」

「明日は十三時に来てね。そのメイド服は寝室のクローゼットにかけておけばいいよ。明日も着てもらうから」

　また明日もこれを着なくちゃいけないの？

　思わずうんざりした顔をしてしまったけれど、パソコンの画面を見つめている一条様には見えておらず安心する。

　寝室に入り鍵をかけてからいつもの制服に着替え、髪を頭のてっぺんでお団子にする。ただし手て櫛ぐしのため、きれいなお団子とは言いがたい。

　終業時間まであと二時間くらいだから大丈夫だよね。

　リビングに戻ると、一条様はまだパソコンに向かって集中していた。その背中に小さくお辞儀をしてからそっと部屋を出た。




　翌日。更衣室に向かう途中、須藤専務と古川チーフが立ち話をしているのが目に入り、足が止まる。

　古川チーフはとびきりの笑顔で須藤専務に笑いかけている。そして須藤専務も軽く笑みを浮かべて話している。

　古川チーフ、あんな笑顔もできるんだ。須藤専務も笑って……なんだか楽しそう。

　ぼんやり見てしまっていると、古川チーフの視線がふと私のほうに動く。頭を下げて去ろうとする私に彼女は得意げな笑みを浮かべ、そっと須藤専務の腕に手を乗せた。

　やっぱり、ふたりは恋人同士なのかな。

　話を終えたらしい須藤専務は振り返り、こっちへ向かって歩きだす。立ち去ろうと思ったときには遅く、私の視線は彼の視線とぶつかった。慌てて頭を下げて早歩きで逃げた。

　なんで私ったら、逃げているんだろう……。

　更衣室に向かいながら、先日の食事のお礼を言えばよかったのか、それとも言わなくてよかったのか考える。古川チーフがいたから、あの場では言わないほうがよかったはずだよね。




　十三時になり、一条様の指示どおりにエグゼクティブスイートへ向かう。

　チャイムを鳴らすと、髪をくしゃくしゃにさせた彼がすぐに姿を見せた。ひと晩中起きていたかのように目が血走り、うっすらと目の下にクマもある。

「こんにちは。掃除に参りました」

「入って」

　彼は身体を横にずらし、私を室内に入れる。リビングの中ほどまで行くと、デスクの上にカップがいくつも乱雑に置かれていた。

「徹夜なさったんですか？」

「え？　うん、筆がのったんでね」

　ひと晩中、真ま面じ目めに仕事するときもあるんだ……と彼を少し見直した。

　デスクの上のカップたちを片づけようと手を伸ばすと、彼が口を開く。

「夕樹菜ちゃん、仕事は着替えてからだよ」

　私は伸ばした手を戻し、彼にわからないように小さくため息をついてから寝室へ行った。昨夜は本当に眠っていないようで、ベッドは昨日ベッドメイキングをしたままになっている。

　一条様が用意した制服に手早く着替えて、リビングへ行く。

「君は学習能力が足りないな」

　彼はリビングの中央に立って腕を組み、口をへの字にさせる。

「えっ？」

「髪だよ、髪。それじゃ萎なえるよ」

「直すとき面倒なので、これくらい我慢してください」

「まぁ、仕方ないか。それでいいよ。カップを片づけたら、ソファで寝るなりテレビを見るなり好きにしてて」

「一条様！　私はここへ掃除をしに来ているんです」

　寝るか、テレビを見ていろって……。

　しかし彼は返事をせずに、デスクの引き出しからＤＶＤをとりだした。

「これでも見ていてよ」

　ＤＶＤのケースに目を落とした瞬間、ギョッと目をむいて思わず放り投げてしまいそうになる。

　渡されたのはアダルトＤＶＤ。豊満な胸の持ち主があられもないポーズをとっているパッケージに、精いっぱい平静を装う。

「やめてください！　セクハラですよ」

「君もいろいろと勉強しておくべきだと思うな。なーんにも知らないんじゃ、この先大変だよ？」

　私の反応を楽しむみたいに、彼は小首を傾げて見てくる。

「けっこうです！」

　ＤＶＤを彼に突き返し、デスクに散乱したカップを片づけ始めた。私が動くたびに一条様の目がついてきて、お尻のラインギリギリのスカートが気になる。

　ソファセットのローテーブルにはルームサービスの朝食セットがあり、まだ手はつけられていない。

「一条様、お食事を召し上がってください」

「んー、今は夕樹菜ちゃんのことで胸がいっぱいで食欲がないんだ」

　私のことで胸がいっぱい、って意味がわからないっ！

　彼は私の表情を楽しんでいるのか、ずっとニヤニヤしている。

「セクハラ発言はやめてください」

　私がきっぱり言うと彼は肩をすくめた。

「本当のことなのになぁ。あ、コーヒーもらえる？」

「はい」

　コーヒーを淹れに行こうとすると、手首を掴まれて振り向かされる。

「『はい』じゃないでしょ。『かしこまりました、ご主人様』は？」

　手を振りはらおうとすると、近づいてきてデスクに身体を押しつけられた。一条様が密着してくるのを避けようと、できる限り身体を反らす。

「夕樹菜ちゃん？」

「は、はい……かしこまりました、ご主人様！」

　そう言った途端に彼の身体が離れた。

「よろしい。う～ん、可愛いなぁ」

　なんで私、こんなに遊ばれちゃっているの？

　一条様を避けるようにカニみたいな横歩きで離れ、カウンターでコーヒーを淹れる。

　カップを手に戻ると、彼はパソコンに向かっていた。

「コーヒーです。どうぞ」

　邪魔にならないようにそっとカップを置き、そそくさと掃除を始めた。




　ひととおり掃除を終え、「終わりました」と声をかけたけれど無視された。

「一条様、終わりましたので着替えてきます」

　今度は聞こえたようでパソコンを打つ手が止まり、私のほうへ振り返る。

「君は僕の専属メイドだよ？　それに『一条様』じゃなくて『ご主人様』だし。雰囲気が崩れるんだよな」

　なんの雰囲気なんだか。そう思ったが言葉を呑み込む。

「かしこまりました。着替えてもよろしいでしょうか、ご主人様？」

　わざと丁寧に言うと、彼は急に椅子から立ち上がった。

「そんなにかまってほしいのかい？　夕樹菜ちゃん」

　私の両肩に手を置いて間隔を詰めてくる。

「そうじゃないです。放してください」

「いいね～。もっと嫌がってくれる？」

「はぁ？」

　いったい彼は私になにをさせたいのだろう。ムッとして両肩に置かれた手を払う。

「いい加減にしてください。仕事がないのなら戻りたいんです」

　お客様相手だけどもう限界で、嫌な顔を隠さずに睨みつけた。

「仕事をしたいんならあるよ。僕の相手」

「僕の……相手？　話し相手なら、お友達がいらっしゃるはずです」

　そう言うと彼はククッと喉の奥で笑った。

「本当に君は無邪気だな。それとも、わかって言っている？　本当、君って面白いよ」

「わけのわからないことを言わないでください。もういいですよね？」

　着替えようと寝室に足を向けたそのとき――腕を掴まれ、ソファに身体を投げだされていた。

「きゃっ！　なにをするんですかっ！」

「大人の男が、こんなに可愛い女の子に話の相手だけを期待するわけないだろう？」

　私の身体の上に彼が馬乗りになり、動けなくなる。ここまでされたら身の危険を百パーセント感じる。

「やめてください！」

「僕のテクニックはすごいよ。処女の君でもすぐにイカせてあげられる」

　バンザイをさせられた格好で腕を押さえられ、身動きがとれない。

「放して、変態!!　痴漢！　レイプ魔！」

　あらゆる言葉でののしっても、身体にかかる重みは消えない。

「いいね～、その言葉。もっと叫んでみて」

「アンタ頭おかしいんじゃないのっ!?」

『お客様』から『アンタ』に格下げだ。レイプされようとしているときに礼儀はいらない！

　押さえつけられている手と足を必死に動かそうとする。

「無理無理。男の力にかなうわけないだろ」

　余裕の笑みを浮かべられて怒りがふつふつと湧き起こり、力を振り絞って足を動かした。不意を突かれた彼の力が緩んだ隙に、動かした膝頭がたまたま男性の大事なところにヒット。次の瞬間、うめき声を上げて彼は飛びのき、その場でピョンピョンと跳ねている。

「くーぅー、夕樹菜ちゃん、男の大事なところを……ううっ……」

　相当痛いようで、うずくまって震えている。唖然としつつその背中を見て、しばらくしてから我に返りドアに向かおうとした。逃げるなら今……そう思ったのに、あまりの痛がりように心配になる。

　うずくまる彼を見ながら、じりじりとドアのほうへ近づいていったそのとき――。

「……まったく初心だな。ただの冗談なのに」

『冗談』の言葉に足が止まる。

「じょ、冗談って！　馬乗りになられて、冗談で済まされるわけないでしょう！」

「君を見ているとアイデアが浮かんでくるんでね。まぁ、可愛いからいたずら心もあったけど」

「なにを言っているのかわかりません」

「君の手助けをしてあげようか？」

「手助け？」

　急に意味不明なことを言いだして、まったくもってこの人の思考回路はどうなっているのかわからない。

「瑞樹のこと、好きなんだろう？」

「えっ？」

　突然、まだ痛そうに顔を歪めながら『瑞樹のこと、好きなんだろう？』と言われて、驚きで目が大きくなる。

　どうして……？　須藤専務のことが気にはなるけれど……好き……？

「隠さないでいいよ。それに瑞樹のほうも少なからず君が気になっている。そうじゃなければ、一昨日だって仕事が山積みなのに来るはずないからね」

　困惑する私を見て、一条様は表情を和らげた。

「どうして仕事が山積みだったってわかるんですか？」

「最初、君の名前を出さずに食事に誘ったんだ。そうしたら開口一番、『仕事が終わらないから無理』って言われてさ。それから君の名前を言ったら、すぐに『行く』って気が変わって。あのときは大声で笑いたいくらいだったよ」

　須藤専務、私を気にして来てくれたの？　忙しいのに食事に連れていってくれたのは、少なからず好意を持ってくれているから？

「なに、夕樹菜ちゃんのその顔。めっちゃ嬉しそうにしてさ」

「そ、そんな顔していません」

　一条様は薄い唇をつまらなさそうに尖とがらせている。私は自分の表情を確かめるように両手を頬に持っていき、首を左右に振った。

「もちろん、君は僕の創作意欲をかきたててくれるし、隙あらばいただきたいとも思っているけれど……未経験ってところが僕の好みじゃないんだよね」

　彼は両腕を組み、首を若干傾けて残念そうに小さくため息を漏らす。

「なにを言っているんですかっ！」

　未経験だとズバリと言い当てられて、急激に顔が熱くなってきた。

「古川ちゃんも、瑞樹の気持ちを察していると思うよ」

　なにを根拠にそう言っているのかわからないけれど、須藤専務が自分に好意を抱いてくれているかも、と思うと嬉しい気持ちはある。

　一条様はやっと痛みが治まったのか、バーカウンターの前でとどまっていた私に近づいてきた。しかし目的は私じゃなく冷蔵庫だったようだ。中から缶ビールをとりだして、その場でプルトップを開けてゴクゴクと飲む。

「くはーっ、うまい。夕樹菜ちゃんも飲む？」

「仕事中です！」

　仕事中でなくても、アルコールはほとんど飲めないけど。

「襲わないからソファに座ってよ。ちゃんと話をしようよ」

　少しためらったのち、私はソファの端に座った。短いスカートを撫でつけながら。

「でさ、夕樹菜ちゃん。僕に協力してほしい？」

「いいえ！　けっこうです」

「なんでなのさ。瑞樹の気を引けるんだよ？」

「そういうことまでして気を引こうとは思いません。須藤専務が私を気にかけてくださるのは、東京に知り合いがいなくて寂しいだろう、と考えてのことだと思います」

「う～ん。地方から出てきて知り合いがいない新入社員なんて、他にもいると思うけど？」

　缶ビールを飲み終えた一条様はまだ足りないとばかりに冷蔵庫に引き返し、もう一本缶ビールを持ってくる。

「君は知らないと思うけど、人事部をはじめ上層部では、瑞樹が沖縄から連れてきた新入社員となにかあったのか、ってあらぬ噂がたっていたんだ」

　えっ……？　そんな……私、須藤専務に迷惑をかけていたの……？

　思わずうつむいてしまった。

「あれ？　落ち込んじゃった？」

「……それなら、私が一生懸命仕事をしなくちゃダメですね。もう戻っていいですか？」

　みんなに認められるためには、しっかり仕事をしなきゃダメなんだ。

「どうしてそうなるんだかな～」

「普通はそう考えます」

「まだ君を帰せないんだよね～」

　いかにも高級そうな腕時計を見た一条様は、そう言って笑う。

「もうそろそろかな。時間に正確な男だから」

　またわけのわからないことを言っている。いったいなにを……？










新進気鋭監督の企み




　一条様は楽しそうにニヤニヤしながら缶ビールをテーブルの上に置いた。それからいきなり私の腕を掴み、再びソファに押し倒す。

「きゃっ！　なにをするんですかっ！」

　性しょう懲こりもなくまた襲うのか、と足をバタつかせた。しかしまたもや両腕を押さえつけられ、バンザイの格好の上に馬乗りをされる。

　そのとき不意に重みがなくなり、一条様が床に転がった。

「いてっ！」

　彼はテーブルに身体をぶつけて声を上げた。さらにそれだけじゃなく、テーブルの上に乗っていた缶ビールが落ちてきて顔にかかるという悲ひ惨さんな状況に。

「うわっ！」

「宏基、一度臭い飯を食ってくるか？」

　上体を起こし、顔をシャツの袖で拭いている一条様を冷たい声で戒いましめたのは、須藤専務だった。私は懸命に逃げようとしていたせいで、ドアが開いて須藤専務が入ってきたのに気づけなかった。突然現れた須藤専務を見て、起き上がったものの呆然としていた。

　それから須藤専務も、ソファで固まっていた私に視線を移した。頭の先からつま先までゆっくりと凍りつきそうなくらい冷たい瞳で見つめられてから、その視線は太ももまで戻る。

「ホテルの制服はいつから変わったんだ？　下品だな。品がなさすぎる」

　ハッとして、めくれたスカートを撫でつけて両手で押さえる。

　やだっ！　見られて……っ！

「そうやって男を手玉にとるのが君のやり方なのか？」

「手玉にとるって!?　なにを言っているんですかっ!?」

「はしたない姿をさらけだし、男を誘惑しているだろう？　金城がいなくて寂しかったのか？」

　金城がいなくて寂しかった……？　胸がズキッとした。

　心の中では、私があの男を誘惑していたと思っていたの？　須藤専務のひどい言葉に目頭が熱くなる。

　涙がこぼれないように下唇を噛み、床に座る一条様に助けを求めるように見る。しかし彼は小さく肩をすくめるジェスチャーをするだけ。

『アンタのせいで須藤専務に誤解されたんだからどうにかしてよ！』と言おうとしたとき、私の頭上からなにかがパサリと落ちてきた。

　それが須藤専務のスーツの上着だということに気づくまで、時間がかかった。ボーッとしていると、上着で肩をすっぽりと包み込まれる。

「あ、あの……」

　戸惑っていると、手を引かれて立ち上がらされ、ドアまで歩かされた。

　どうすればいいのか……自分を引っ張るように歩く須藤専務の後頭部と、まだ床に座ったままの一条様を交互に見る。一条様はニッコリ笑って私に手を振った。

　なんなのよ！　あの人はっ！

　部屋を出てからもまるで刑事が犯人を連行するみたいに乱暴に引っ張られ、従業員用エレベーターに乗せられる。

「放してください！」

「黙ってろ」

　強く言ってみるものの、冷たい声色でシャットアウトされてしまい、そのあとの声が出ない。須藤専務の怒りに今は黙るしかない。

　エレベーターに乗ったときはふたりきりだったけど、数階下りるとベルボーイがひとり乗ってきた。須藤専務の後ろに隠すように立たせられている私は、ベルボーイからどんなふうに見られているのかと思うと恥ずかしくて、ずっと顔を伏せていた。

　一階に到着してベルボーイが降りると、須藤専務は〝閉〟のボタンを乱暴に押した。目的地は地下のようだ。

　地下にはお客様用の駐車場と従業員用の駐車場、それから更衣室や食堂がある。きっと更衣室に連れていかれるのだろう。

　早く着替えたい……。須藤専務にずっと掴まれたままの手首へと視線を動かす。長い指は骨張っていて、男らしい大きな手だ。

　もう放してくれてもいいのに……と思っているうちに地下へ到着した。エレベーターを降りると須藤専務は大股でどんどん歩く。手首をしっかり掴まれている私は、彼を追わざるを得なくて小走りになる。

　ようやく須藤専務が、駐車場のパールホワイトの車の前で立ち止まった。カチッと鍵が開く音がして、私は助手席に放り込まれる。

「きゃっ！」

　乱暴に扱われて、羽織っていた上着が落ち、白いニーハイソックスとガーターベルトが見えてしまう。嵐の前の静けさのような怒りを秘めた須藤専務が運転席に戻ってこないうちに、急いで上着を拾って膝にかける。

「どこへ行くんですか？　私、更衣室へ行きます！」

　運転席に座った須藤専務は手を伸ばし、無言で私のシートベルトを装着しようとする。とっさに助手席のドアに手をかけると、彼がようやく口を開いた。

「おとなしくしていろよ。この場で襲われたいのか？」

　やたらとドアの取っ手を引いていた私の手がギクッと止まり、運転席のほうを振り返る。

「襲うって、どういうことですか？」

「襲われたいからそんな破は廉れん恥ちな格好をしているんだろ？　主従関係プレイか？　そんなものが好きなら、宏基じゃなく俺に言え」

　眉び目もく秀しゅう麗れいな顔はまだ和らぐことがなく、不機嫌極まりない顔つきだ。顔立ちが整っているからこそ余計に冷たく感じる。

　自分が一条様を誘惑するためにメイド服を着たと思われてさらにショックを受けたが、弁解しようにも今の状態では聞いてくれないに違いない。悔しいため息をついて、助手席のシートに身体を沈めた。

　須藤専務は車を発進させ、地下駐車場から大通りに出た。

　どこへ行くんだろう……。

　静かに流れていたカーステレオもうるさいとばかりに消したため、車内は沈黙が続いている。

　二十分ほど走り、車は大きな和風の門構えの前で一度停車した。あたりは商業施設やビルが建ち並ぶ大通りではなく、住宅地だった。

　和風の門は、イメージとは違い近代的に自動で開き始め、完全に開ききるのを待たずに須藤専務は車を進めた。二十メートルほど行った先に見えてきたのは、古民家風の平屋の建物だ。

「ここは……レストランですか？」

「そんなわけないだろう？　その姿の君を人前にさらけだせるほど心が広くはない。ここは俺の家だ」

　確かにみっともない格好だけど……なんで須藤専務の自宅に……？　どうして？

　玄関前でエンジンを切った彼は、運転席から降りて助手席に回ってきた。ドアが開き、シートベルトを外される。

　引っ張りだされるようにして車から降りると、おそらく庭師によってきれいに剪せん定ていされた木々が目に入る。

　助手席のドアがバタンと閉まってから、スーツの上着を車の中に落としてきたことに気づいた。

「上着が……」

「かまわない」

　あのままにしていたらシワになっちゃうのに……と考えられる余裕が今は出てきていた。

　玄関の引き戸を開けると、四畳くらいの土間。

「ここはご自宅ですよね？　どうして連れて――」

　土間から引っ張り上げられ、突然唇を重ねられた。目蓋を閉じることなどできず、目を大きく見開いて、唇を重ねる須藤専務を見る。

「んっ！　……っや……っ！」

　唇を吸われ、無理やり舌が入り込んでくる。歯列を難なく開かせて、舌に舌が絡みつく。

　突然のことに、彼の胸をこぶしで叩いて抵抗した。

「はな……んふ……っ……ふ……やっ……」

　叩かれてもそれをものともせず、彼の舌は私の口こう腔くう内を動きまわる。しだいに身体が熱くなり、足に力が入らなくなってきた。

　頭をボーッとさせるほどの熱いキス。こんなキス、知らない。

　須藤専務から突然キスされて驚いたけど、嫌じゃないことに気づく。濡れたリップ音が情欲をそそり……胸を叩いていた手は、いつの間にか彼の腰を掴んでいた。

　何度も何度も角度を変えては奪われていく唇。思わず座り込みそうになったとき、抱き上げられた浮遊感に気づく。

「須藤……専務っ……」

　彼の名前を呼ぶ声が、自分の声じゃないみたいに甘く震えている。

「煽あおるだけ煽ればいい。俺は我慢しないことにした」

　涼しげな眼差しの中の瞳が熱く感じられた。形のいい唇と低く甘い声に、腰のあたりが疼く。

「なにを……っふ」

　どこかへ向かいながらも、唇は塞がれるように重ねられ続ける。大股で歩く先にあった廊下の突き当たりのドアは、蹴け破やぶるように開けられた。

　キスをされ続けているせいで、まわりの状況がよくわからない。しかしこれだけキスをされ、抱き上げられているということは、その先もあると思う。一条様に襲われそうになったときは必死で逃げようとしたけれど、今は須藤専務のキスに夢中になってしまっている。

　好きなら……この先も……。

　この瞬間、須藤専務が好きなのだと気づいた。大好きな人とならこの先へ進んでもかまわない、と。こんなに熱くキスをされているのだから、須藤専務も私が好きなんだ、と。

　キスをしながら愛の言葉を囁ささやいてほしい……そう思いながら、慣れないキスが積極的になっていく。須藤専務は希望どおりに愛の言葉を囁いてはくれないけど、一条様に教えられた話が私に自信を与えてくれていた。

『瑞樹のほうも少なからず君が気になっている』

　ベッドの上に下ろされて、ニーハイソックスから覗く太ももにひんやりとしたシーツの感触が当たる。その冷たさで我に返る。

　甘く痺しびれ始めている身体を起こし、目の前でネクタイの結び目に指をかけてほどこうとしている須藤専務を見つめた。

「どうして……どうして、こんなことをするんですか？」

『好きだから』と言われたら、すぐにでも抱かれる覚悟はできていた。だけど――。

「君は男の生理的欲求を煽るのがうまいんだな」

　不意に皮肉めいた声が聞こえてきて、私の身体は凍りついたように固まった。

「……煽るって？　よくわからないけれど、私は煽っているつもりはありません！」

「淫みだらな身体でよく言う」

　えっ？

　ふと自分の身体を見下ろすと、いつの間にかメイド服のスクエアカットのボタンが外れ、白いブラジャーに包まれた胸の膨らみが覗いていた。そんな乱れた姿の自分を恥じて、はだけた胸元を抱きしめる。それを皮肉めいた視線で見ていた須藤専務は、口元を歪めて笑った。

「そのメイド服は脱がせやすくできているな。宏基もそうやって夢中にさせたんだろ」

　ワイシャツからスルッと抜いたネクタイを床に落とす。

「誤解です！　これを着ろって強要されて――」

「本当に嫌なら、誰かに助けを求めればよかっただろう？」

「それは……」

　ワイシャツのボタンを外し、続けてカフスボタンも外した須藤専務の上半身を目の当たりにして言葉が止まる。きれいに筋肉がついた胸板。腹筋も美しく割れていて、艶やかな肌。

　お父さん以外の男性の上半身を見たのははじめてだけど、それなりに身体を鍛えなければこんなふうに筋肉がつかないことはわかる。ワイシャツの上からでは想像がつかないほど鍛えられた身体だった。

「どうした？　それは？」

「それは……」

　須藤専務を見上げるも、美しい身体に思考がすべて奪われていた。

「そんなに男が欲しいなら、俺の相手をしろよ」

　しかし、いまだに自分を誤解している彼にさらなるショックを受け、頭をガツンと鈍器で殴られたように呆然となる。

　ベッドがギシリと沈み、彼の手が私の胸元の手をどかす。力を失い、私の手はベッドのシーツに当たる。そして唇が重なり、シーツの上に押し倒された。

「んっ……」

　須藤専務は口腔を舌で堪能しながら、ブラジャーをずらし膨らみを揉みしだく。

「や……あっ……ん……」

　彼の手が固くなった頂をつまむ。その強烈な甘い刺激に身体がビクンと跳ねる。

　どうにかなってしまいそうな感覚に戸惑っていると、身体のラインに沿うように這はわされていた手がペチコートの中へ侵入してきた。太ももから、誰にも触れられたことのない場所へと指が動くのを感じ、慌てる。

「やぁ……んっ……ああっ……」

　無意識に腰が揺らぎ、喉の奥から甘い声が出てしまう。

「こんなに淫らな姿を見せておいて、嫌か？」

「須藤専務……」

　彼は私を、男とすぐ寝る女だと思っているんだ……なにを言っても信じてもらえないの？

　誤解され、悲しくて涙が出てきた。目を閉じると目じりに涙が溜まる。

　震える手をそっと須藤専務の手に重ねると、私に快楽を与えていた指が止まった。ギュッと瞑っていた目をおそるおそる開けてみると、じっと見つめられていた。

　そして彼は重いため息をついてから身体を離し、ベッドの上に放っていたワイシャツを私の身体にパサリとかける。

「無理やりするのは好きじゃない。車で送っていくから、おとなしくここで待っていてくれ」

　それだけ言い、彼は困惑している私を置いて部屋を出ていった。

　私が涙を見せたせいでやめたの？

　途中でやめて何事もなかったように出ていった須藤専務の考えがわからない。やっぱり、私みたいな田舎いなか者ものの女じゃ抱く気が失せたのかもしれない。

　彼にかけられたワイシャツから覗く自分のすごい有様に、目を覆いたくなる。

　誰にも触れられたことのなかった乳房は張り、小さな頂はバラ色に色づいている。まだ須藤専務の手の感触が身体に残っており、胸の奥がきゅうっと切なくなった。

　私……嫌じゃなかった。

　だけど、罰みたいに抱こうとしている須藤専務に悲しくなって涙が出てきた……。

　そこで我に返り、ワイシャツの下に手を入れてごそごそとブラジャーを戻し、メイド服のボタンを留めた。

　ワイシャツのボタンも留めて気持ちに少し余裕ができてから、改めて室内をぐるっと見まわしてみた。須藤専務らしい、整理されていて清潔感のある部屋だ。大きなベッドと、読書用なのか座り心地のよさそうなソファがあるだけ。

　乱れている深緑色のベッドカバーが目に入り、立ち上がってベッドメイキングをする。それが終わってドアノブに手をかけたが、すぐに放した。

『おとなしくここで待っていてくれ』って言われたけど……すでに十分は経っている。

　落ち着かなくて、ベッドから下りて部屋の中を行ったり来たりウロウロしてみたけど、疲れてベッドの端にポスンと腰を下ろした。須藤専務がいなくなったことで、張りつめていた緊張の糸が緩み、眠気に襲われ始めてあくびを噛み殺す。そのまま何度もあくびを繰り返していると、目蓋が重くなっていく。

　須藤専務が来るまで、少しだけ……。

　座ったまま目を閉じた。横にならなければ、彼が部屋に入ってきたらすぐに目を覚ませると思って。さしずめ今の私は、授業中に学校の先生に見つからないよう眠る感じだ。

　そう思い、頑張って座りながら目を瞑っていたけれど、深い眠りに落ちる直前にコロンと上半身がベッドに倒れた。










複雑な気持ちに揺さぶられ




　部屋に誰かいるような気がして目を覚ました。自分が横になっていることに気づいて、ハッと身体を起こす。

「ハーイ」

　はつらつとした女性の声がすぐ近くで聞こえた。

　えっ……？

　顔を動かすと、黒と白のバイカラーのひとりがけソファに女性が座っていた。優雅に組まれた足。その長い足を包み込む上質そうなワンピース。きっちりとお化粧が施された美しい顔。

「可愛い寝顔をずっと見ていたかったのに、起きちゃって残念」

　陶磁器のようなきめの細かい肌を持つ彼女は、残念そうにため息を漏らしている。どうして女性がこの部屋にいるのかわからず言葉を発せずにいると、ドアが開いて須藤専務が入ってきた。

「明あ日す香か！　探したのにいないと思ったらここにいたのか。お前に頼んだのは服だけだろ……！」

　こんなに慌てた須藤専務の顔を見るのははじめてだった。

「だって、兄貴がはじめて家に入れた彼女を見ずにはいられないでしょ？」

「お前に頼むんじゃなかった」

「ようこそ我が家へ。私は瑞樹の妹の明日香よ。可愛いメイドさんね。兄貴にこんな趣味があるとは思わなかったわ」

　妹さんは須藤専務を楽しそうにからかうけれど、私はさっきの出来事でちゃんと彼の顔を見ることができない。心臓がドクドク……暴れ始めている。

「俺の趣味じゃない！　宏基だ！」

　こういう趣味があると思われて、須藤専務は憤慨したような口調で否定した。

「あー、宏兄にいの！　それなら納得。私も一度着てみてくれって頼まれたことがあるし。もちろん着てあげたけど」

　とんでもないことを簡単に言う妹さんに彼は絶句している。

「でもこんなに可愛いメイド服じゃなかったわ。兄貴、萌えたでしょ～」

「なにをバカなことを言っているんだ。早く出ていけ。帰れ」

　妹さんの腕を掴みソファから立たせると、背中を押してドアのほうへ追いやる。

「もうっ、わかったわよ！　メイドちゃん、また会いましょうね」

　彼女は戸惑う私にドアの前で手を振ってから出ていった。

　振り返った須藤専務と目が合う。今まで妹さんを見ていた目とは違う、まだ熱がくすぶっているような瞳に、また身体を触れられている感覚に陥った。その瞬間、口から飛び出るんじゃないかというくらい心臓が跳ねた。それを隠すようにベッドから立ち上がる。

「これに着替えるんだ」

　彼は大きな紙袋を私に手渡すと、踵きびすを返し部屋から出ていった。ひとり残されて、渡された紙袋を覗き込む。オフホワイトのワンピースと、ベージュのストッキングが入っている。

　もう須藤専務はいないのに、まだ心臓が暴れて痛いくらい。

「はぁ……」

　重いため息をついてメイド服を脱ぎ、真新しいワンピースに袖を通した。

　すべて着替え終えて自分の格好を見下ろしたところで、メイド服が下品だと言われたのも納得。前身頃はオーガンジーのフラワーレースで、袖は高級感のあるシフォン素材。ウエストに切り替えが入っていて、膝までフレアが広がっており、今の自分は良家のお嬢様に見える。

　須藤専務からの要望もあったかもしれないけれど、妹さん、センスがいいんだ。

　こういう姿の女性を見慣れている須藤専務に、私はどんなふうに見えているんだろう。やっぱり下品で……淫らで……だらしない女に見られているのかな……。彼はそんな私に嫌気が差して行為を中断したんだ。

　軽蔑したような目で見られ、もう少しで身体を奪われそうになったのを思い出し、顔を合わせたくない気持ちが込み上げる。

　脱いだメイド服はきちんとたたんで紙袋に入れる。一条様から渡されたものだから、返したほうがいいだろう。洗濯してから返そう。

　紙袋を手にしたところでドアがノックされた。

「着替えたか？」

　ドアの外から声をかけるところはやはり紳士的だ。

「……はい」

　いつまでもここにいるわけにはいかない。恥ずかしいけれど思いきってドアを開けて顔を出すと、須藤専務は私の姿を見て軽く頷き、玄関に向かって歩きだす。

　玄関で靴を履いた彼に続いてパンプスを履こうと土間を見た。私が履いていた黒のパンプスではなく、銀座のショーウインドーで見た、あの沖縄の海のようなエメラルドグリーンのハイヒールが置かれていた。

　どういうこと？

　小首を傾げて彼を見ると、涼しげな眼差しとぶつかる。またひとつ心臓がトクンと鳴る。

　ああっ、もう嫌っ……。誰とでも寝る女だと誤解されているのに、強烈に惹かれてしまう。

「銀座で見とれていた靴だろう？」

「……はい。でも、どうして……」

「あのとき、あまりにも物欲しそうだったからな」

「見とれていただけです！　そんな物欲しそうな顔なんてしていませんっ」

「プレゼントだ。ほら、履けよ」

　まるでお菓子でもプレゼントしたかのようにサラッと言われる。

「でも……」

　とても値段の高いハイヒールだし、今着ている服も高そうだからもらえない。ためらったまま動けなくなる。

「いいから。履いて故郷の海でも思い出せばいい」

　どうして私に、こんな……？

「それとも、跪ひざまずいて履かせてほしいのか？」

　からかうように口元を緩ませる彼に、慌てて首を横に振る。強引に勧められて、おそるおそるエメラルドグリーンのハイヒールに足を入れた。

　なんて履き心地がいいのだろう。見た目より柔らかい素材で靴ずれなどしそうになく、ヒールも七センチほどあるというのに安定感がある。

　でもこれほど高さのあるヒールは履いたことがなく、おそらく歩く姿はギクシャクするだろう。

　外に出ると、思ったより時間は経っておらず、これから日が落ちるところだった。車に乗るように言われ助手席へ乗り込もうとすると、先ほどのスーツの上着が落ちていた。拾おうとしたとき、横から須藤専務の手が伸びて上着をさらい、無造作に後部座席に放る。

「シワになってしまいます」

「クリーニングに出すからいい」

　彼は別のスーツに着替えていた。シンプルなグレーのスーツだけど、身体にフィットしていていかにも仕立てのいい高級品に見えた。




　少し混んでいる大通りを、須藤専務は慣れた運転で車を走らせている。

　職場か寮へ戻るのだろうと考えていると、クイーンズパレスホテルではない別のホテルのエントランスに車を停めた。窓から見える、落ち着いた雰囲気のエントランスに困惑する。

「ここに……なんの用なんですか？」

　襲おうと考えているなら、さっきとっくに襲われていたはず。だからそういうことが目的ではないと思う。でも不安が顔に出てしまっていたようで、私を見て彼は苦笑いを浮かべた。

「ホテルだが、食事だけだ。襲わないから安心しろ」

「寮に帰るのかと……」

「それだけ着飾らせて、寮に帰すだけか？　だったらあの服のままで帰したさ」

「私はそれで――」

「つべこべ言わずに降りろよ。昼飯、食べていないんだろう？」

　食い下がる私に業を煮やしたのか、有無を言わさぬ口調で告げると彼は車から降りてしまった。すかさず近づくドアマンに車のリモコンキーを渡している。助手席側のドアも別のドアマンが開けてくれる。

　着慣れない服とハイヒールで、高さのある車からスマートに降りられるはずもなく、地面に足を着けた瞬間によろけてしまう。そこで須藤専務が腰に手を伸ばしてくれて、無ぶ様ざまに転ばずに済んだ。

「あ、ありがとうございます」

「転ばれたくない。腕に掴まれ」

　こういった格好に不慣れな私に、彼は早くも嫌気が差しているのかも。古川チーフなら、落ち着きはらった所作と自信たっぷりな笑みで優雅に歩くだろう。

　困惑しながら須藤専務の腕に手を伸ばし、落ち着いた雰囲気でいて明るく華やかなロビーを通りすぎる。ここは都心の真ん中にあり、各国の要人や国こく賓ひんが泊まる最高級ホテルだ、と歩きながら彼が説明してくれる。このホテルなら、ブランドの服を着せられるのも納得。サッと視線を動かしたロビーのラウンジでは、上品な服装のご婦人方がお茶を楽しんでいた。

　須藤専務が案内してくれたのは、フランス料理のレストランだった。とても高級そうだし、敷居も高そうで入るのがためらわれる。気後れして立ち止まると、彼に半ば引きずられるようにして歩かされた。




　創作フレンチはどれも一枚の絵画のように美しい盛りつけで、食べるのがもったいないくらいだった。

　これで食事をごちそうしてもらうのは三度目。しかもどの店も私には縁のない高級店。こういった店が須藤専務には普通なのかもしれないけれど、いつも気軽にごちそうしてもらう気にはなれない。その気持ちと相まって心を乱しているのが、先ほどの出来事。

　彼は私にキスやそれ以上の行為をしたことなんてなかったかのように、料理やクイーンズパレスホテルの話をする。私の胸はこんなにドキドキしているのに、甘い雰囲気なんて微み塵じんも出さない。

　あれは須藤専務にとってはどうってことない出来事だったんだ……。そう思うと胸の中がモヤモヤして、それからイライラに変わる。

　新鮮なフルーツと生クリームを使ったプディングのデザートが出され、スプーンで口に運ぶ。しかし、大好きな甘いものを食べても私の心は和まない。

　落胆と喪失感……この言葉が今の私にはぴったり。

「宏基はきつく叱っておくが、今後近づかないように気をつけるんだ」

「気をつけますが、担当なので……」

　素直になれず、視線を合わせないまま返事をする。

「担当から外すように手配する」

　あっ……。そう言われ、自分が沖縄から東京に連れてこられて須藤専務に迷惑がかかってしまったことを思い出す。これまで迷惑をかけてしまったのだと思うと、今の自分の気持ちは押し込めて彼と接しなければいけない。

　さっきのは須藤専務の気まぐれ……そう片づけるには無理があるけれど……。

「私、大丈夫です。一条様は変わっていますが、ガールフレンドには不自由していない人ですから、からかっているだけだと思います」

　私の言葉に、須藤専務は頭が痛いというように手を額に持っていく。美形だからそんな仕草さえとてもよく似合っていて、見とれてしまいそうだ。キスをされ、危うく最後までいきそうになったのが嘘みたいに思える。

「無邪気にもほどがあるな」

『無邪気』という単語に『あれ？』と思う。最初の出会いが出会いなだけに、私の印象は悪いと思っていた。金城副支配人と不倫していると思われていたくらいだし。私の見方をいつの間に変えてくれたのだろうか。

　それにしても、どうしてあんなことをしたの？

　さっきからずっと聞きたかったけれど恥ずかしくて聞けなかった。でも胸のイライラが募って、勇気を出して口を開いた。

「……どうしてあんなことをしたんですか？」

「あんなこと？」

　思いきって聞いたのに、当の本人は整った顔を微かすかに傾けているだけ。

「ですからっ、キ、キスをっ――」

「ああ……宏基にいいようにいじられている君を見ていたら、腹が立っただけだ。あれはお仕置きだな」

　結んだ唇に微かな笑みを浮かべる。

「お仕置きって！」

「ただそれだけだ。深い意味はない」

　彼はサラッと言ってのけ、コーヒーカップに手を伸ばした。

　深い意味はない？　その言葉は私の胸にグサッと突き刺さった。あんなことをしたくせに、深い意味はないって……彼に好意を抱いている私には冷たく響き、心の中にひそんでいた想いがしぼんでいく。

　私が見とれていた高級なハイヒールまでプレゼントしてきたくせに、口ではそんなことを言う。ひどい男っ！

　悲しくなってうつむくと、足元の鮮やかなエメラルドグリーンが瞳に映る。それを見つめると瞳が潤うるむのがわかった。

　なんでもないふりをしなくちゃ。所しょ詮せん、須藤専務みたいな人が私を好きになんてなるわけがないんだ。こうして食事に連れだしたりしてくれるのも、同情心から……。

　口元を引きしめて涙をこらえ、顔を上げた。

「とにかく……一条様は私をからかっているだけなんです。それに、古川チーフに頼まれた仕事ですから」

　彼女が配置をしたと知れば、須藤専務も私を担当から外すなんて考えを改めるはず。

　きっと一条様は本気で私を襲うつもりなんてなかった。ひそかに私が須藤専務に恋していることを見抜いて彼が企たくらんだことだったのだろう、と今は思えた。

「……配置換えの件は、古川くんに相談してみよう」

「本当に平気です。自分で対処できます」

　意地を張っているのは充分承知しているけれど、どうしても素直になれない。

「また宏基にいいように遊ばれるぞ？」

　須藤専務のあれは、遊んだことに入らないの？

　キスをされて触れられたときのことを思い出すと、胸が張りつめて身体の奥がジンと痺れる。

「大丈夫です」

「たいした自信だ」

　そして彼はポケットからスマホをとりだし眺め始める。

　そうだ！　須藤専務って仕事中じゃなかったの？　私もだけど……。

「出るぞ」

　メールをチェックし終わったらしい彼はスマホをポケットにしまい、通りがかったウエイトレスに退席の旨を伝えた。

「お仕事を中断させてしまって、すみませんでした」

　私は膝からナプキンを持ち上げ、軽くたたみ一礼した。どうして一九〇一号室に須藤専務が現れたのかは結局わからないけれど、一条様のいたずらから救ってくれたのは事実。

「そうだな。今日は徹夜かもしれない」

「えっ!?　て、徹夜ですか？」

　目を丸くして彼を見つめる。

「ああ。だがそれは君のせいじゃない。ひと月の四分の一はほぼ徹夜だからな」

　知らなかった……そんなに忙しいだなんて……。

「でも……」

　そのとき奥からレストランの支配人が現れ、須藤専務に伝票ホルダーをうやうやしく渡す。彼が財布からカードをとりだし伝票ホルダーに挟むと、支配人はそれを手にして去っていった。

「うまかったか？」

「は、はい」

「これから俺になにかをごちそうされても、ただ『ごちそうさま』と言えばいい。新入社員じゃこういうところで食べられるほど給料はよくないしな」

　これから……？　また、こんなふうに食事をする機会があるの？

「……よくわかりません」

　思わず出てしまった言葉だった。

　誘ってくれるのは、私を好きだから？　それとも東京に配属した責任感から？

「よくわからない？」

　私の言葉が意味不明だったのだろう。彼はしっかりした男らしい眉を片方ピクリと上げて私を見る。

「だって！」

　そこで再び支配人が現れて、腰を折りながら須藤専務に伝票ホルダーを渡す。

「ごちそうさまでした」

　須藤専務は伝票ホルダーからカードをとりだすと、支配人に向けて言った。

「いつもご来店ありがとうございます。先日いらっしゃったことを朝あさ倉くら社長に話しましたら、ぜひお会いしたかったと申しておりました。本日もあいにく出張でして、また残念がるかと」

　朝倉社長って……このホテルの社長？　須藤専務はその方とも知り合いなんだ。それもかなり親しそう。

「彼も忙しいですね。近いうちに電話をしてみます」

　軽く笑みを浮かべた須藤専務が立ったのに倣ならって、私も立ち上がった。




　ぐったりと寮のベッドに腰を下ろした。フレンチレストランの支配人が来てしまい、話がうやむやになって……スッキリしていない。心が泣いたり笑ったりしている。

　須藤専務にキスされた唇に指先がいく。

　私のファーストキス……。

　ずっと彼氏はいなかった。好きになっても片想いのままで終わってしまったりで、なにもかも未経験。でも、キスされて、すらりとした長い指先で胸に触れられて……一気に経験してしまった気分だ。

「あ……」

　乳房が張り、乳首が固くなるのを感じる。身体が火ほ照てっていて、こんな自分に驚く。

「シャ、シャワーを浴びよう」

　しかしシャワーを浴びてもスッキリするどころか、熱に浮かされたように瞳が潤み、自分の身体が自分のものじゃないような変な感覚に戸惑っていた。







第三章










ふたりは恋人同士じゃない




　眠っても身体のおかしな感覚は変わらず、翌日出社してからもぼんやりしてしまう。

　いつものように更衣室に入り、自分のロッカーに近づいてハッと気づく。制服は一条様の部屋だ……朝早くとりに行っても、午後から活動する一条様は眠っているかもしれない。換えの制服も昨日の朝クリーニングに出していて、まだ戻ってこない。

　とりあえず先に髪の毛をまとめよう。そう考えながらロッカーを開けて、目を見張る。客室係の制服がかけられていたのだ。

　須藤専務だ……。一条様の部屋から制服を戻してくれたのだ。

　私はここへ来るまで制服のことに気づかなかったのに、対照的に細かいところまで気のつく須藤専務を尊敬する。

　着ていた服を脱いで制服に着替え、スタッフルームへ。そして必要なものを掃除用のカートに用意していると、客室係のパートの女性がやってきた。

「比嘉さん、古川チーフが探していたわよ。ここはいいから行ってきなさいな」

「ありがとうございます。ちょっと行ってきますね」

　手に持っていたアメニティをカートに入れ、スタッフルームを出て古川チーフの部屋へ行く。

　嫌だな……なにか言われそう……。昨日のことは知っているのかな。呼ばれる理由はそれしか思い浮かばない。

　古川チーフの部屋の前で大きく息を吐いて、ドアをノックした。

「どうぞ」

　彼女の声色からはなにも感じられない。

「失礼します」

　ドアを開けて入ると、異様に冷たく感じられる瞳と視線がぶつかり、回れ右をして部屋を出たくなる。

「そこに座りなさい」

「はい」

　古川チーフは自分のデスクの向かいにある椅子を顎で示す。私は冷たい視線を浴びながら椅子に浅く腰かけ、彼女に目を向けた。

「あなたってトラブルメーカーね。急に具合が悪くなって専務に送ってもらったなんて。寮は近いんだからひとりで帰れるでしょう？　もう大人なんだから」

　え……？　私の具合が悪かったことになっている……？　もしかして須藤専務が？

　ボールペンでコツコツとデスクを叩く古川チーフの顔は、いたって不満げ。私をさげすむような瞳を見て、思わず視線を自分の足元に逸らす。

「専務はお忙しいの。迷惑をかけないでほしいわ。一条様の部屋の担当は、まだご希望されているから続けてもらうわよ」

「……わかりました」

「もういいわ。すぐに一条様のところへ行ってちょうだい」

　立ち上がり、ペコリと頭を下げてドアに向かう。

「それから」

　すると後ろから声をかけられ、立ち止まって振り返る。

「須藤専務にとり入ろうなんて思わないことね」

「とり入ろうだなんて……」

　それだけは違うとハッキリさせたくて口を開いたが、古川チーフは受話器を持ち上げたところだった。聞く耳を持たない彼女になにを言っても無駄だろう。これ以上話が長引くのも嫌で、もう一度頭を下げて部屋を出た。

　後ろ手にドアを閉めて、重いため息を漏らしつつ歩き始める。スタッフルームに向かう途中で長井さんに会い、身体のことを心配された。心苦しさを覚えながらも「大丈夫です」と答え、これから一条様の部屋に行くことを話す。

「ひとりで平気？」

　不信感ありありといった表情の長井さんに、私はニッコリ頷く。

「心配いりません。いってきます」

　そして長井さんと別れてスタッフルームへ行き、カートを押して従業員エレベーターに乗り込んだ。

　十九階に到着して一九〇一号室のインターホンを鳴らすと、スペアカードを使うまでもなくすぐにドアが開き、一条様が顔を見せた。その顔にギョッとなる。

「どうなさったんですか!?　まさかケンカを？」

　唇の端が紫色に変わっている様子を見てびっくりした。

「夕樹菜ちゃん、入って」

　彼は私を室内へ入れて、スタスタとリビングに行ってしまう。

「ちゃんと冷やしましたか？　今、氷を持ってきます」

　バーカウンターに置いてあるアイスペールを持って引き返そうとした。

「あー、いいよ。大丈夫だから。見た目より痛くないんだ。ちょっと座って」

「本当に痛くないんですか？」

　ソファに座っている彼は唇に気をつけつつ笑った。対面に座るよう促され、私も向かいのソファに腰かける。

「これね、瑞樹に殴られたんだ」

「えっ？」

　須藤専務が？

「夕樹菜ちゃんにかまうなって。なにかあったら許さないってね」

　殴られたというのに、彼はクックックッと笑いをこらえている。

「愛されちゃってるねー」

「誤解です！　そんな関係じゃありません！」

　昨日のことはどう心の中でけじめをつけようか、と悩んでいたところへ、期待を持たせる一条様の言葉。

「処女、優しく奪われちゃった？　バージンって言うより、処女って言うほうが艶なまめかしくない？」

「やめてください！　奪われてもいませんからっ」

「えーっ、そうなの？　こんなにおいしそうな夕樹菜ちゃんを食べちゃわないって、従兄弟殿は男じゃないな」

　一条様は腕を組み、ひとりで首を傾げている。

「それに……須藤専務には古川チーフがいます」

　すると突然、一条様がゲラゲラ笑いだした。

「ひっ、ぐはっ、夕樹菜ちゃんはおかしいこと言うんだねー。あー、腹痛い」

「なにか間違ったことを言いましたか？」

　私の質問に、彼は顔の前で人差し指を立たせ左右に振る。

「ノンノン。ふたりは恋人じゃないよ」

「え……？」

　ふたりは恋人同士じゃない？

「まあ、玉の輿に乗りたいオーラは彼女からビンビンに伝わってくるんだけどね。ああいう女め狐ぎつねの本性を見破れない男じゃないよ、瑞樹は」

　痣あざができるくらい強く殴られたというのに、一条様は須藤専務のことを悪くは思っていないみたい。

「でも、アクアリウムのあるダイニングでおふたりが……仲よさそうにしていました」

　デート現場を見たというのに、ふたりは恋人じゃない？

「まーったく、夕樹菜ちゃんは世間知らずだな。友人や仕事関係の相手とだって、食事に行くくらいするだろう？」

　そこまで聞いて我に返る。

「私、仕事をしに来たんです。雑談をしに来たんじゃありません」

　ソファから立ち上がる私を見て、一条様は頬を膨らませた。

「あ～あ、冷たいな～。夕樹菜ちゃんのために瑞樹を罠わなにかけて、あげくの果てには殴られたんだけどな～」

　今度は頬に手をやり、しかめた顔を撫でている。

「罠って……やっぱりそうだったんですね？　どうしてそんなことを？」

「瑞樹ってさ、いつも仕事のことばかり考えているんだよ。つまらない人生だなって思ってさ。やっぱり人生って、可愛い恋人がいて楽しいんだから」

「それは一条様の場合です。須藤専務は一条様みたいな人じゃありませんから」

「うわーっ、ひどいな～。僕より瑞樹のほうがずっとずっといいってこと？」

　傷ついたように胸に手をやる。この人の動作がすべて演技に見えるのは、彼が新進気鋭の映画監督だからなのだろうか。

　もうっ、付き合っていられない。

「もちろん須藤専務のほうがいいです」

「僕、そんなにハッキリ言われると拗ねちゃうよ。瑞樹との恋、応援しないよ」

　まったく、子供みたいだ。

「勝手にしてください。須藤専務は私のことなんてなんとも思っていないんですから。では、掃除をさせていただきます」

　きっぱり言い放ち、デスクの上にある食べ終わった菓子袋や空のコーヒーカップを片づけ始める。せわしなく部屋の中を動きまわる私を、一条様はソファのアーム部分に肘をついて目で追っている。

「夕樹菜ちゃんって働き者だねー」

　寝室から使用済みの寝具を抱えて戻ってきた私に、彼はのんびりした口調で言う。

「ホテルには部屋がたくさんあるんです。他にもやることはいろいろありますし」

　私は寝具を抱えたまま立ち止まって答えた。

「あれ？　僕専属のメイドさんってことになっているでしょ。可愛いメイド服はあきらめたけれど、夕樹菜ちゃんにはずっとここにいてほしいな」

「客室係の秩ちつ序じょが乱れます。そういうことはやめてください」

「でも、古川ちゃんがいいって言っているんだよねー」

　はぁ～、ダメだ……。

「それは、一条様が会長の孫だからではないのですか？　古川チーフはダメとは言えない立場なんです」

　強く言ってみたけど、当の一条様はのほほんとした顔で肩をすくめた。

「でもさ、夕樹菜ちゃんきちんと僕に意見するでしょ？　君って勇ゆう敢かんというか、くそ真面目というか」

「それは……」

　答えに困り、廊下にある掃除カートの汚れ物入れにシーツなどを放り込んで、新しい寝具をさっさと手にする。

「こんな仕事辞めて、僕のアシスタント……いや、女優としてやってみない？　可愛いしスタイルもいいし」

「なにを言っているんですかっ。冗談はやめてください。そんなに可愛くないですし」

「いやいや、本心だよ。じゃあさ、原宿近辺を歩いてみたらいいよ。絶対にスカウト来るよ」

　こんな話をしていたら仕事が進まない。一条様の話を無視して寝室に入り、テキパキとシーツを換える。

　その後も黙々と仕事をして、浴室から出ようとすると、一条様がいつの間にか立っていて動線を塞いでいる。通せんぼするみたいに、片手を柱に置いているのだ。

「なにをしているんですか？」

　しかしもう、そう簡単には驚かなくなっていた。

「若い女の子がさ、こんな仕事していていいの？　未来はあるの？　手も荒れちゃうし、腰だって痛くなるでしょ？」

　この人はなにが言いたいの？

「それだけ可愛いんだから、もっとちやほやしてもらえる仕事を選んだほうがいいんじゃない？」

「一条様、そこをどいてください」

　スルッと彼の脇の下を抜けて寝室を通り、部屋の前の掃除カートにたどり着く。

「これで掃除は終わりました。失礼いたします」

　クルッと振り返り、部屋の前までついてきた一条様にお辞儀をすると、掃除カートを押して部屋から離れた。

　従業員エレベーターに向かいながら、一条様の言葉に傷ついたことを痛感する。

『若い女の子がさ、こんな仕事していていいの？　未来はあるの？　手も荒れちゃうし、腰だって痛くなるでしょ？』

　希望の職種じゃない……本当にこのままずっと客室係なのかな。憧れのフロントクラークにはなれるの？

　その問題は、私の心の中で大きく広がりつつあった。




　その後、長井さんと合流して他の客室掃除を手伝う。

　チェックインのお客様を不備なく受け入れられるように仕事を進めていたら、昼食にありつけたのは十五時を回っていた。いつもより一時間遅い。

　食堂にいるのは私たちの他にふたりほど。厨房で料理を作っている職員もふたりしかいない。

「今日は忙しかったわね」

　長井さんと一緒に、オムライスのランチプレートを食べ始める。

「そうですね」

　疲れてしまい、口を開くのも億おっ劫くうだった。

「若い子にはこの仕事、大変よね。割りきらないとやっていられないかもしれないわ」

　スプーンを握るガサガサな自分の手が目に入り、思わずため息をついてしまう。それからひと口ふた口と食べてスプーンを置く。

「ごちそうさまでした」

「あら、ほとんど食べていないじゃない。食欲がないの？」

「お腹が空きすぎて、胃がちょっと……」

　疲れているのだろうか。胃が重苦しく、なにかを食べたい気分にならないのだ。

「ひどかったら医務室に行きなさいね」

「はい。ありがとうございます」




　十六時半になりパートさんたちが帰っていくけれど、社員はもちろん業務が終わるまでは帰れない。私には備品の在庫チェックの仕事が残っている。

　備品室の鍵は毎回、苦手な古川チーフに借りに行かなければならず、彼女の部屋へ向かう。足どりは重い。早く終わらせて帰って休もう。

　古川チーフの部屋の前で、書類を抱えた菜穂とバッタリ会った。

「あ、菜穂。お疲れさま」

「夕樹菜もお疲れ～。古川チーフに用があるの？」

「うん。備品室の鍵を借りに来たの」

「私は書類を渡すだけだから、一緒に入ろうか」

　菜穂がドアをノックすると返事があり、私たちは中へ入った。

　室内にいる人を見て肩がギクリと跳ねる。古川チーフと、一分の隙もないほど身体にフィットしたスーツがよく似合う須藤専務、そして一条様がいた。

「あれ、夕樹菜ちゃん」

　私にいち早く気づいたのは一条様。話し中だった須藤専務と古川チーフの視線も私に向けられ、三人に近づきお辞儀をする。

「比嘉さんと山下さん、なにかしら？」

　古川チーフに聞かれてつい菜穂を見てしまうも、『お先にどうぞ』と目配せされる。

「備品室の鍵を借りに来ました」

「今、開いているわ。あとで鍵をかけに行くからそのまま開けておいていいわよ」

「はい。わかりました」

　再び一礼して立ち去ろうとしたとき、一条様から声をかけられた。

「夕樹菜ちゃん、明日は十一時に来てね」

「かしこまりました」

　さらにもう一度お辞儀をして、菜穂より先にその場を去る。いったい三人でなにを話していたのか気になった。




　地下の備品室に入ると、脱力したように事務机に手をつく。

　須藤専務、なにも言ってくれなかったな……。やっぱりあの出来事は苛立たせてしまった代償だったのかもしれない。そう思うと、胸が締めつけられるみたいに痛くなる。無意識に心臓のあたりをギュッと押さえていた。

「……仕事しなくちゃ」

　ようやく、三十畳はありそうな広い備品室の山に目を向けた。図書館のように棚が並べられている。そこにアメニティグッズから新品のランプシェード、電球、ドライヤーに至るまで、客室で使われているものがストックされている。

　しかし、ざっと見ただけでもすべての備品の在庫がかなり減っていることに気づく。チェックするのには時間がかかりそうだ。

　頬をぴしゃぴしゃと軽く叩いて気合いを入れ、奥から備品を確認し始める。用紙に数量を記入し、注文書まで作成する。

　備品室には窓がないせいで時間の感覚がなくなり、入口側の最後の棚に置かれた備品の数量を記入して、腕時計を見ると驚いた。

「もう二十時っ!?」

　備品室に入ったのが十六時半だったから、かれこれ三時間半もここにいたことになる。ミスをしないよう丁寧に数えていたから時間がかかってしまった。でも、数え間違えて叱られるよりいい。

「記入漏れはないよね」

　ファイルを胸に抱え、忘れ物がないか備品室の中を見まわしてからドアノブに手をかける。

「えっ？」

　ドアノブが回らない。

「嘘……」

　何度やっても回らなかった。

「どうして……？」

　備品室は地下の一番奥まった場所で、ここへ来るのは客室係か、宿泊客になにかを頼まれたフロントクラークくらい。しかもだいたいの備品は客室係の掃除カートにあったりするので、ここへ来る必要はほとんどない。

「すみませーん！　誰かいませんかー！」

　廊下を歩いている人がいたら……と思い、鉄のドアを叩いてみるけれど誰も来ない。

「痛っ……」

　ずっとなんとなくムカムカしていた胃が、キリキリと強く痛み始める。昼食を少ししか食べられなかったせいで、空腹で胃が痛むのか、この緊迫感のある状況のせいなのか、わからない。

「携帯もないし……」

　誰も私がここにいることを……あ！　まさか、古川チーフが鍵をかけちゃった？　だとしたら、奥まった場所にいたから物音に気づけなかったんだ……。だけど、鍵は内側からでも開けられるはずなのに……。

　それから何度ドアを叩いても外からはなんの反応もなく、体力を消耗しただけだった。さらに胃の痛みが増してきて、その痛みを和らげるべく自分の身体を抱え込むようにして事務用椅子に座る。

「どうしよう……」

　しかし、このあと備品室に誰かが来るとは到底思えない。

「ここでひと晩過ごすしかないか……」

　それしかない。明日、廊下の足音が聞こえたらドアを叩いてなんとか知らせよう。

　そう思うけれど、シーンと静まり返った備品室はどことなく不気味で、入口に近い事務机から一歩も離れたくない。孤独を感じる空間だった。

　座ったまま机に突っ伏す。眠ってしまえば怖くなくなるだろうと考えたが、寝心地が悪いのと神経質になっているせいでなかなか眠れずにいた。

　それでも、朝になれば誰か来てくれる、と自分を励まして目を瞑る。

　ようやく眠れてもすぐに何度も何度も目を覚まし、しばらく夢と現実をうとうとしながら行き交っていた。










二十時間ぶりの食事




　眠っていた私の耳に、怒鳴るような声とドアを叩く音が聞こえてきた。ハッとして、事務机から顔を上げた。

　誰か来てくれたんだ！

「夕樹菜ちゃん!?　そこにいるのかい？」

　一条様の声だった。

「比嘉くん！　返事をしろ！」

　須藤専務の声もする。私は弾かれたように立ち上がるとドアに近づき、手が痛いくらいに叩いた。

「ここにいます！」

「無事か!?　ドアが壊れているんだ。今、機械が入るから離れていろ」

　須藤専務の指示で私は下がり、ドアを見つめていた。

　ドアノブを外す専門業者がやってきているそうだけど、なかなか開かない。

「夕樹菜ちゃん、大丈夫？　お腹空いただろう？」

　廊下から聞こえる一条様の心配そうな声に、ホッとした安らぎを感じる。昨日の夕方に昼食を食べたっきり、夕食も朝食も食べていない。今は……腕時計を見るともうすぐ十二時になろうとしていた。食事のことを考えたら、お腹が小さく鳴った。

「大丈夫です……」

　そう言うのは強がり。一刻も早くここから出たい。閉所恐怖症にでもなってしまったかのように、この場所が怖くて叫びたくなる。

　少しでも須藤専務の近くで安心したくて、ドアの横に椅子を移動させて座り、唇を噛みながらドアが開くのを待っていた。

　ウイーンという機械音と、鉄板がぶつかる音。そして、ドアがカチャッと音をたてて開いた。開くまで三十分かかった。須藤専務と一条様が飛び込むようにして入ってくる。

「比嘉くん！　体調は!?」

　須藤専務が、椅子から立ち上がった私の両肩を掴んで、顔をよく見ようとする。

「平気です」

「本当に？　顔色悪いよ」

　そう言うのは一条様で、須藤専務も苦虫を噛みつぶしたような顔で私を見ている。

　そして須藤専務の腕が私を抱き上げようとした。

「ひとりで歩けます……」

　抱き上げられているところをホテルのスタッフに見られたくなくて首を左右に振ると、須藤専務から小さなため息が漏れる。

「フラフラしているじゃないか」

「本当に大丈夫ですから」

　私が強めに言うと、彼は納得していない顔で頷いた。

「とにかくここを出よう」

　須藤専務に腕をとられて歩き始め、備品室から廊下へ出た。腕を支えてもらわなかったら、しっかり歩けなかったかもしれない。須藤専務に感謝しながら歩く。

　廊下には鍵を壊した業者の人がふたりいるだけで、あとは誰もいない。大おお事ごとにならないように極秘にやってくれたのだろうか。

　従業員エレベーターに乗り、途中で化粧室に寄らせてもらってから着いたのは、五階にある須藤専務の執務室。思ったより広くなく、大きな執務机が窓を背にして置かれ、書類やファイルが端に並べられている。部屋の中央には黒革のソファセットがあり、ローテーブルの上にはバラとカスミソウが花瓶に活けられていた。誰が用意したものなのか考えていると、須藤専務に肩を軽く押されて早く入るよう促される。

「そこに座っていろ」

　須藤専務は私を黒革のソファに座らせてから執務机に近づき、受話器をとるとどこかへ電話をかける。

「胃に負担にならない料理を運んでくれ。そうだ、温かいスープも。すぐに頼むよ」

　私に食べさせる料理を頼んでくれているらしい。

「心細かっただろう？　ひと晩中あんなところに閉じ込められるなんて。誰があんなことを――」

「宏基！」

　予期せぬ須藤専務の大声に、一条様は一瞬にして顔をこわばらせた。

「どういう……ことですか……？」

　古川チーフが、中に私がいるのに気づかずに鍵を閉めて、偶然に鍵が壊れてしまったのだと思っていた。途端に胃がキリキリと痛みだす。

「鍵が壊れただけだ。他意はない」

　須藤専務はいつになく優しく諭すように言う。でも一条様は『誰があんなことを』と憤慨していた。それを口止めするように須藤専務が大声を出したということは、今の否定は嘘なんじゃ？

　きっと私に隠しておきたいことがあるんだ。もしかして、心配させないようにしてくれているの？

「正直に話してください」

「あ！　夕樹菜ちゃん、喉が渇いているだろう？　水を持ってくるよ！」

　口を滑らせた一条様は、気まずい雰囲気の中にいられなかったのか、執務室を出ていった。

「他意はないと言ったが……実は、鍵穴に接着剤を埋め込まれていたんだ」

　やはりさっきは私がショックを受けないように言ってくれたんだ。それはわかった。

　けれど鍵穴に接着剤だなんて、どうしてそんなひどいことができるんだろう。私は誰かの恨みを買っているの？

「調査するから、心配しないでほしい」

「須藤専務……」

　いつになく優しい眼差しに心強さを感じるが、心配せずにはいられない。しかし、私の口から出た言葉は気持ちとは異なるものだった。

「大丈夫です。こんなのどうってことありません」

「夕樹菜……」

　強がる私を須藤専務は切なそうに見つめる。今まで名字で呼ばれていたのに、いきなり名前を呼ばれて私は目を丸くさせる。

　どうして名前を呼んだの？　須藤専務の特別な人になったように感じちゃうよ。

　今のはたまたま……。想いを払ふっ拭しょくするように頭を横に振る。

「……ご迷惑をおかけしました。今もお仕事中なのに」

「宏基から、君が約束の時間に来ないと連絡があったんだ。いろいろ探させたが見つからず、昨日備品室へ行ったことを思い出したんだ」

「一条様のおかげですね」

　そこへ一条様が執務室のドアを開け、顔だけ覗かせた。なぜか顔をニヤつかせて中の様子を確認してから入ってくる。もしかして、私たちがいいムードになっているとでも思ったのだろうか。

「はい。夕樹菜ちゃん」

　私の隣に腰かけ、ミネラルウォーターのペットボトルの蓋を開けて渡してくれる。

「ありがとうございます。喉がカラカラだったんです」

　それを受けとり、ゴクゴクと水を喉に流し込む。

「食事が来るまで少し横になったほうがいいんじゃないかな。ここじゃ休めないから、僕の部屋に来る？」

　一条様の提案に私は小さく笑い、首を横に振る。

「横になったら、ぐっすり寝てしまいそうなのでいいです。それに、食べたら仕事しないといけませんから」

「なにを言っているんだよ！　ひと晩中閉じ込められていて、今日は仕事なんてできるはずがないよ！」

　一条様はギョッと目を見開いて断言する。

「比嘉くん、食事をしたら寮へ送っていく。今日はゆっくり休んだほうがいい」

「でも……」

　須藤専務の申し出を断ろうとしたところでドアがノックされた。須藤専務がドアのほうへ向かう。

「夕樹菜ちゃん、本当に大丈夫なの？　まだ顔色めちゃくちゃ悪いよ」

「お腹が空いているだけです」

　一条様の心配を一いっ蹴しゅうして、食事のトレーが乗ったワゴンを押してくる須藤専務のほうへ顔を向ける。手伝おうと立ち上がると、クラッと眩暈に襲われてストンとソファに座り込んでしまった。

「夕樹菜ちゃん！」

「だ、大丈夫です。お腹が空きすぎているんですね」

「無理をするな」

　須藤専務は、私の目の前のローテーブルにトレーごと置いてくれる。細かく切られた野菜のスープやホテル自慢の窯焼きパン、ふんわりとしたスクランブルエッグ、カリッと焼かれたウインナーなど、お客様へのルームサービス用の朝食がトレーには乗っている。おいしそうな料理によだれが出てきて、胃が痛いのも忘れてガツガツ食べてしまいそうだ。

「さあ、食べなさい」

「いただきます」

　スプーンを手にして、金の縁どりが施された白い皿の野菜スープから手をつける。温かく優しい味のスープがじわっと胃の中に染み渡り、身体が温まっていく。

　ホッと力が抜けそうになったとき、視線を感じて顔を上げる。須藤専務はひとりがけのソファに座って足を組み、隣に座る一条様は私のほうへ身を傾けるようにして、それぞれ私のことを見ていた。

　男性ふたりに食事の様子を見られているのはなんとなく恥ずかしいけれど、気にせず食べ進めようとする。それでもやっぱり恥ずかしくて……。

「須藤専務、お仕事をしてください。一条様、もう大丈夫なのでお部屋へ戻ってください。いろいろとありがとうございました」

　そう言ってみるけれど……。

「ダメだよ。ちゃんと食べるのを見届けるまでいるから。あ！　瑞樹が忙しいなら、僕が寮まで送っていくよ」

「お前はダメだと言っただろう」

　間髪いれずに発せられた須藤専務の言葉に、一条様の顔がニヤニヤする。

「じゃあ……邪魔者は帰ろうか」

　考えを変えたのか、一条様は膝をポンと手で打ってから立ち上がった。

「ゆっくり休みなよ。夕樹菜ちゃん」

「はい。ありがとうございました」

　私はソファから立ち上がり、深く頭を下げる。

　よかった。もう眩暈はしない。やっぱりお腹が空きすぎていたせいだ。

　一条様が部屋を出ていき、須藤専務も執務机で仕事を始めた。しかし、シーンと静まる部屋に食器のこすれる音が響いてしまい、食べづらくなる。やっぱり一条様にいてもらったほうがよかったのかも……。

「少し外へ出てくる。それまでに全部たいらげろよ」

「あ、はいっ！」

　私の頭にポンと軽く触れ、須藤専務が離れていく。ドアへ向かう後ろ姿は颯爽としていて、見とれてしまいそうなほど。出ていってくれてホッとする反面、寂しく思ってしまう。

　ひとりになった私は目の前の料理を食べることに集中した。従業員食堂の料理もおいしいけれど、なんといってもこれは一流シェフが作る、滅多に食べられない料理だ。やはりどこかひと味違う。

　ふと、どうして備品室に閉じ込められたのか、という考えが頭をよぎる。

　いったい誰が……？

　いろいろ考えて、食べる手が止まってしまった。




　どのくらい経ったのだろうか、気づけば須藤専務が戻ってきた。私のいるソファまでやってきて、皿を見て顔をしかめる。

「まだだいぶ残っているじゃないか」

「あ、あと少しですっ」

　ソファに腰かけて足を組んだ須藤専務に言ってから、慌ててパンをちぎって口に入れた。

「食べ終わったら送っていく」

「ひとりで帰れます。どうぞお仕事を続けてください」

　備品室の出来事を思い出して動揺しているのか、つっけんどんな言い方をしてしまうと、須藤専務の形のいい眉が片方クイッと上がる。その顔は見なかったことにして、スクランブルエッグの最後のひと口を食べ終える。

「送ると言っているんだ。素直に送られればいい」

「……わかりました」

　実際、送ってもらえると助かる。ひどく疲れていて、普段なら十分もあれば寮に着けるけど、今日はその倍はかかってしまいそうだったから。

「ごちそうさまでした」

　両手を合わせて言い、トレーを持って立ち上がる。

「そこに置いたままでいい。行くぞ」

　須藤専務は私の手からトレーをとり上げると、近くに置いてあったワゴンに乗せる。そしてワゴンはそのままにドアへと向かう。

　須藤専務のあとを追って執務室から廊下へ出ると、古川チーフがこちらへやってくるのが見えた。

「須藤専務、お疲れさまです」

　お団子にまとめられた黒髪の古川チーフは、上品に頭を下げる。

「なにか用か？」

「報告です。備品室の鍵は新しいものをとりつけ終えました」

「わかった」

　須藤専務の後ろにいた私が伏せていた目をふと上げると、古川チーフと視線がぶつかる。しかしスッと逸らされて、彼女は須藤専務に眼差しを向けた。

「犯人はわかりましたか？」

「監視モニターに映っていたことは映っていたんだが、下を向いていて人物が特定できなかった。近いうちに君にも確認してもらう」

「まあ、怖いですね。宿泊のお客様が被害に遭わなくて本当によかったです。比嘉さん、昨日はごめんなさい。鍵をかけに行くのを忘れてしまったの。私が行っていればもっと早く気づけたかもしれないのに」

「……はい」

　仕事のデキる古川チーフが、備品室の鍵をかけに行くのを忘れてしまうことなんてあるだろうか。疑いたくはないけれど、いろいろ考えると今回のことは彼女がやったように思えてしまう。

　でも、動機はなに？　古川チーフだとしても動機がわからない。

「今日はゆっくり休んでちょうだい。明日からまたよろしくね」

「あっ、はい」

　めまぐるしく頭の中で考え事をしていて、なにを言われたのか一瞬わからなかった。あいまいに返事をすると、右腕がやんわりと大きな手に包まれた。

　左側にいる須藤専務が、後ろから私の右腕を掴んでいる。つまり……須藤専務に抱き寄せられている格好で、ハッとして顔を上げる。

「行こう」

　短い言葉だけど、その声は柔らかく聞こえた。

「し、失礼します」

　少しだけ口元が歪んでいるように見える古川チーフに、慌てて頭を下げた。

　従業員エレベーターで地下の更衣室へ行き、昨日着ていた服に着替えてから荷物を持って廊下へ出た。待っていてくれた須藤専務にトートバッグをとり上げられて、手持ちぶさたのまま駐車場へ向かった。

　車の助手席に乗ろうとステップに足をかけた途端、目の前が不意に真っ暗になり、急いで地面に両足を着ける。

「大丈夫か？　顔が青いな」

「いえ、大丈夫です」

　すぐに眩暈は治まった。ホッと安堵していると自分の身体がふわっと抱き上げられ、驚いているうちに助手席に座らされていた。

「これから病院へ行こう」

　車の前を回って運転席に乗り込んだ須藤専務は、強い口調で言った。

「本当に、休めばよくなると思います。寝不足なだけですから。お気遣いありがとうございます」

　ひと晩中うつらうつらしただけの状態だったから、フラフラしてしまうのだろう。

　彼はまるで医者が診察するような目で私の顔を見つめ、こんなときでもぞくりとさせる。その唇からは小さなため息が漏れた。

「わかった。明日も休むこと。体調が戻らないようならすぐ俺に電話しろ。いいか？」

「明日も休み……わかりました。ありがとうございます」

　私の返事を待ってから、須藤専務はエンジンをかけて車を出した。




　あっという間に着いた寮の前の道路に車を停めると、須藤専務は素早く降りた。

　寮は男性立ち入り禁止。たとえ近親者であっても入れない。助手席から降りようとする私に手を貸し、寮の玄関でトートバッグを渡してくれる。

「ありがとうございました」

　ペコッと頭を下げてお礼を言う。

「迷惑だとか考えないで、携帯に電話しろよ」

「あ……」

「なんだ？」

「私、須藤専務の電話番号、知らないです」

「知らせていなかったか？　……携帯を貸してくれ」

　トートバッグの中に手を入れてスマホを探りだし、須藤専務に渡す。彼は慣れた手つきで番号を入力し終え、スマホを返す。

「ありがとうございます」

　私はもう一度頭を下げてから、すりガラスのドアを開けて寮の玄関へ入った。

　そのまま五階の自分の部屋に向かう。思ったより階段がきつく、ゆっくり足を進めていても息が切れ、途中で休みながらようやく自分の部屋に着いた。

　シャワーを浴びる気力もなくて、部屋着に着替えるとスマホを胸に抱いたまますぐベッドに腰かける。

　須藤専務の番号……聞いちゃった……。

　胸がドクドク音をたてて、顔は無意識ににやけてしまう。

　ベッドにゴロンと身を横たえたとき、ドアがノックされた。

「比嘉さん、私よ」

　寮の管理人さんの声だった。

「はい。今開けます」

　重い身体を起こしてのろのろとドアを開けると、管理人さんが心配そうな顔で立っていた。

「具合が悪いんだって？　大丈夫？　これ、須藤専務から差し入れよ。めんどくさがらずにちゃんと食事しなさいって。あ、お礼の電話はいらないって言っていたわ」

　管理人さんから渡されたのはコンビニの袋。手に持つとずっしりと重い。

「ありがとうございます」

「じゃあ、ゆっくり休むのよ」

　彼女はそう言って去っていった。

　小さなローテーブルの上に袋を置き、中に入っているものをとりだす。レトルトのおかゆパックが四つ。しかもそれぞれ味が違う。それからおにぎりに甘い菓子パン、プリン、ゼリー、果物の入ったヨーグルト。スポーツドリンクなどもたくさん入っていて、広げた品数に目を見張る。

「すごい量……」

　目についたものを手当たりしだいカゴの中に入れたみたいだ。その場面が想像できてしまい、クスッと笑いが込み上げる。

「須藤専務、ありがとうございます」

　冷蔵庫の中は空っぽで、今の状態では買いに行くのも億劫だった。本当にありがたくて彼に感謝だ。

　スポーツドリンクのペットボトル一本だけを残し、他のものを冷蔵庫にしまう。

『お礼の電話はいらない』って管理人さんは言っていたけど……。

　手元に置いていたスマホを持ち、登録したばかりの須藤専務の番号を表示させる。

「……でも、お仕事が忙しいのに迷惑かけちゃっているし……」

　それから五分ほど悩んで、スマホを枕元に置いた。結局かけるのをやめたのだ。

　枕に頭をつけて目を瞑る。備品室に閉じ込められたことを不意に思い出し、ぶるっと布ふ団とんの中で震えが出た。

　胸に刻まれてしまった、誰かが私を嫌っているという事実。

　考えてもなにも思い当たらず、考えれば考えるほど心の中に暗くて嫌な思いが広がっていくだけ。

「忘れよう。須藤専務が対処してくれるはずだし……早く寝なきゃ」

　心以上に身体のほうがまいっていたようで、意外にもスーッと引き込まれるように眠りに落ちた。










デートの約束




　ビクッと足が跳ねて目を覚ますと、部屋は真っ暗だった。一瞬どこにいるのかわからなかったが、ちゃんと自分の部屋で眠ったことを思い出す。

　手を伸ばして手元の電気スタンドの灯りを点けると、部屋がほんのりオレンジ色の光に包まれる。

「今、何時……？」

　枕元のスマホを見ると二十二時を回っていた。かなり深い眠りに落ちていたようだ。

　そこへ、お腹が空いたと不満を漏らす音が。もう胃の痛みは感じられず、普通の空腹感。

　ベッドから出て、須藤専務が買ってくれた梅干しのおにぎりとシャケのおにぎりを食べることにした。

　シーンと静まり返った部屋が嫌で、テレビのスイッチを入れる。そのままチャンネルを変えることなく、おにぎりを食べながらぼんやりニュースを見ていると、突然スマホが鳴りだし、おにぎりを落としそうになった。

「びっくりした……」

　おにぎりをローテーブルに置いて着信画面を見てみると、須藤専務の名前が浮かび上がっている。それを見ただけでドキッと心臓が跳ねる。

「も、もしもし」

『悪い、起こしたか？』

　須藤専務には似合わない、いつになく申し訳なさそうな声に、心臓のドキドキは治まりそうにない。

「い、いいえ。少し前に起きて、買っていただいたおにぎりを食べていました。たくさん買ってくださってありがとうございました」

『そうか。寝たら体調はよくなったか？』

「はい、もう大丈夫です。明日から出勤できます」

『無理をするな。もう一日休むんだ』

　優しい声が耳から全身に染み渡っていくようで、ギュッと目を閉じた。

『比嘉くん？　聞いているのか？』

「あっ！　は、はいっ！　聞いています」

『ゆっくり休めよ』

　私の慌てる声に、電話の向こうの彼が笑った気がした。

「ありがとうございます。おやすみなさい」

『おやすみ』

　彼が電話を切るのを待って、〝通話終了〟の表示をタッチした。電話を切ったあとも気持ちが高揚して、顔には自然と笑みが浮かんでいた。

　衝動的に感じただけじゃなくて、私はやっぱり本当に須藤専務が好きなんだ。

　普段は冷たいのに、不意に見せる優しさ……せっかく受かったホテルへの入社をあきらめかけたとき、救ってくれたのは須藤専務。そしてこっちへ来てからもいろいろと彼の優しさを見てきた。

　でも……須藤専務の気持ちは……？　あのときのことは、お仕置きだって言われたし……。

　あれこれとやってくれるのは、私に同情してのことのようにも思える。私と違って恋愛経験も豊富であろう大人の男性だから……須藤専務の気持ちがわからない。

　好きだとわかっても、相手にされるはずがないから、この想いは私の心の内に秘めておいたほうがいい。今のこの関係で満足しなきゃ。

　もうひとつのおにぎりも食べ終え、プリンまでもお腹の中に入れると胃がはちきれそうだ。そうなると目蓋も自然と下りてきて、ハッとする。

「シャワー浴びよう」

　ローテーブルの上のごみを片づけてから、眠気をこらえて立ち上がった。




　翌日。今日も休めと言われたせいで、退屈な時間を部屋で過ごしていた。憧れの東京見物……なんてことは、完全に体調が戻ってからじゃないと人酔いしそうで怖い。

　しばらくベッドの上でゴロゴロしながら恋愛小説を読んだり、スマホのアプリで遊んだりしていたが、今は困った事態に陥っている。なにをしていても須藤専務のことが頭から離れない。

「こんなことなら、仕事をしていたほうがまだマシだよね……」

　ひとりぼやいてみるけれど、誰もいない部屋では返事もなくてむなしい。

　いつも実家には誰かしらいたから、ひとりで部屋にいると無性に寂しくなる。

　上京してから約二ヵ月。隔週で二日間の休日があるけれど、実際に続けて休んだのははじめてだった。大抵、急に家の都合などで出られなくなったパートさんの代わりに出勤することが多く、残りの一日はほとんど寝て過ごしていた。

　ひとりの休日にいつも考えるのは沖縄にいる家族のことだった。

「電話代もったいないけど、ひとことだけおばあちゃんかお母さんの声を聞こう」

　ちょうど夕食の支度をしている時間だろう。

　思いきってかけてみるとおばあちゃんが出て、相手が私だとわかると嬉しそうにあれこれ話してくれた。

「おばあちゃん、電話代高くなるからもう切るね。元気だから安心してって言いたかったの」

『そうかそうか。身体に気をつけてな』

「おばあちゃんもね。みんなによろしく」

　電話を切る直前には、目頭が熱くなって泣いていた。

「これがホームシックってやつなんだ……」

　手の甲で涙を拭い、大きくため息をつく。ぼんやりスマホを持ったままでいると、いきなり大きな音が鳴って驚く。着信画面を見ると須藤専務の名前が。

「も、もしもし……」

『食事は済ませたか？』

「まだです……」

　須藤専務の買ってくれたレトルトのおかゆがあとふたつあるけれど、少しこってりしたものが食べたくなり、スーパーへ買い出しに行こうと思っていたところだった。

『まだなら食事へ行こう』

　須藤専務……どうして誘ってくれるの……？

『十分後に出てきてくれ』

「あ、あのっ――」

　私の返事を待たずに電話は切られた。けっこうせっかちなんだよね。

　須藤専務との電話の余韻にしばらく浸ってから我に返る。食事って、どこに？

　自分の着ている服を見下ろす。薄手の長袖シャツにジーンズ。少しでも女らしい格好で食事に行きたいけれど、突然のことで頭が回らない。

　スカートはどこだっけ……。

　クローゼットを引っかきまわそうとした手を止める。

　時間がない……待たせるわけにはいかないから、もうこのままでいいや。

　小さな卓上鏡に映る化粧っけのない顔に、せめてグロスだけでも、とローズピンクのグロスを塗った。

　トートバッグにスマホや財布、ハンカチ、ティッシュなどを入れていると、もう十分が経とうとしていた。急いで水色の厚手のパーカーを羽織り、グレーのスニーカーを持って部屋を出た。

　寮の玄関を出ると冷たい風が頬に当たり、ぶるっと震える。五月の終わり、昼間は温かくても夕方はまだ寒い。

　沖縄だったら泳げるのにな。気候の差に、遠い家族をまた思い出して寂しくなる。

　今日の夕食はなんだったのかな。おばあちゃんの作ったしりしりが食べたいな。

　物思いにふけっていると、プッと短いクラクションの音が耳に入ってきた。音のしたほうを見てみると、ほんの少し先に須藤専務のパールホワイトの車が停まっていた。ドアが開いて彼が姿を現し、道路と歩道を隔てるガードレールを軽々と飛び越え、私のところへやってくる。

「まだ大学生みたいだな」

　軽装の私と違って、須藤専務はチャコールグレーの三つ揃いのスーツ姿。見慣れているはずなのに、外で会うせいか鼓こ動どうがドキドキと暴れ始める。

　もしかして顔が赤くなっていたりする？　街灯の下だから大丈夫だよね。

「着替える時間がなかったんです。食事の場所にふさわしくないなら着替え――」

「そのままでいい。行くぞ」

　不意に彼の手が私の肩に触れて驚く。まるで王子様にエスコートしてもらう気分だ。嬉しいけど、顔に出さないようこらえているから頬がプルプルしているかもしれない。

　助手席に先に乗せられて、シートベルトを締めながら彼が乗り込むのを待つ。

　お仕事中じゃなかったのかな。それとも早く終わったのだろうか。須藤専務にしては早すぎる帰宅時間だけど。

　でも、もう仕事が終わったのなら食事だけじゃなくてお茶もできるかもしれない。少しでも一緒にいたい、と思う私がいた。

「お仕事中じゃなかったんですか？」

　運転席に着いた彼に、ひそかに期待を込めて聞く。

「気分転換に食事に出たんだ。食べ終わったら戻る」

　その答えに内心がっかりしつつ頷いた。

「なにが食べたいんだ？」

　エンジンをかけ、流れるように車を発進させてから彼が聞く。

「ちょっとこってりしたものが食べたいな、と」

「うまい中華料理屋を知っている。そこへ行こう」

　彼は口元に笑みを浮かべ、目的地へ車を走らせた。




　到着した店の様子に、店の前であんぐりと口を開ける。

　中華といっても私はラーメン屋くらいしか行ったことがない。しかしここの看板には、なんとか大飯店と書かれていて、外観も超高級店のように赤と緑、金で彩色されてピカピカしている。

「ここに……入るんですか？」

「そうだ。ここのフカヒレがおいしいんだ」

　須藤専務は食通なんだから、普通のラーメン屋に入るような人じゃないか……。

「私、こんな格好ですし、まだそれほどたくさん食べられませんけど」

「少しずついろいろなものを食べたほうがいいぞ。そのほうが栄養が摂れる」

　そう言うと、再び須藤専務の手が私の背にあてがわれた。私を店内へとそっと進ませる彼の手のひら。そこだけに全神経が集中してしまっている。

「いらっしゃいませ」

　真っ赤な生地に白い梅のような花が描かれたチャイナ服の女性に、窓際の席へと案内された。そこから見える中庭には、ライトアップされた六角堂のような建物や動物の石像がある。

「なにが食べたい？　遠慮せずに食べたいものを言えよ」

　ここのメニューは写真入りでわかりやすいけど、品数が多すぎて選べない。

「……まったく。『ラーメンだけ』って言いそうだな」

　考えていたことを見透かされて驚いていると、若干呆れたようにメニューをとり上げられる。

「一品じゃなく、いろいろなものを食べたほうがいいと言っただろう？　好き嫌いはなかったよな」

　須藤専務は軽く手を上げ、すぐ近くで控えていた先ほどの女性店員を呼ぶ。

「そんなに頼まないでくださいね。残したらもったいないですし」

　しかし彼は、私の言葉を無視するようにメニューを見て次々と注文していく。そして店員が去ってから改めて口を開いた。

「よく眠れたか？」

「はい、ぐっすり眠れました。今日は暇で仕方なかったです」

「そうでもしなければ休まないだろう？」

　私の答えに満足したように、したり顔になる。

「えっ……？」

「入社してからほとんど休んでいないんじゃないか？　他の者の代わりに出勤しているんだろ？」

　出勤状況を調べられていたことに驚き、口をポカンと開けたまま須藤専務を見つめてしまう。

「お人よしのせいもあるだろうが、無理なことは無理と断り、上司に相談しろよ」

「……引き受けるのは、仕事をしていたほうが楽しいからです。それに、まだ休日に一緒に出かけるような友達もいないので」

　正直に言ってしまい、情けなくなってうつむく。

「次の休みに出かけよう。東京を案内してやるよ」

「本当ですか!?」

「ああ。スケジュールを空けておく」

　それって、デート？　須藤専務はデートに誘ってくれたの？　嬉しくなって口元をつい緩ませてしまった。

　そこへ、注文した料理が食欲をそそる香りと共に次々と運ばれてきた。

　フカヒレなんて食べたことがなく、お肌にいいと教えてもらいたくさん食べてしまう。エビの四川炒めや五目チャーハン。翡ひ翠すい色の皮に包まれた点心。どれもはじめて食べたけど、おいしい。こんなにおいしく感じるのは、須藤専務がいるから？

「とってもおいしいです」

　それほど食べられないと思っていたけれど、つい箸が進んでしまっている。

「そうだろう？　たくさん食べるといい」

　最後に運ばれてきた杏仁豆腐は口の中でとろけ、ほんのりした甘さが広がった。

　須藤専務はこのあとの仕事に備えてだろうか、コーヒーを飲んでいる。そういえば今までも、食事に行ったあとは必ずホテルに戻っている。これほど仕事をする人は身近にいなかったから尊敬する。

　そんなことを考えていたら、中華料理店に来てあっという間に二時間が経っていた。




　食事が終わると、再び私を乗せた車は寮へ向かった。私は須藤専務のほうを向き、頭を下げてお礼を言うと車から降りた。

　車がホテルのほうへ走りだすまでその場で見送り、寮の玄関へくるりと向きを変えると、菜穂があっけにとられたような顔で立っていた。

「今の……ねえ！　今の車の人って須藤専務よねっ！」

　私に掴みかかりそうな勢いで聞いてくる。

「え……うん」

　違うとも言えず、小さく頷く。

「ちょっと！　どういうことなの!?　もしかして付き合っているの？」

　興味津々の顔で、『とことん話してもらうわよ』状態。

「そんなっ！　付き合ってなんかいないよ。送ってもらっただけだよ」

　首を大きく横に振って否定する。本当に付き合っていないし。

「そうよねー、須藤専務が夕樹菜みたいな新入社員と付き合うわけがないわよね。あー、驚いたぁ」

　バカにしたような言い方にカチンときたけれど、菜穂は私の様子には気づかずさっさとコンビニに向かって歩き始めていた。

　その後ろ姿を見て、重いため息が漏れる。

　私みたいにあか抜けない女が須藤専務と付き合うなんてありえない、と言いたいのだろう。無意識のうちに再びため息が漏れた。










芽生えた恐怖心




　翌朝、いつもより早めにホテルに着いたが、更衣室に向かう足どりは重かった。自室で身支度を整えていたときは出勤できることを楽しみにしていたのに、ホテルに一歩入ると急に身体が言うことを聞かなくなり、重くなった感じなのだ。

　更衣室のドアを開けようとして一瞬ためらう。一昨日のことは、どれだけの人が知っているのだろう……。

「あら、夕樹菜ちゃん！　おはよう。もう風邪はいいの？」

　不意に話しかけられて身体がビクッと跳ねる。後ろにいたのは、長井さんと同じチームで働くパートの神かん田ださんだった。

「おはようございます。はい、もう大丈夫です。急なお休みをいただいてすみませんでした」

「具合が悪いときはお互い様よ」

　神田さんと一緒に更衣室の中へ入り、自分のロッカーの前で制服に着替える。

　エプロンをつけ終え、ロッカーの小さな鏡を見ながら、長い髪をひとつにまとめ上げた。




　朝礼で担当客室表が配られる。十一時に一条様の部屋、となっていた。それまでに、他に割り当てられた客室の掃除を済ませなければ。

　シングルルームの清掃はひとりで担当する。六階のフロアに向かい、もくもくと部屋の掃除やベッドメイキングを終わらせていく。




　あっという間に時間が経って、もうすぐ十一時。最後の客室を終わらせて従業員エレベーターに乗り込み、十九階へ。一九〇一号室のドアチャイムを鳴らすと内側からドアが開き、一条様に笑顔で出迎えられる。

「夕樹菜ちゃん！」

　掃除カートを廊下に置き、必要なものを持って室内へ入ると、矢継ぎ早に彼が話しかけてくる。

「よかった！　今日は来れたんだね。もう体調は戻ったの？」

「はい、よくなりました。ちゃんとお礼を言っていなかったですね。本当にいろいろとありがとうございました」

　足を止め、一条様に深く頭を下げた。

「とりあえず座って。ジュースでも飲んで休みなよ」

　私をソファに座らせようとする彼に、首を横に振って寝室へ入った。




　先に浴室を終わらせて洗面所の掃除をしていると、背後に気配を感じてビクッと肩が跳ね、手に持っていた洗剤のスプレーが床に鈍い音をたてて落ちる。

「ごめん。驚かせちゃったかい？」

「す、すみません……」

　落ちたスプレーを拾おうとすると、一条様が拾って渡してくれた。

「また眩暈でもしたんじゃないの？　少しだけ休めば？」

　強引に手を引っ張られ、リビングのソファに座らされる。テーブルの上には湯気の立つコーヒーが用意されていた。

「コーヒーでも飲んで。俺の話を聞いたらきっと気分が晴れると思うし」

「……いただきます」

　砂糖とミルクを少し入れてからコーヒーを口にすると、温かさが身体に優しく染みてくる。

「おいしいです。ありがとうございます」

「閉じ込められたときのことだけど」

　一条様が切りだしたけれど、あの嫌な備品室の出来事は早く忘れたい。もう蒸し返されたくなかった。

「一条様、もうそのことは忘れたいんです。だから――」

「瑞樹のことだよ」

「えっ？」

　須藤専務のことだと聞いて、瞬きも忘れて一条様の楽しそうな顔を見てしまう。

「一昨日、夕樹菜ちゃんが十一時になっても来なかったから、古川ちゃんに問い合わせたんだ」

　対面に座った一条様は身を乗りだして話し始めた。

「タイムカードには退勤時刻が押されていなかったし、出勤時刻もなかった。なんとなく嫌な予感がして瑞樹に話したら、それからが見ものだったよ」

「見もの……ですか？」

　わけがわからない話にキョトンとする。

「夕樹菜ちゃんが大変な目に遭っていたのに、ごめんね。言いたいことはね、いつも冷静な瑞樹が血相を変えて全力で探し始めたってことなんだ。あんな瑞樹、それまで見たことなかったよ」

　須藤専務の様子を思い出したのか、一条様はクックックッと喉を鳴らすように笑い始めた。

「あとのことを考えて、公にはならないよう探したんだけどね。やっぱり瑞樹は夕樹菜ちゃんを愛しているんだな、と」

　一条様の最後の言葉に、私は飲んでいたコーヒーを危うくブハッと吹きだしそうになった。

「ゴホッ、ゴホッ……な、なにを言っているんですかっ？」

「そんなに照れなくてもいいじゃん。本当にもどかしいふたりだよ」

　一条様には私の気持ちがバレバレのようだ。

「須藤専務は私を沖縄から上京させた手前、面倒を見てくれているだけです」

「真っ赤になっちゃって可愛いねー」

　一条様は私のほうに身を乗りだすようにしていた身体をソファの背に預け、足をゆったりと組みニッコリ笑う。

「もうっ！　仕事させていただきますっ！」

　一条様の言葉を信じちゃダメ。ぬか喜びしたらあとでつらくなるんだから。

　すっくと立ち上がると再び寝室に入り、ベッドメイキングにとりかかった。




　言いたいことは話し終えたのか、ベッドメイキングと床の掃除を済ませてリビングに戻ると、彼はパソコンに向かって仕事をしていた。

　そのままリビングの掃除も済ませたとき、ドアチャイムが鳴った。

「あ、僕が出るよ」

　パソコンから離れてドアへと向かったかと思うと、一条様はすぐにワゴンを押しながら戻ってきた。

「座って。ランチにしよう。夕樹菜ちゃんの好物がわからないから適当に頼んだよ」

「困りますっ！　私は社員食堂で食べますから」

「もう頼んじゃったんだから食べてよ。この量を見て。ひとりじゃ食べられない。ね、手洗ってきて」

　肩をやんわり押されて洗面所に向かわされる。

　仕方なく手を洗ってリビングに戻ると、料理はテーブルの上に置かれていた。

「イタリアンにしたんだ。夕樹菜ちゃん、好き？」

「好きです」

　一条様はテーブルに並べた品々を満足そうに見ながら聞いてきた。そんな彼を見て、つい素直に答えていた。

「よかった！」

　彼は手をパンと叩き、ニッコリと笑った。それから四人がけの丸テーブルの椅子を引いてくれる。まるでお姫様になったかのような対応だ。

「うちのホテルのパスタはおいしいと評判なんだよ。本場のイタリアンシェフが作っているからね。生パスタのコシが違う」

　パスタのコシは今ひとつわからないけれど、フォークでクルクルと巻いてひと口食べれば、トマトソースのおいしさが口の中に広がる。しかし一条様はまだひと口も食べずに、私が食べるのをニコニコ見ている。

「夕樹菜ちゃんを見ていると創作意欲が湧くよ。本当に女優になってみる気はない？」

「そんな気はありません」

「まぁ、瑞樹が許さないだろうけどな」

　小さくため息をついてがっかりした顔になる。

「いいえ。須藤専務が許す、許さないは関係ありません」

　私を須藤専務の恋人のように扱うのはやめてほしい……期待してしまいたくなる。

「このカルパッチョも食べて」

　いろいろ食べさせようとするところは須藤専務とよく似ている。さすが従兄弟。

　サーモンのカルパッチョもレモンがきいていて、たくさん食べられそうなほどおいしい。

「一条様も召し上がってください」

　そう言うと彼はようやくフォークを持って食べ始めた。そこへデスクの上の電話が鳴った。一条様は出る気がないようで、私が出ようと腰を浮かすと、彼は仕方なく立ち上がって受話器をとった。

「もしもし？　ああ、瑞樹か。ええっ？　兄貴が今日帰ってくるって？」

　一条様の驚いた声に顔を向ける。電話の相手は須藤専務のようだ。

　一条様のお兄さんって、オーストラリアのホテルの支社長で、クイーンズパレスホテルグループの後継者の方だよね。

「ああ、わかった。あとで顔を出すよ」

　一条様は受話器を置くと、なにやら考え込む様子で戻ってきた。久しぶりに会うお兄さんなのに嬉しくないみたい。

　黙り込んだまま席に着くと、ハッと我に返ったように私を見る。

「あ、ごめんね。食べてる？　しっかり食べなきゃね」

「……お兄様が戻られるんですか？」

「ああ。僕たちはあまり仲のいい兄弟とは言えないんだ。いつも瑞樹が間に入ってなんとかやっていけてる状態でね」

　だから一条様は浮かない顔をしているんだ。

「僕たちは真逆の性格でさ。兄貴は仕事でもなんでも真面目にやらないと気が済まない性格。僕は仕事に関しては妥協は許さないけど、私生活は優柔不断、ちゃらんぽらん、博愛主義。そんな僕に苛立つ兄貴といつもぶつかっていたよ。今も僕の顔を見るとすぐに小言が始まる」

「でも、兄弟がいらっしゃるっていいことだと思います。私にも兄と妹がいますけど、兄は北海道で暮らしていて、年の離れた妹はまだ中学生で可愛くて」

「仲がいいんだね」

　そう言う一条様の顔は寂しそうに見えた。

　それから彼のテンションは下がってしまい、いつもの型破りな明るさがなくなってしまって気にはなる。だけどなにも知らない私がどうのこうの言える立場ではなく、食事が終わると早々に部屋を出た。




　それからは休む間もなく他の客室を回り、もくもくと仕事をこなしていたので、ある部屋で誰かが入ってきたことにも気づかなかった。

「夕樹菜ちゃん、ここにいたのね」

「きゃっ！」

　ベッドメイキング中に突然話しかけられて、心臓が飛び出るくらいに驚いた。

「どうしたの？　そんなにびっくりさせるつもりはなかったんだけど」

　相手は私の驚きように驚いている長井さんだった。

「あ……すみません。集中していて……」

　暴れる心臓を落ち着かせようと、小さく深呼吸をする。

「今朝は神田さんがいたから知らないふりをしていたけど、本当は休んだ理由を知っているのよ。須藤専務に事情を話してもらったから。もう大丈夫なの？」

「はい。ご心配をおかけしてすみませんでした」

「ひどい人がいるもんだわ」

「……閉じ込められたことよりも……そんな目に遭わせたいと思っている人がいたのがショックで……」

　母親のように優しい長井さんに胸の内を打ち明けていた。こらえていた涙が、口を開くとポロポロとこぼれ始める。

「夕樹菜ちゃん……かわいそうに……相当怖かったのね。今日はひとりのシフトになってしまったけれど、犯人が見つかるまで私と一緒のほうがいいわね。主任にシフトをチェックしてもらうわ」

「ありがとうございます……いろいろとすみません」

「いいのよ。さっ、手伝うわよ。あと何部屋？」

「二部屋です」

　ふたりで手分けして仕事を始めた。




　長井さんのおかげで早めに掃除を終え、明日のアメニティグッズや寝具、タオル類を補充してからカートを倉庫にしまう。廊下に出ると神田さんが近づいてきた。

「夕樹菜ちゃん、古川チーフが呼んでいるわよ。すぐに来てって」

「はい」

　返事をして古川チーフの部屋へ急ぐと、ドアの前でその姿を見つける。

「お呼びでしょうか？」

「ええ。部屋に入ってから話すわ」

　彼女は先に部屋へ入り、デスクチェアに優雅に腰かける。

「備品室のことだけど」

「はい……」

「まさかあちこちに言いふらしたりしていないわよね？」

「そんなっ、言ってません」

「それならいいわ。ホテルの信用にも関わることだから、一切他言はしないでちょうだい」

　古川チーフは厳しい目つきで言いきる。それは、憎まれているのではないのだろうかと思うほどの厳しさで、やはり犯人はこの人？と疑ってしまいそうだ。

「……わかりました」

「フロントデスクの前に子供がアイスをこぼしたの。きれいに拭いてちょうだい。掃除道具はフロントにあるわ」

「はい」

　モヤモヤしつつも一礼してからフロントへ行き、掃除道具を受けとる。

　チェックインカウンターのすぐ横でモップをかけていると、目立つ男女がやってきた。ハッとするようなブロンドの美人と須藤専務だった。

　小さな顔にパッチリと大きな目。少し離れているから瞳の色まではわからないけど、須藤専務を見る目はイキイキとしている。ブルーのスキニージーンズが足の長さを際立たせ、チューブトップにシースルー素材のブラウスを羽織った姿は、カジュアルだけど品がある。身長はモデルのように高く、須藤専務も長身だから釣り合いがとれていて、ふたりはまるで雑誌から抜け出たよう。

　その美しい女性から視線を動かすと須藤専務と目が合ってしまい、軽く会釈してからしゃがんで雑巾をかける。

　手を動かす私の全神経は須藤専務に集中していて、フロントの女性との会話が聞こえてしまう。どうやら美しい女性のチェックインの手伝いのようで、カードキーを受けとったらしい須藤専務は英語で話している。

「サンキュー！　ミズキ！」

　雑巾がけが終わり立ち上がったところで、美しい女性が須藤専務に抱きつき、顔に唇を寄せるのを目の当たりにしてしまった。

　彼女の唇が触れたところは……須藤専務の唇だった。私の目はこれ以上ないほど大きく見開かれる。

　今、瑞樹って言った……単なるお客様のサポートかと思ったけれど、知り合いだったんだ……ううん、知り合いではなく、人前で唇にキスするくらいなんだから……もしかして恋人？　古川チーフが恋人でないとは聞いたけれど、だからといって恋人がいないとまでは確かに聞いていなかった……。

　見開いた目を慌てて伏せ、掃除道具を持ってその場を離れる。

　先ほどの光景がショックで、モップを洗いながら胸の痛みを感じていた。

　きっと外国の女性だからオーバーな表現なんだ。あのキスは単なるお礼で、愛情からのものではないのだと思い込もうとする。

　それでも不安は拭いきれず、私の肩はがっくりと下がりっぱなしだった。




「疲れたな……」

　十九時過ぎ。スーパーで買い物をして寮の部屋に帰り、買ったものを床に置いたままベッドにぐったり座ると、ポロッと口から心情がこぼれる。

　判明しない備品室の犯人、あの事件を口外しないように念を押す古川チーフ、そして須藤専務と一緒にいた謎の美女が頭の中をグルグル回り、気分が重くなる。

「あー、もうっ！」

　ベッドにゴロンと転がり目を閉じると、お母さんやおばあちゃんが浮かんできて、無性に沖縄へ帰りたくなる。このまま客室係を続けていてもなんの楽しみもない、という負の考えも浮かぶ。

「これって五月病なのかな……でも、頑張らないと、無理に東京へ異動させてくれた須藤専務に申し訳ない。私の恋なんて実るはずないんだから、ときどき姿を見られるだけで我慢しなきゃ……」

　無理に自分の感情を押し込めようとしたが、口に出して言うのは簡単でも心はそうはいかない。

　好きになりすぎないうちに、須藤専務を心から締めださなきゃ。




　不安定な決心をしてシャワーを浴び、レトルトの梅干しがゆを温めて食べていると、ベッドの上に無造作に置いていたスマホが鳴った。

　この着信音は……。

　須藤専務だけ着信音を変えていたから、誰からの電話かすぐにわかってしまった。

　鳴り続ける電話。さっき決心をしたばかりなのに、電話に出たくて仕方ない。心地よい低音の声が聞きたくて胸が暴れ始める。

　葛かっ藤とうの結果、電話に出るという選択肢に軍配が上がり、スマホに手を伸ばした。

「もしもし……」

『悪い。もう寝ていたか？』

　須藤専務の声はいつになく申し訳なさそうだ。

「い、いいえ。シャワーから出たばかりで……」

　電話に出るのに悩んでいたなんて言えずに、嘘をつく。

『五日後の金曜日は君の休みだったな。出かけるのはその日にしよう』

　あ……。

　昨日の話を覚えていてくれた嬉しさが胸に広がり、じわっと温かくなる。しかし、嬉しいけれど約束した手前、無理をしているのでは、とも思った。

「いいんですか？　お仕事が忙しいんじゃ――」

『俺にも休みは必要だ。それとも、休みなしで働けと言うのか？』

　少しムッとしたような言い方だけど、須藤専務も楽しみにしてくれているの？と嬉しくなる。

「いいえっ。そんなことは……」

　急いで否定する声が必要以上に弾んでしまう。

『じゃあ決まりだからな』

「はい……」

　彼の声は力強くて、耳に心地よく響く。けれど謎の美女を思い出し、私の声は小さくなってしまった。

『なんだ、気乗りしない返事だな？』

　次に私の耳に聞こえてきたのは残念そうな声。須藤専務は本当に楽しみにしてくれているの？

「そ、そうじゃなくて。金曜日、楽しみです！　ありがとうございます！」

　私の言い方がおかしかったのか、彼が笑っている。

『それから、君の神経がまいらないうちに犯人は必ず見つけだすからな。それまでは長井さんと一緒に仕事をするように。古川くんには指示を出したから』

「……ありがとうございます。でも、私の神経がまいらないうちにって……？」

　なぜそう言うのか、腑に落ちなくて尋ねる。

『宏基から、君の様子がいつもと違うと知らされたんだ。ああ見えて洞察力が鋭いところはさすがだな』

「一条様から……」

　背後から声をかけられたときに異常に驚いてしまったから、一条様に不安な気持ちが伝わってしまったんだ……。

『金曜日、忘れるなよ』

　最後に須藤専務らしいハッキリとした声で念を押されて、電話は切れた。

　須藤専務と一緒に出かけられる。さっきまでの五月病のような鬱々とした気持ちは、一転して五月晴れのような気持ちに変わる。

　一緒に出かけたらどんどん好きになってしまい、つらくなるのがわかっていても、嬉しい気持ちには勝てなかった。

　妹のような存在でいい……。そう思えば、この恋だってつらくないはず。










キスしてください




　目を覚まして一番最初にしたのは、卓上カレンダーの今日の日付にバツをつけることだった。四日後の金曜日には花丸。

　金曜日を楽しみに、これから数日間はりきって仕事ができそうだ。




「おはようございます！」

　いつもどおりに一条様の部屋を訪れると、リビングにはカーテンが引かれたままで薄暗く、部屋に漂うお酒の強い臭いに顔をしかめる。

　テーブルにはへこんだビール缶や酎ハイの缶が合わせて八缶。ほんの少しだけしか中身の残っていない洋酒のボトルも、蓋が開いたまま転がっている。ソファを見れば一条様が丸まって眠っていた。

「これ全部、一条様が……？」

　どうしてこんなに飲んだの？　昨日、お兄さんの話をしていたときの彼の様子を思い出す。

　このまま寝かせておこうとも思ったけれど、なにか用事があったら大変だと思い直し起こすことにした。一条様の眠るソファに膝をつき、声をかけてみる。

「一条様、一条様？」

　声をかけただけじゃ目蓋がピクリともしない。かなり深い眠り。まさか、急性アルコール中毒じゃないよね？

「一条様、一条様っ！」

　身体を揺さぶると、ようやくうめき声のようなものが聞こえてくる。

「もう十一時を回りましたよ」

「……ん……っ……ううっ……」

　目を開けないままうめいた一条様の腕が突然伸びてきて、私の首に絡みつき――。

「きゃっ！」

　彼の胸に顔を引き寄せられた。

「う……ん……いい香り……」

　意外にも楽しむような声にハッとして、力を込めて彼から離れる。

「ひどい拒絶反応だね。モテ男の僕としてはショックなんだけど」

　あっけにとられていると、彼は口元をうっすら歪ませてゆっくり身体を起こした。

「急に抱き寄せるからです」

「あれ？　夕樹菜ちゃん、ゆっくりならいいの？」

　いつもより少し目蓋が腫れぼったいけど、見慣れたいたずら小僧のような目を向けられて、慌てて首を横に振る。

「冗談はやめてくださいっ」

　私の慌てた顔を見て、彼は少しかすれた声で笑いながら立ち上がる。

「いつもこんなにお酒を召し上がるんですか？」

　私も立ち上がってテーブルの上を片づけ始めた。

「いつもは……こんなに飲まないけど、今日も飲みたくなったら飲む……かな」

　今日も？

「お仕事に行き詰まったんですか？」

「えっ？　仕事は順調だよ。シナリオもあと少しだしね」

「こんなに飲んだら身体を壊してしまいますよ？」

「これくらい大丈夫さ」

　彼は窓に近づくと、重いカーテンを開けてから両手を上げて伸びをした。

「あ！　夕樹菜ちゃん、今日一緒に飲もうよ。僕が飲みすぎないか心配でしょ」

「そんなことありませんっ。ご一緒する方ならたくさんいるはずですし」

　誘いをかわして寝室へ行こうとすると、「これから寝るから掃除はやらなくていいよ」と言われてリビングの掃除を始める。

「うー、頭いてぇ……じゃあね、夕樹菜ちゃん。あ、夕方の仕事が終わったら郵便物をお願いしたいんだけどいいかな」

「はい。とりに伺いますね。おやすみなさい」

　寝室に消えていく一条様を見送った。ソファで寝ていたとはいえ、あまり睡眠をとっていないみたいだった。




　一条様の部屋が終わると長井さんと合流して社員食堂へ行き、昼食をとる。今日はトマトソースのパスタにしてみたけれど、一条様がルームサービスで頼んでくれたイタリアンとは違い、なんとなく味気ない。おいしいんだけどな……。

　落としても丈夫なメラミン素材の皿のせいなのか。やっぱり器は大事だよね。

　そんなことを考えながらトマトソースパスタをたいらげ、休憩時間が終わると午後の仕事にとりかかった。

　長井さんと二十階のロイヤルスイートルームの掃除をするために廊下を歩いていると、ひと部屋先のドアが開いて人が出てきた。その人を見て身体がこわばる。後ろ姿でもわかるバランスのとれた体たい躯くで、スーツがよく似合っている。

　須藤専務とブロンドの女性だった。従業員エレベーターから来た私たちには気づかずに、お客様用のエレベーターに向かっていく。彼女の腕が須藤専務の腕に絡みつき、いかにも恋人のような雰囲気を漂わせている。

「今出ていった人、須藤専務よね？」

　長井さんもふたりの後ろ姿をじっと見ている。

「そ、そうですね……」

　胸が苦しくなって、返事をするのがやっとだ。

「もしかして恋人かしら？　お似合いの雰囲気だったわね」

　あの部屋は彼女が泊まっている部屋だろう。そこから出てくるということは……考えたくないけれど、そういう関係なのかも。

　知りたくなかった決定的な現実を突きつけられて、足元からガラガラと地面が崩れ落ちていきそうな感覚に襲われる。

「夕樹菜ちゃん、時間ないわ。早くやっちゃいましょう」

　長井さんの声で我に返り、今にも涙が出てきそうな目に手をやる。そんな私に長井さんは気づかなかったようでホッとしつつ、ロイヤルスイートルームの鍵を開けて中へ入っていく長井さんの後ろ姿を追った。

　今は須藤専務とブロンド美人を心から追いだして、掃除をしなければならない。そう思ってもうまくいかず、長井さんとシーツを張るときでさえ手に力が入らなくて、ピンと張るどころか手が離れてベッドに倒れ込んでしまいそうになる。

「あ……すみません。手に力が入らなくて……」

「夕樹菜ちゃん、大丈夫？　まだ疲れているんじゃない？」

「そう……かもしれないです……」

　疲れているせいではなかったけれど、詮せん索さくされたくなくて肯定する。

　ずっと目頭が熱くて長井さんに顔を向けられず、シーツをピンと張る作業に集中するふりをした。




　今日は比較的、仕事が楽な日だった。でも気持ちは須藤専務を見てからどんよりと落ち込んでいた。

　須藤専務のことは昨日、割りきったつもりだった。しかしそう簡単にはいかないのが心……。

　終業時間ぴったりの十八時三十分になり、更衣室へ向かった。入れ替わりに他の部署の女性ふたりが出ていく。備品室のことがあったせいで警戒心が生まれており、更衣室に誰もいないことを確かめてから着替えた。

　更衣室を出たところで一条様に郵便物を頼まれていたことを思い出し、忘れないでよかった、と苦笑いを浮かべる。

　私服だけれど、郵便物をとりに行くだけだから大丈夫だよね。

　マニュアルには、仕事以外でお客様の部屋を訪れてはいけないと書いてあるのだ。

　トートバッグを肩から下げて、うしろめたさを感じながら従業員エレベーターに向かった。

　やっぱり制服を着てくればよかった。こそこそした歩き方になっていないとは思うけれど、廊下で誰にも会わないように祈りながら、一九〇一号室のドアチャイムを押した。

　早く出てきてください。心の中で頼み、ドアが開くのを待つけれどなかなか彼は出てこない。

「出かけちゃっているのかな……」

　もう一度ドアチャイムを鳴らしてみると、数秒経ってからドアがゆっくり開いた。壁にもたれかかるようにして一条様が立っていた。

「夕樹菜ちゃーん！　どうぞ～、入って～」

　お酒臭く、若干目がすわった状態で手招きされる。

　また飲んでいるんだ……どうしたんだろう……。

　心配だったけれど、ここにいたら誰かに見つかってしまうのではないか、と気が気じゃなくて首を横に振った。

「いえ、郵便物をいただいたら帰ります」

「えーっ！　そんなぁ。一杯だけでも付き合ってよ。さぁ、入って入って」

　その声は廊下にビンビン響くくらい大きくて、私は思わず自分の口に人差し指を当てて「シーッ」と言っていた。

「本当に一杯だけだからさぁ」

　すごい力で腕を引っ張られて、部屋の中へ引き込まれる。

　仕方ない。飲めないけれど一杯くらいならなんとか大丈夫なはず。

　リビングのソファに腰かけるとすぐ、琥こ珀はく色の液体の入ったグラスを目の前にドンと出される。

「今日もたくさん飲んだら身体が壊れてしまいます。ほどほどにしてください」

「僕に説教かー。みーんな、僕にせっきょーするんだよな……」

　半分くらい入っていたグラスの中身をゴクゴクと喉に流し込むと、彼の身体がぐらりと揺れた。

「一条様っ！」

　床に座り込んだ彼はソファを背に胡坐あぐらをかいている状態だけど、目は虚うつろでひと口飲むたびに酔いが回っているみたいだ。こんなに飲んじゃって身体は大丈夫なの？

「夕樹菜ちゃんはさ、やっぱかーわいいねー。あー！　早く飲んでー！　約束じゃん」

「私、お酒強くないんです。だから……一杯だけ飲ませていただきます」

　心を決めて琥珀色の液体をひと口飲む。ごくりと液体が喉を通っていくと、はじめて経験する熱さにびっくりして咳が出る。

「ゴホッ、ゴホッ、ゴホッ……」

　なに、これ。こんなの飲めない。

　胃の中が熱くなって、身体が一気にだるくなったのを感じる。

「私っ、帰ります。郵便物は……？」

「えーっ、まだいいれしょ」

「お相手できる方を呼んでください」

　うーっ、目の前の一条様が揺れている……。

「そっかー、じゃあ、呼ぼーかな」

　彼はポケットからスマホを出してどこかへ電話をかけ始める。それから耳に当てたスマホを突然、私に差しだした。呼びだし音が鳴っている。

「出たらぁ、夕樹菜ちゃんが呼んでー」

　さっさとスマホを私に持たせ、ソファに腕を置いて頭を乗せると、それっきり目を閉じてしまった。

「そんなぁ！　困りま――」

『宏基、なんの用だ？』

　聞こえてきたのは女性の声ではなく、不機嫌そうに一条様の名前を呼ぶ須藤専務の声だった。驚いて思わず〝通話終了〟の表示をタッチしてしまう。

　女性を呼ぶのかと思ったのに……かけ間違い？

　そのとき、まだ手に持っていたスマホが鳴った。

「きゃっ！」

　手のひらで光るスマホ。そこに表示されている名前は〝瑞樹〟。

　どうしよう……出るべき？

　こんなに大きな音なのに、目の前のソファにもたれかかるようにして眠っている一条様はピクリとも動かない。

　しつこく鳴り続ける着信音。頭がぼんやりしてうまく働かないけど、こんなにお酒を飲まないよう言ってもらおうという気持ちが湧き起こり、スマホを耳に当てた。

『おい、宏基？　どうしたんだ!?』

　ようやく電話に出た私の耳に飛び込んだのは、先ほどの不機嫌さはなくなり心配しているような声色。その声は私の心臓をドキドキさせて切なくなる。

　あ……こんなに心臓がドキドキしちゃうのは、お酒を飲んだせいなのかも……。

『宏基？　どこにいる？　用があるんだろう？　兄貴のことなら――』

「あ、あの、比嘉……です」

　勇気を出して名乗ると、一瞬絶句したように沈黙されてしまう。

『……宏基の電話にどうして君が？　宏基は？　今どこにいるんだ？』

　心配そうだった声は先ほどよりもさらに低く、不機嫌さが増したように聞こえて、勇気をかき集めないと声が出せなくなりそうだった。

「……一条様の部屋です。お酒をたくさん召し上がられ――」

『すぐに行く』

　ぶっきらぼうな声のあと、プツッと通話が切れた。

　とても眠かった。でも須藤専務のためにドアを開けに行かなきゃ、とフラフラする足で立って待っていた。

　しかしそれはとり越し苦労で、機械音がしてドアが開いた。そうだ、須藤専務はスペアカードを持っていたんだっけ……。

　数歩でリビングに入ってきた須藤専務は、テーブルの上のお酒と眠る一条様を見てから私に視線を移した。

「どういうことだ？　なぜここにいる？」

「あ、あの……」

　きつく詰め寄られて、ちゃんと働かない頭から口まで言葉を伝達できなくてしどろもどろになる。

「郵便物が……あるからと……」

　あぁ……言いたいのはこれじゃなくて……。

「今朝、掃除に来たときもひと晩中飲んでいたみたいで……」

　私が立っていられるのはここまでが限界のようで、足に力が入らなくてストンと床に座り込んだ。

「夕樹菜！」

　須藤専務は座り込んでしまった私を抱き上げ、ソファに座らせる。

「酔っているのか？　どれだけ飲んだ？　気持ち悪いのか？」

「半……分……くら……」

　グラングランと目の前が回り、額に手を置いてなんとか意識を保とうとした。

「水を飲むんだ」

　冷蔵庫からミネラルウォーターを持ってきてくれた須藤専務に、ペットボトルの水を口へ流し込まれる。

「すみま……せん……お酒……飲めなくて……」

　須藤専務が来て安心したせいもあり、目蓋がくっつくのを止められなかった。そして隣に座っている彼のほうへ身体がずるずると倒れるのも止められなかった。




　ん……喉が渇いた……。

　幸せな夢の中を漂っていたけど、徐々に意識がハッキリしてきた。

　目蓋は重く、起きるのが面倒だなぁなんて考えていたら、いつもと違う寝心地にハッとなって目が覚めた。ダウンライトがひとつ点いただけの薄暗い部屋。

「ひゃっ！」

　手がなにかに当たり横を見てみると、こちらに顔を向けてうつ伏せで眠る須藤専務の身体だった。スーツの上着を脱いだベスト姿に心臓がドクッと跳ねる。すやすや眠る少年のような寝姿を、喉が渇いているのも忘れて食い入るように見つめてしまう。

　しだいに意識がなくなったときのことが思い出され、思わず自分の服を見るが乱れてはいない。

　でも、どうしてベッドに……？　一条様はどこ？　まさかソファで……？

「百面相は終わりか？」

「須藤専務っ！」

　彼はゆっくり身体を起こすと、ベッドから下りて腕時計を見る。

「夜中の一時か。けっこう寝たな」

「あの、すみませんでした」

　私も上半身を起こしてシーツにつくくらい頭を下げると、まだ酔った感覚だった。

「仕方ないだろ、宏基のせいだからな。酔っぱらいがいるのに、ここに君ひとりで置いていくわけにもいかないし」

「一条様は……？」

「ソファで寝ている。君が酔いつぶれたあと、無理やり起こしてこの状態を説明させたよ」

　よかった。私がここに来た理由をちゃんと話してくれたんだ。

「とはいえ、仕事が終わってから客室に来るのは社則違反だし、その上、酒に酔って眠ってしまうとは……飲んだらどうなるかわからないほどバカなのか？　飢えたオオカミに襲われるかもしれないんだぞ!?」

　最初は静かな口調だったものの、しだいに腹が立ってきたのか叱りつけられていた。彼からは不機嫌全開オーラが漂っているけれど、バカと言われて私も憤慨する。

「バ！　バカって……」

　須藤専務のことを考えて、気づいたときには着替え終わっていて、面倒だからそのまま来たのは私が悪いんだけど……。

「一条様は私を襲うような人じゃありませんっ！」

「そんなに宏基を信用しているとはな。俺のことも宏基以上に信用しているか？」

　シーツの上に手を乗せて、須藤専務は私のほうへ身を乗りだしてくる。彼の形のいい唇ばかり見てしまって目を逸らすことができない。

　あのときのように、キスしてほしい……。

「……キス……してください……」

　願望が声になって出てしまった。ずっとキスしてほしいと思っていた。

　恋人がいてもいい。今だけキスしてほしかった。

　一瞬目を見張った須藤専務だけど、クッと喉の奥で笑ってから顔を近づけて……唇が重なった。優しく食はまれ、早くも身体の奥が痺れ始めている。

　望みどおり須藤専務の舌は簡単に私の唇を割って、舌を絡めとる。口腔内を蹂じゅう躙りんするように動きまわる彼の舌を、喉の渇きを必死に潤うるおそうとしているみたいに貪どん欲よくに私も求めてしまう。

　私……まだ酔っている？

　シーツに縫いつけられるようにゆっくりと押し倒され、深いキスは続く。

　深まるキスに須藤専務のことしか考えられなかったけれど、手がＴシャツの下に入り込み腹部を撫でられて我に返る。

　私ったら、なんてことを言っちゃったんだろう！

　須藤専務には恋人がいるのに、キスしてほしいと自分から言ったのを思い出して恥じる。彼の広い肩に両手を置いて押すと、唇はチュッと甘い音を踏んで離れた。

　恥ずかしい……。

　須藤専務の身体の下から抜け出るようにベッドから下りる。羞恥心にさいなまれながらも勇気を出して彼の顔を見ると、あっけにとられたような表情だ。

「ごめんなさいっ！」

「夕樹菜？」

　突然の私の行動に、わけがわからないといったように戸惑う瞳と視線がぶつかる。

「か、帰りますっ！」

　腰が痛くなるくらいに勢いよく頭を下げると、寝室を出た。ソファでのびのびと手足を伸ばして寝ている一条様がいて、そのソファの下に私のトートバッグがあった。それをひったくるように手にして脱兎のごとくドアに向かう。

「遅い時間だ。送っていく」

　ドアノブに手をかけたところで須藤専務に後ろから言われて、振り向かないまま大きく首を横に振った。

「大丈夫です。ひとりで帰れます」

「だが、真夜中だ。危ない」

「一緒にホテルを出るところを従業員に見られたら、変な噂がたってしまいます。大丈夫ですから」

　そう早口で言いきると、静かに部屋を出た。

　須藤専務は追ってこなかった。




　警備員室の窓口に座っている警備員に、うつむきがちに頭を下げて外へ出た。

　それから小雨が降っていることに気づいたのは、寮まであと少しというところで、髪から服、トートバッグまでびしょ濡れになっていた。

　まわりが一切目に入らないくらい、寝室での状況を後悔していた。小雨と混ざって涙が頬を伝うのを止められない。

　夕樹菜のバカバカ！　恋人がいる人に、なんでキスしてなんて言っちゃったのっ!?それに須藤専務も須藤専務よ。恋人がいるのにあんな濃厚な……まるで恋人のようにキスしてっ！

　怒りの矛先が自分から須藤専務に変わるが、でもすぐに、自分がいけないのだともう一度後悔し始める。

　男の人は恋心がなくても、誘われればそういうことも簡単にしちゃうんだ……。

　寮の前で、トートバッグに入っているスマホが突然振動して身体が跳ねる。

　須藤専務だった。出たくないけれど、心配してかけてきてくれたのだろう。

「も……もしもし……」

　心臓のドキドキが再びやってきて、胸を押さえながら出る。

『もう着いたか？』

　心配そうな須藤専務の声に、頬に伝わる涙がますます止まらなくなる。

「はい……寮の前です」

　そう言うのがやっとだった。しゃくり上げないよう下唇を噛みしめる。

『わかった。俺と君はちゃんと話す必要がある。金曜日に話そう』

　寮の前だと聞いて、ホッとした声だった。だけど私は『金曜日に話そう』と言われパニックを起こしそうだった。

「わ、私は話す必要なんてありませんっ！」

　須藤専務の口から、恋人の話なんて聞きたくなかった。〝通話終了〟表示をタッチして、電源を落とした。

　なにを話す必要があるというのだろう。恋人がいるのに、私をつまみ食いしたかったということ？　そんな不誠実な人ではないと思いたいけれど……。

　まだ知り合って二ヵ月……須藤専務の全部を知っているわけじゃないから……。










備品室の犯人




　鏡に映る自分の顔を見て、重いため息が漏れる。

「泣きすぎて目蓋が腫れちゃってる……みっともない……」

　出勤までになんとか腫れた目を治さないと、人前に出られない。気持ちは沈んだままだけど、仕事には行かなくてはならない。何度も顔を洗ったり、タオルで冷やしたり温めたりを繰り返して、腫れはなんとか目立たない程度に治まってくれた。

　部屋を出ると、偶然にも菜穂が鍵をかけているところだった。

「菜穂、おはよう」

　いつもより念入りにお化粧をした顔でニッコリ挨あい拶さつする。

「おはよう」

　笑顔のない菜穂の『おはよう』に、なにかあったのだろうかと小首を傾げる。

「どうかしたの？　具合でも悪い？」

　階段を下りながら聞くと「別に」とやはりそっけない。

　彼女は不意に立ち止まると私のほうを見た。

「私、早く行かないといけないの。先に行くね」

　そう言って勢いよく階段を下りていってしまった。

「どうしたんだろう……」

　私、知らないうちに菜穂の気に障ることでもした？　でも入社してから飲みに行って、それからは挨拶を交わすだけでほとんど話もしていなかったし……。

　玄関を出るとコンクリートの道路は乾いていて、夜中に本当に雨が降っていたのだろうかと思わせる。今日はスッキリとした青空が広がり、そよそよと吹く風が長い髪を揺らして気持ちいいのだが、心の中は複雑に絡まっている。

　須藤専務のことを想うと沖縄を思い出す。はじめて会ったのが沖縄だからだろうか。

　沖縄はもう梅雨に入ったんだよね。夏に帰省したいな。




　いつものように長井さんとペアを組んで掃除を始め、十一時になると一条様の部屋に向かう。

　ドアチャイムを押しても返事はなく、スペアカードで部屋の中へ入る。テーブルの上はきれいさっぱりなにもなく、昨日飲んだのは夢だったのかと思ってしまう。

「一条様？」

　ノックしてから寝室に入るも、誰もいない。ベッドは昨夜自分が寝ていたままの状態のように見える。

「出かけているんだ。二日酔いじゃないってことだよね？」

　昨日のような状態じゃなくてよかった。




　主のいない部屋の掃除ははかどり、早く終わって食堂へ行く。いつもより早いせいか、面識のない他部署の社員たちがいる。

　気のせいかもしれないけれど、私が食堂へ入った瞬間、話し声がピタッとやんだ気がした。

　カウンターに並んで食堂のおばちゃんに注文をして待っていると、視線を感じ振り返る。カウンターに一番近いテーブルに座っていた女子社員たちが、私が振り返った瞬間に慌てたように視線を逸らした。

　四人の女子社員の中には菜穂もいた。

　なんか変……私の噂？　備品室に閉じ込められたのが知られた？　そうだとしても、感じ悪い。

「はい、月見うどんできたよ！」

　食堂のおばちゃんが私の前に月見うどんを置いた。

「ありがとうございます」

　トレーにどんぶりと水の入ったコップを置いて、空いている席に座った。さっきの四人からは離れたところだ。

　ひとりで月見うどんを食べていると、生姜焼きのプレートを持った長井さんがやってきて目の前に座る。

「お疲れさまです」

「お疲れさま～。あらあら、もっと力がつくものを食べなきゃダメじゃない。入社当初の頃より痩やせたみたいよ？」

　彼女は私の月見うどんを見てから、両手を合わせて生姜焼きを食べ始める。

「痩せたと思いますか？　それなら嬉しいんですけど」

　ジーンズのウエストが緩くなっているのを感じてはいたけど。

「なに言ってるの。私たちの仕事は身体を酷こく使しするんだから、ちゃんと食べないと倒れるわよ」

「はい。夕食はたっぷり食べます」

　私のことを考えていろいろ言ってくれる長井さんはお母さんみたいだな、とときどき思ってしまう。うちのお母さんよりは若いけど。




　もう少しで食べ終わるという頃、食堂の入口がざわざわと騒がしくなった。

「なにかしら？　スーツの人ばかり……あら、須藤専務もいらっしゃるわ」

　長井さんは入口がよく見える位置だが、私は振り向かないと見えない。須藤専務と聞いて心臓がドクッと跳ねた。

「男前がふたりと……重役たちね」

「男前がふたり……ですか？」

　緊張して、振り返って見ることもできず、長井さんに小声で聞く。

「ええ、見たことがある人ね。あっ！　オーストラリアのホテルの支社長だわ。会長の孫よ」

　ってことは、一条様のお兄様？

　見てみたい衝動に駆られて振り返ろうとしたところへ、ぞろぞろとご一行様が私のテーブル横の通路を通っていく。そしてふたつ先のテーブルに着いた。

　須藤専務と支社長らしき男性はこちらを向いて座り、その間、彼らの動向を見守る食事中の社員たちは誰もひとことも話していない。視察なのだろうか、とみんな緊張した面持ちでいる。

　私もぼんやりそのテーブルを見ていると須藤専務と目が合い、ビクッと肩が跳ねてしまう。急いで食器に視線を移し、元より暴れている心臓を静めようとした。

「支社長もいい男よねー。目元が兄弟でよく似ているわね」

「そうですね……私、先に休憩室に戻っていますね」

「え？　ええ、わかったわ」

　ずっと須藤専務の顔しか見ていなかったから、支社長の顔なんてよくわからない。適当に相づちを打ち立ち上がると、長井さんがポカンとした顔で私を見た。そっけない態度にびっくりしたのかもしれない。

　トレーを返却しようと並ぶ間も、私の全神経は須藤専務に向いている。

　胸が痛いよ……。

　そのとき、誰かの持っているトレーが私の腕に当たった。その衝撃で私のどんぶりに残っていた汁が制服にかかり、それからものすごい音をたてて床に転がる。どんぶりは割れにくい素材のおかげで落ちても無事だったけれど、制服がびしょ濡れになってしまった。

「そんなところに突っ立っていないでよ」

　謝られるのかと思っていたら、冷たいひとことをかけられ、目を大きく見開いた。醤しょう油ゆの匂いを放つ制服からその人物に視線を向けると、そこにいたのは菜穂だった。

「菜穂……」

「もう、こぼれちゃったじゃないっ。ここ拭いておいてよね」

　ぶつかってきたのは菜穂のほうなのだが、一緒にいた同僚らしき女性も「あなたがボーッと突っ立っているからいけないのよ」と援護射撃をする。

『ぶつかってきたのは菜穂なんだから、あなたが拭いて』と言いたかったけれど、須藤専務のいるこの場所で騒ぎは起こしたくない。下唇を噛みしめてしゃがみ、散らばったどんぶりや箸を拾う。そこへさらに耳を疑う言葉が聞こえた。

「まるでシンデレラみたいだけど、須藤専務と結婚できるなんて夢にも思っちゃダメよね」

「えっ？」

　顔を上げたときには、菜穂は背を向けて足早に去っていくところだった。今のはどういう意味……？

「夕樹菜ちゃん、大丈夫？　知り合い？」

　声をかけてくれたのは長井さんだった。

「ぶつかっちゃいました」

「ぶつかったのは彼女のほうよ。私、見ていたんだから」

　憤慨した長井さんに、ちゃんと見ていてくれた人がいる、と慰められた気がした。

　ちょっと涙ぐみそうになってから頷き、近くの掃除道具入れから雑巾をとってくる。長井さんも手伝ってくれたおかげで、あまり時間もかからずに床はきれいになった。




「は～、疲れた……」

　寮の自分の部屋に帰ってくると、大の字でベッドに倒れ込む。

「ぐったりだよ……」

　もう動きたくない。指一本動かしたくない。

　いつもと同じ仕事量だったけど、須藤専務のことに加えて菜穂の言葉が気になって、精神がまいったと悲鳴を上げそうになっている。

　須藤専務とはなんでもないと言ったのに、どうしてあんなことを言うんだろう。わざとぶつかってきたこともまるで中高生のいじめのようで、なぜそんなふうにされるのかわからない。

　須藤専務のいる場所であんな恥ずかしいところを……見られていたよね？　視線を感じたし……ドジな女だと思っているだろうな。須藤専務にはいつも変なところを見られてしまう。

　長井さんに、夕食はたっぷり食べると言ったけれど、起き上がるのも億劫でいつの間にか眠りに落ちていた。




「きゃーっ！　遅刻しちゃう！」

　出勤する十分前に目が覚め、開口一番に悲鳴を上げた。目覚ましとして使っているスマホの充電が切れていたせいで、ちゃんと鳴らなかったのだ。

　急いでジーンズと薄手のセーターを着て歯を磨き、髪の毛をとかし……なんとか十分で支度を済ませて部屋を出た。悩んでいる割にはよく寝ちゃったな。

　寝坊したせいで、いつもと同じ時間に寮を出てもなんとなく気が急せいている。まるで競歩選手のようにホテルに向かい、更衣室に入ったときには軽く息切れと眩暈がしていた。

　呼吸を整えながら、クリーニングされた制服に着替え、髪をまとめると、ようやくいつもの朝が始まった。

　チェックアウトされた部屋から次々と、長井さんと掃除をしていく。

　前屈みでバスタブを掃除して頭を起こすと、一瞬目の前が真っ暗になって身体がグラッと揺れた。とっさにバスタブの縁に手をかける。

　昨日の夕食と今朝の朝食を抜いてしまったからフラフラするんだ……。お腹が空いてしまうと力が出ないからな。菓子パンでも食べておけばよかった、と後悔しながら、眩暈が治まるのを待って浴室を出た。

「夕樹菜ちゃん、一条様の部屋へ行く時間よ」

　室内の時計を見ると、十一時になる十分前。

「はい、いってきます。浴室と洗面所は終わりましたので、あとはよろしくお願いします」

　ベッドメイキングをしている長井さんに残りを頼み、部屋を出た。

　一度、地下のスタッフルームへ掃除カートをとりに行き、十九階の一条様の部屋へ向かう。前方に注意しながらカートを押していると、突然ひょっこり男性が姿を現して悲鳴を上げそうなほど驚いた。

「一条様っ！」

「あ、驚かせちゃった？　そんなつもりはなかったんだけど」

　一昨日の様子とは打って変わって上機嫌の一条様にホッとしつつ、驚いた心臓はまだ暴れている。

「もうそろそろ来るんじゃないかなと思ってね。待ちきれなかったんだ」

　待ちきれなかったって……あなたは子供ですか、と言いたくなる。

「今日はお暇なんですね」

「心配事がなくなったから気分がよくて」

　ここ数日、彼の頭を悩ませていた問題がなんだったのか気になったけれど、私が口を出すべきことではないと考えた。

「それはよかったですね」

　一九〇一号室に向かいながらわざと簡単に言う。

　部屋の前に来ると一条様は鍵を開けて、まるで私がそこの主であるかのように先に入れと勧めてくれる。掃除道具を持って中へ入ると、後ろにいた一条様は回り込んで私の前に立った。

「どうしたんですか？」

　ニヤニヤしている顔はいたずらっ子そのもので、その口からなにを言われるのか警戒する。

「夕樹菜ちゃんは元気ないんだね。一昨日、瑞樹と寝たのに」

「えっ？　いや、ち、違いますっ！」

　隣のリビングで泥酔していたくせに、なんで知っているのっ？

　テンパりながら大きく否定すると、振りすぎた首に痛みを感じた。

「夕樹菜ちゃんって、すぐに顔が赤くなって嘘がつけない子だよね。本当に初心で、瑞樹が大事にしたいって思うのも無理ないな」

「なにをおっしゃっているんですか。須藤専務と私はなにもありません。無駄話をしている暇はないので、仕事をさせていただきます」

　須藤専務の話はしたくなかった。名前が出るだけで胸が痛くなるから。

　だけど、須藤専務が私を好きだという一条様の憶測にほんの少し期待してしまう。でもそれはありえないとすぐに否定すると、胸の奥がさらに痛むのだ。

　寝室に入りカーテンを開けてから、浴室へ向かう。

「夕樹菜ちゃん、瑞樹となにかあったの？」

　バスタブを洗っていると、ドアの向こうから一条様が聞いてくる。どうしてほっといてくれないんだろう。

　ザーッと水の音を大きくさせ、一条様の声が聞こえないようにした。ドアについた泡を洗い流そうとクルッと向きを変えたとき、不意にドアが開いて――。

「うわっ！」

　シャワーから勢いよく飛び出る水が一条様にかかった。

「きゃっ！　どうしてドアを開けるんですかっ！」

　まさかドアを開けるとは思ってもみなかった。コックをひねって水を止め、びしょ濡れになった彼のポロシャツとジーンズを改めて見た。

　使われていなかったタオルを一条様の濡れた服に当て始めると、彼はクックックッと笑いだす。

「いい眺め。そんなところも拭いてくれるの？」

　なにを言っているのかわからず手を止めて見ると、腰から下を拭いていることに気づき、飛びのくように立ち上がる。

「変なふうにとらないでくださいっ！」

　からかわれているのはわかるけど、ムキになってしまう。

「夕樹菜ちゃんも濡れちゃってるね。ごめん。それにしても、瑞樹のことだと顔を真っ赤にさせるんだけど、この状況なのに今は赤くならないんだね。妬けるな」

「お客様の服を拭いているだけです。赤くなんてなりません。着替えられたほうがいいと思います。では掃除がありますので」

　表情を変えずにつらつらと言いきると、浴室の中に入りドアを閉めた。

　もう……須藤専務のことでからかわないでほしい……。ここへ来ることさえつらくなるから……。




　浴室、洗面所、トイレ、寝室のすべてを掃除し終えてリビングに入ると、一条様は先ほどとは別のシャツとチノパンに着替えて電話中だった。やっぱり濡れた服では気持ち悪かったみたい。かくいう私の制服も跳ね返りを浴びてしまって気持ちが悪い。

　最近の私って、濡れてばかりいるな……。

　電話の相手は仕事関係のようで、いつもの緩いちゃらちゃらした言葉遣いではなく、監督らしいちょっと尊大な言い方で話している。はじめて見る姿で、二重人格みたいだと思ってしまう。




　リビングを片づけ終わったときも電話中で、終わったことを知らせるために一条様に近づき、頭を下げて部屋を出た。

　そこでギクリと立ち止まり、私の目がこれ以上ないほど大きく見開かれる。須藤専務とあの美しい外国人の女性がこちらに歩いてくるところだったのだ。私たちの距離は一メートルもなかった。もう少し離れていたらサッとカートを押して見なかったふりもできただろうけど、近すぎてどうにもならない。

　須藤専務と目が合い、急いで頭を下げ、カートを押しながらその場を離れようとしたとき。

「比嘉くん」

　須藤専務に呼び止められた。仕方なくカートを止めて振り返る。

「なんでしょうか？」

　ギクシャクした声になっていないといいのだけれど。

「昨日は怪我しなかったか？」

「昨日……あ、はい。大丈夫です」

　食堂でのことを言っていると気づき、頷きながら返事をするも、須藤専務の隣の女性が気になって視線を向けてしまう。女性は須藤専務の左腕に掴まり、寄り添うようにしてうつむいていた。

　どうしてこんなに仲がよさそうなところを見ちゃうんだろう……。こんな人がいるんだから、私を大事にしているなんて一条様の話は、やっぱり単なる勘違いだ。

「では失礼します」

　頭を下げてカートを押す私の耳に、ブロンドの彼女がなにか言っているのが聞こえたけれど、気持ちが複雑に揺れる私にはなにを話しているのかわからなかった。




　アラームが鳴る前に、ガタン、バタンという隣の部屋の物音で目を覚ました。

　菜穂の部屋だよね。どうしたんだろう……？

　いつもは静かで、いるのかいないのかわからないほどなのに、今日は複数人の声も聞こえる。なにをしているのだろう、と気になりながら身支度を始めた。

　支度を終えて部屋を出ようとしたとき、いつの間にか隣の物音が消えていることに気づいた。不思議に思っていると、トートバッグの中のスマホがけたたましく鳴った。急いでスマホをとりだしてみると、着信は須藤専務だった。

　こんな時間にどうして……？　朝の七時三十分に須藤専務から電話をもらったことなどない。

　おそるおそる電話に出てみると、須藤専務のため息交じりの声がした。

『出るのが遅いぞ』

「す、すみません」

　どうしてそんなことを言われなければならないのか、よくわからないまま謝る。

『今どこにいる？』

「寮です。もう出ようと――」

『下にいる。すぐに出てくるんだ』

　命令口調で言われてムッとしつつ、素直に「今行きます」と言って電話を切った。

　どうしたんだろう？　部屋のドアに鍵をかけ、不思議に思いながら階段を下りる。

　寮を出ると、道路に停めたＳＵＶ車のそばに、濃紺のスーツを着た須藤専務が立っていた。

「話がある。車に乗って」

　話があると言われ、とうとう自分の気持ちに区切りをつけるときが来たかと思った。

　黙って車の助手席に座ると、須藤専務も運転席に着いてエンジンをかけた。

　そのままずっと無言の時間が過ぎ、あっという間にホテルの駐車場に着く。

　早く言ってくれればいいのに……『俺には彼女がいるから、金曜日は一緒に出かけられない』と。

　須藤専務の端正な横顔を盗み見ては痛む胸をなんとかなだめつつ、これからの話にショックを受けないように気持ちをしっかり持とうと考えていた。




　須藤専務は五階にある自分の執務室に私を連れていった。ソファに座るように言われ、おそるおそる浅く腰かけて、まだ立っている須藤専務を見る。

「比嘉くんにとってはショックなことだと思うが……」

　やっぱりその話なんだ……。

　目頭が熱くなってきて、涙が出てしまわないように須藤専務の目から視線を逸らす。

「備品室に閉じ込めた犯人がわかったんだ」

　えっ……？　閉じ込めた犯人……？　って、えっ？

　思いも寄らない話に、須藤専務に視線を戻して首を傾げる。

「犯人って……」

「君の隣の部屋に住んでいた、山下菜穂だ」

「ええっ!?」

　菜穂が……犯人？　驚きすぎて言葉が出てこない。

「もしかしたら、と気づいたのは長井さんだ。一昨日の食堂の一件で彼女の君への敵対心が異常だと感づき、いろいろ調べた結果、着ていた服装から彼女が犯人だと特定したんだ」

　そんな……菜穂に裏切られていたなんて……。

　ガツンと頭を殴られたようにショックを受け、呆然となる。

「事情を聞いたあと、彼女には昨日付けで辞めてもらい、実家へ戻らせた」

「どうして……菜穂はあんなことを……？」

　ショックで、膝の上に置いた手の震えが止まらない。

「いろいろな面で優遇されている君が憎くなった、と言っていた」

「……私が優遇されている？」

　意味がわからない。菜穂のほうが順調に、働きたい部署に所属して楽しそうだったのに。私なんか、このままでいいのか……いつも考えてしまうというのに。

「そんなふうには思わないが、彼女はそう思ってしまったようだ」

　須藤専務は、気分を害したときのように眉間にシワを寄せた。

　もしかして……菜穂は須藤専務が好きだったの？　備品室に閉じ込められたあとのことだけど、須藤専務の車から降りたときに菜穂とバッタリ会ったときのことを思い出す。あのとき、菜穂の態度がおかしかった。

　私、菜穂に嫌われていたんだ……。

　犯人が誰であってもショックを受けるのだろうけど、菜穂だったという事実は、私の心にガラスの破片を突き刺した。

「――嘉くん？　比嘉くん？　夕樹菜？」

　須藤専務の呼び声に我に返り、ぼんやりする視線を向けた。

「君が思い悩むことじゃない。このことは黙っていようかとも考え――」

「大丈夫です！　思い悩んだりなんてしません。お話が終わりならこれで失礼します」

　ソファから立ち上がると、勢いよく頭を下げてドアへ向かう。

「夕樹菜！　待つんだ！」

　須藤専務の大きな声に、ドアノブに手をかけた私の肩はビクッと跳ねて、まるで金縛りにあったかのように動けなくなった。

　近づいてくる足音。ドアノブを掴んでいた手が不意に須藤専務の手によって外され、クルッと身体の向きを変えられた。

「俺の目を見ろ」

　須藤専務のネクタイの結び目に視線を向けていた私は、一度瞬きをしてからゆっくり顔を上げた。右手は掴まれたままで、ほどこうとするとギュッと力が加えられた。

「須藤専務、どうされたんですか？」

　平静を装うには無理があるけれど、できるだけ自然に聞こえるように言葉を発した。

「俺を避けているだろう？」

「避けてなんかいません」

　須藤専務の探るような眼差しを受けながら、軽く首を横に振る。

「いや、間違いない。昨日会ったときも様子がおかしかった。それは、宏基の寝室で起こったことが原因なのか？」

「お客様のいる前で須藤専務とニコニコ雑談すればいいんですか？　それに、寝室で起こったことは関係ありません。キスしてほしいと思ったときに、たまたま須藤専務がいただけで……」

　私ったらなにを言っているんだろう。

「すみません。あのときはまだ酔っぱらっていました」

　弁解してコクリと頭を下げ、ドアのほうへ向きを変えようとしたら腕を引っ張られ、すっぽりと須藤専務の腕の中に閉じ込められる。

「放してくださいっ」

　須藤専務の腕を振りほどこうとしてもびくともしなくて、あっという間に顔が近づいてきて唇を重ねられていた。

「んっ……」

　少し乱暴に唇を食まれ、驚いて力が抜けたところへ舌が口腔内に入り込む。

　恋人がいるのにキスするなんて……ひどいよ……。

　そう頭では考えて、離れなければと思うけれど、身体は逆にどんどん須藤専務とのキスにのめり込んでいく。

　離れなきゃ……。そう思うけど、好きな人とのキス。今だけは、このキスに酔っていたい……。

　こわばっていた身体の力が抜けて、須藤専務の舌におずおずと応えていた。先ほどの強引さがなくなって、優しく舌が絡み、口腔内を蹂躙していく。立っていられないほどのキスに、須藤専務の腕だけでかろうじて立っていられる。

　夢中になって唇を重ねていると突然、須藤専務の身体が離れた。熱を持った視線はまだ私を欲しているように見えるけれど、一瞬でビジネスマンの表情になっていた。

　その理由がようやくわかった。ドア一枚隔てた向こうで誰かがノックしていたのだ。須藤専務とのキスに夢中になって、気づかなかった自分が恥ずかしい。

　羞恥心でうつむくと、須藤専務は大きな手のひらで私の頭をポンポンと軽く叩く。それから両肩を掴まれ、部屋の端に立たされた。

「瑞樹、いないのか？」

　ドアの向こうで声がする。須藤専務がドアを開けると、長身の男性が入ってきた。

「やけに遅かったな。いないのかと思った。そうか、可愛いお客様がいたのか」

　須藤専務に話しかけた男性は、私がいることに気づいて口元を緩ませた。

　食堂で見たオーストラリアの支社長だった。一条様のお兄様。鼻梁が高く、一重の目が一条様とよく似ている。身長は支社長のほうが少し高く、須藤専務と同じぐらい。

「比嘉くん、紹介しよう。オーストラリアの支社長の一条陽はる基き。陽基兄、彼女が新入社員の比嘉くん。彼女は――」

　底辺社員の私に支社長を紹介されて恐れ多く、慌てて頭を深く下げると、一条様によく似た声が。

「君が比嘉くんか。なるほど……」

　私のことを知っているの？　なるほどって……？

「支社長、須藤専務、失礼します」

　この場から早く逃げたくて頭を下げ、須藤専務の横をすり抜けて執務室を出た。










嬉しい観光が……




　五階から地下に向かう従業員エレベーターの中で、ホッと息を吐く。

　キスするなんて……どういうつもりなんだろう……。まだキスの感触が残っている唇にそっと指先をやり、須藤専務を思い浮かべる。

　車に乗ったときは、まさか犯人を知らされるとは思ってもみなかった。菜穂だったなんて……人間不信に陥りそうだよ……。

　あっ！　いけないっ！　今何時？

　トートバッグからスマホをとりだして時間を確認すると、朝礼開始の八時三十五分まであと十五分しかなかった。更衣室で素早く制服に着替え、なんとか朝礼に間に合って安堵する。




　朝礼後、長井さんと一緒に本日最初のツインの客室に入る。

「夕樹菜ちゃん、もう聞いた？　備品室に閉じ込めた犯人のこと」

　そう切りだされて、長井さんがひと役買ってくれたことを思い出した。

「長井さん、ありがとうございました」

　今朝、犯人を知ってからずっと気持ちが重かった。事実がわかっても嬉しくないことに気づく。

　友人だったと思っていた人が自分をあれほど嫌っていたなんて……惨みじめだった。

「犯人が見つかったのに表情が冴さえないわね？　なにか心配事でもあるの？」

　シーツを剥ぎとっていた長井さんの手が止まり、隣のベッドで同じことをしていた私を見る。

「長井さん……」

　情けない声が出てしまった。すると長井さんはシーツを手放し、私のところへやってきた。

「夕樹菜ちゃん……裏切られたようで悲しいのよね？」

　ベッドの端に座らされ、長井さんも腰かけて優しい声色で語りかけられると、堰せきを切ったように涙が溢れだした。

「私は余計なことをしてしまったみたい」

「そ、そうじゃ……ありません……なんだか、悲しくなって……」

　犯人を探してくれた長井さんに悪くて、泣きながら否定する。

「夕樹菜ちゃん……」

　長井さんはまだなにか言いたそうだったけれど、今は泣きやませなければ、と背を撫でてくれていただけだった。

　ようやく止まりかけた涙をハンカチで拭いたとき、長井さんは口を開いた。

「彼女は悪いことをしたんだから自業自得よ。夕樹菜ちゃん、もう気にしないで。さっ、早くやっちゃいましょう」

「はい」

　泣いたおかげでなんとなく気持ちが落ち着いた。

「あ、夕樹菜ちゃんは明日お休みだったわよね？」

「はい。どうかしましたか？」

「明後日あさって、各ホテルの副支配人以上の人たちが集まる会議があるんですって。年二回ほどあるんだけど、おそらく六階から八階までのシングルルームに泊まるから普段よりも忙しくなるわよ」

　各ホテルの副支配人以上……もしかしたら金城副支配人も来る？　でも、そんな大事な会議には通常なら支配人が出るはず。

　絶対に会いたくない人ナンバーワンだ。金城副支配人だって、そう思っているかもしれないけど。




　十一時になり一条様の部屋へ行くと、今日は不在だった。いつも話しかけてくれる人がいないと寂しい気もする。

「はぁ～。私って相当、人恋しくなっちゃってるんだ……」

　度が過ぎるほどからかってくる一条様がいなくて寂しいだなんて。




　その夜、仕事帰りにコンビニに寄ると、アルバイトの高橋くんがレジにいた。

「仕事帰りですか？　お疲れさまです！」

「こんばんは」

　爽やかな笑顔に少し癒いやされて、私も笑顔になる。

　高橋くんはレジを打ちながら話しかけてくる。

「もっと野菜を食べなきゃダメですよ」

　コンビニのから揚げ弁当と牛乳、菓子パンというメニューに彼は顔をしかめる。

「やっぱりそう思う？」

　確かに野菜不足かもしれない。

「ちょっと待っててね」

　後ろに並んでいる人がいないのを確認してから、グリーンサラダと野菜ジュースの小さいパックを持って戻る。

「素直で可愛いですね」

　高橋くんにニッコリ微笑まれ、ドキッとする言葉を言われて顔が熱くなっていく。彼の目が見られなくて急いでお金を払い、レジ袋を持って会釈してから外に出た。

「はー、びっくりした」

　突然だったからドキッとしちゃったよ。

　寮へ入り自分の部屋の前まで行くと、もう主のいない隣の部屋へと瞳が動く。ため息をついて軽く首を横に振り、部屋の鍵を開けた。




　温めてもらったから揚げ弁当とサラダを食べていると、ベッドの上に置いてあったスマホが鳴った。着信の相手を見た瞬間、緊張が背筋を走る。

　震える指先で、スマホにタッチする。

「もしもし……」

『明日のことだが』

　耳からスッと浸透していくような、心地よい低音の声の持ち主。

「はい……」

『十一時に迎えに行く』

「電車ですよね？　それなら駅で待ち合わせでも」

　東京に慣れるために電車移動で、と以前言われていたのを思い出す。

『一度ホテルに車を停めてから行くからいいんだ。十一時に下で待つように』

「はい」

　電話が切れて、本当に須藤専務と出かけるのだと実感してきた。今日のギクシャクした様子から、明日のお出かけはなくなるのではないかと思っていたから。

　正直嬉しい。今はその先にあるものを考えないようにしよう。

　あ……明日、なに着ていけばいいの？

　沖縄から持ってきた服といえばジーンズ、パーカー、Ｔシャツの似たような服ばかりで、あとは入社式に着たスーツしかない。そこで頭によぎったのは、須藤専務からもらったオフホワイトの可か憐れんなワンピース。

「そうだ！　これがあった！」

　エメラルドグリーンのハイヒールは、きれいに拭いて小さなテレビの横に置いていた。目につくところに置いて毎日見ていたかったのだ。




　ところが翌日、着替えたワンピースに自信を与えられて寮の玄関を出ると、先に来て待っていた須藤専務に「着替えてこい」と言われてしまった。

「これじゃダメですか？　須藤専務に釣り合う服なんてこれくらいしか――」

「いつものパーカーにジーンズでいい。靴はスニーカーにしろよ。今日は電車だから、歩きやすいものでいい」

　須藤専務にそう言われて、少しがっかりしながら自分の部屋へ引き返した。朝から念入りにオシャレしたのに。

　今着ていたワンピースをベッドに置いてうらめしそうに見てから、ピンクのパーカーとジーンズに着替えて急いで階段を下りる。

「お待たせしました」

　改めて須藤専務を見てみると、ブラックジーンズと、薄手の白いＶネックセーターの上に紺のカジュアルなジャケットという格好だった。長身にブラックジーンズだと足の長さが際立って見え、Ｖネックから覗く鎖骨や喉仏に男らしさを感じ、胸の高鳴りが止まらなくなりそうだった。

「それでいい」

　私の服装に満足したように頷いてから、駅の方向へ歩きだした。

　歩きながらどこへ行ってみたいかを聞かれ、沖縄にいたときに仕入れた情報を口にする。

「新宿、スカイツリーに、動物園のある上野、渋谷、浅草……」

「スカイツリーと浅草は近いからそこにしようか。新宿と上野、渋谷はまた次回にすればいい」

「はいっ」

　須藤専務の体温がわかりそうなほどの至近距離で一緒に歩くけれど、行きたいところを決めたあとはなにも話さずにいる。もともと口数が多いほうじゃないんだよね。

　でも、その空気感というか雰囲気が心地よい。金城副支配人みたいな三枚目でずっとしゃべりどおしのお笑い系の人がよかったなんて、どうして思っていたんだろう。

　駅に着くとＩＣカードを購入する。そのつど切符を買わずに済むと教えられ、使い勝手がよさそうだった。ＩＣカードの手続きを済ませるとホームに向かった。

「このカードでどこへでも行けちゃうなんてすごいですね」

　電車を待つ間、財布の中にカードを入れながら言う。

「まあな……カードに金が入っているうちは大丈夫だ」

「なくさないようにしなきゃ」

　ショルダーバッグの中に財布をしまい、身体の前で守るように持つと、クッと笑いをこらえるような声がした。

「それはスリ対策なのか？」

　身体の前でギュッとバッグを持っている自分を見下ろす。

「そうです。だって東京は危ないって。すみません、田舎者で」

「いや、警戒心があっていいんじゃないか」

　ホームに電車が入ってきた。降りる人を待ってから、須藤専務は私を促して乗り込んだ。

　座席は埋まっているけれど、立っている人はまばら。どこに立てばいいのか、つり革を持ったほうがいいのか迷っていると、電車が動きだしてバランスを失い、倒れそうになった。すかさず須藤専務の腕が私の腰に回り、無様に倒れずに済んだ。

「す、すみません」

　身体が須藤専務に密着した状態ですぐに離れようとすると、力強い腕に阻まれる。

「須藤専務……」

「いいから俺に掴まっていろ。それから、職場以外では『須藤専務』はやめてくれ。部下を連れ歩いている気になってくる。名前で呼べよ」

「な、名前ですか？」

「瑞樹だ」

「み、瑞樹さん」

　ずっと『須藤専務』って呼んでいたから慣れないよ。それに、いきなり名前で呼べよって……。

　まるで恋人同士のようなやりとりに戸惑う。不意打ちが多くて、ついていけない私の口はどもってばかりいる。

「瑞樹、だって」

　そんな私を楽しんでいるみたいに須藤専務の口角が上がっている。

「……瑞樹」

「いいだろう。ちゃんと呼べよな」

　コクコクと頷くと、心臓を射抜かれるような笑顔を向けられて急いで目を逸らした。




　地下鉄を乗り継いでスカイツリーに到着した。

　展望台の入場券をチケット売り場で二枚買い、エレベーターに向かっていた須藤専務の足が止まる。

「すまない。電話だ」

　私に断ってから隅のほうに寄って電話に出た須藤専務の顔が、一瞬で暗いものに変わるのが見えた。

「なんだって？　キャシーと会長が？　わかった。すぐに病院へ向かう」

　キャシーという名前が耳に入ってきて、私の心臓が大きく跳ねた。

　キャシーさんって……もしかしたらあのブロンドの……。

　電話を切った須藤専務は困った顔になっている。

「なにかあったんですね？」

　あえてキャシーさんの名前は出さずに聞いてみる。

「キャシーと……あぁ、キャシーは先日俺と一緒にいた女性だ。食事中に会長が倒れたらしい。すまない、病院へ行かなければならなくなった」

　キャシーさんは会長と食事をしていたようだ。会長と食事をする仲ということは、やっぱりキャシーさんは須藤専務の恋人なんだ……。それもごく親密な……そうじゃなければ身内と食事なんてしないはず。

「……すぐに行ってください。電車の乗り方もわかってきましたし、帰りはひとりで大丈夫です」

　ニッコリ笑って言うと、須藤専務は申し訳なさそうに頷いた。

　本当は悲しくて仕方なかった。目頭が熱くなって、気を抜けば今にも涙がこぼれてきそうで……。下唇をギュッと噛んだ。

「本当に申し訳ない」

「いいんです」

　須藤専務の背中が人ごみの中に消える。その姿を見ていたら、涙が頬を伝っていた。

　もうダメ……須藤専務には関わっちゃいけない……。

　涙を拭こうとすると、持っていたチケットが目に入り、ちょうど開いたエレベーターに乗った。

　須藤専務との次はない。先ほどのことから、キャシーさんと須藤専務は結婚を決めているのではないかと思った。私の面倒を見るのは、やっぱり上京させた責任感からだろう。淡い期待をしてしまった私がバカだった……。

　展望台でぼんやりと眼下に広がる景色を見る。観光客が「すごい眺めー。あっちが東京タワーで、あれが新宿の都庁だね」なんて話をしているのが聞こえてくる。

　須藤専務と一緒に見ていたら、私も見るものひとつひとつに瞳を輝かせていただろうな。

　重いため息しかつけなくて、足にも力が入らずしばらくその場から動けなかった。




　その後、なんとか寮まで戻ってくることができた。電車を乗り換えるたびに乗る方向を間違えてしまい、だいぶ時間がかかったけれど、今のこの打ちのめされた状態で戻ってこられたんだから上出来だ、と自分を褒ほめてあげたい。

「沖縄に帰りたい……」

　自分の仕事に楽しさを見いだせず、恋に破れ、ここにいてもつらいだけ。

　勝手に好きになってしまった私が悪いんだ。須藤専務は……同情してくれていただけ……。

「もうっ！　瑞樹って呼べよって、なんなのよう！」

　外に聞こえるくらいに叫ぶと、枕に顔をうずめた。




　翌日。ホテルに向かう足どりは重かった。

　泣きながら寝てしまい、須藤専務から電話が入っていたことに気づいたのは今朝。

　その着信を見ても嬉しいよりつらいほうが先に立つ。〝須藤専務〟の文字を見るだけでも動揺してしまうのだ。

　もう期待させてほしくない。期待してはいけない。

　そう心に言い聞かせ、折り返さずに出かける支度をしたのだった。




「おはようございます」

　更衣室の入口で挨拶をして自分のロッカーに近づくと、取っ手にポリ袋がぶら下がっている。首を傾げながら中身を見てみると、沖縄のお菓子やもずくスープなどの箱物が入っていた。

「これは……」

「夕樹菜ちゃん、昨日沖縄の副支配人から渡してくれるように頼まれたのよ」

　いつの間にか神田さんが後ろにいた。

「あ、ありがとうございます」

　副支配人と聞いて、思わず動揺してポリ袋を床に落としてしまう。

「す、すみません。手が滑ってしまいました……」

「副支配人と知り合いなのね。よろしく言っていたわ」

「アルバイトをしていたときに……」

「いい方ね。わざわざ地元のお土産みやげまで持ってきてくれるなんて」

　そう言って神田さんは出ていった。

　金城副支配人、いったいどういうつもりで持ってきたんだろう？

　困惑していると長井さんが笑顔でやってきた。

「夕樹菜ちゃん、おはよう」

「おはようございます。沖縄のお土産をいただいたので、みなさんで召し上がってください」

　ポリ袋のまま長井さんに差しだす。

「ありがとう。紅いもたるとだわ。これ好きなの。あとでおやつにしましょう」

　長井さんが受けとり、袋が自分の手からなくなると気持ちが少し落ち着いた。




　そんな私に追い打ちをかけるような、もう決定的だと思える話を一条様から聞いてしまったのは、いつもの十一時に一九〇一号室を訪れたときだった。

「夕樹菜ちゃん、昨日は東京観光だったんでしょ。急に瑞樹が引っ張りだされて残念だったね。キャシーを孫嫁には認めないって、じいさんがすごい剣幕で倒れちゃって」

　嫁……って、結婚……。

　目の前が一瞬真っ暗になって、倒れないように寝具をギュッと抱きしめる。

「そ……それで、会長はご無事だったんですか？」

「ああ。血圧が上がって倒れたから精密検査を受けて。それで大丈夫だってことがわかったから今は退院しているよ。大事をとって今日の定例会議は欠席だけどね」

「……よかったです」

　やっとそれだけ言い、一条様から離れた。一条様も今日は忙しいようで、デスクに向かい仕事を始めようとしていた。




　掃除が終わり報告に行くと、茶色の瞳でじっと私の顔を見てからニッコリ笑う。

「昨日デートができなかったから沈んでいるんでしょ。また近いうちにできるよ」

　慰めのひとことに、立場を忘れて苛立ってしまった。

「そんなことを言うなんて信じられません！　デートなんてもうしませんからっ！　失礼します」

　深く頭を下げて逃げるように部屋を出た。

　さっきの話が衝撃的で食欲もないけれど、食堂へとぼとぼと向かう途中で古川チーフにバッタリ会った。

「比嘉さん、人手が足りないの。これを中ホールに運んでくれる？　あなたは運ぶだけで配らなくていいから」

　松花堂弁当が乗っているワゴンを指差し、古川チーフは前を歩きだした。

　中ホールって、定例会議の場所だよね。そこには須藤専務がいる。運ぶだけのほうが須藤専務を意識せずに済んでいい。

　二階にある中ホールのドアは開け放たれていて、休憩中らしく中ではスーツを着た男性が個々のグループに分かれて談笑していた。古川チーフはすでに中に入っていて、飲み物のワゴンを押している従業員も続く。私も中へ入ると、入口のそばにワゴンを置いて外へ出た。

　急いで中ホールを出たため、中にいるであろう須藤専務はまったくわからなかった。遠くから見るだけならよかったかも……と未練がましく思ってしまう。そんな自分に嫌気が差したとき、背後から肩をポンと叩かれた。振り返った瞬間、目が大きくなる。

「やあ。比嘉くん、元気だった？」

　浅黒い肌の金城副支配人だった。

「あ……」

「土産、受けとってくれたかい？」

　沖縄でのことはなにもなかったかのように接してくる金城副支配人に戸惑う。

「は、はい……ありがとうございました」

　すぐに長井さんに渡してしまったので、とっさにお礼が出てこなかった。

「比嘉くん、痩せたんじゃない？　こっちで苦労しているんだろう？」

「新入社員ですから」

　この人は信用できない。つっけんどんな言い方をすると、金城副支配人は日に焼けた黒い顔に苦笑いを浮かべる。

「こっちに帰ってこないか？　あ！　もちろん君に言い寄ろうとかは考えていないから安心して。あのときは魔が差したというか……。ちょうどコンシェルジュがひとり辞めるんだ。君なら沖縄の観光地のことに詳しいから適任だと思って」

　私の警戒心を解くように、距離をとってやんわりと笑みを浮かべている。

　沖縄のホテルで働けると言われて、気持ちがぐらっと傾く。

「そのお話、本当ですか……？」

「君のお母さんが病気になったことにして異動願いを出したら、あとは俺が手続きをする」

「どうしてそこまで？」

　やっぱり裏があるとしか思えない。私の配属先も調べたみたいだし。

「ここの仕事は、君のやりたいことじゃないだろう？　痩せちゃって見ていられないよ。だから先日のお詫びの意味も含めて、沖縄に帰ってくればいいと思ったんだ」

　心の底から心配しているといった感じだ。私の警戒心が少し解かれる。

　それができれば一番いい……沖縄に帰れば、須藤専務を忘れられる……。

　金城副支配人を百パーセント信じるわけじゃないけれど、その話はとても魅力的ですがりつきたくなった。そのとき――。

「金城副支配人、適当なことを言わないでもらいたい」

　私たちの会話に割って入ったのは、不機嫌そのものの顔を隠そうともしない須藤専務だった。金城副支配人はギョッと驚いた表情になる。

　私は無意識に金城副支配人のほうへ一歩近づいていた。その動作に須藤専務の眉根がギュッと寄る。

「我がホテルのコンシェルジュは五年以上のフロント経験が必須。その上で試験を受けなければならない」

　えっ……？

「また嘘をついたんですかっ!?」

　思わずその場に響くくらい大きな声を出していた。

「そ、それは……」

　ヘビに睨まれたカエルのように、金城副支配人のこめかみからつうーっと汗が出て頬を伝っていく。

　嘘をついた金城副支配人に怒りを覚えたけれど、どうでもいい気持ちになって――。

「嘘でもかまいません。私、沖縄へ帰ります」

　そう須藤専務に告げていた。

　驚いて口をあんぐり開けたのは金城副支配人。須藤専務もあっけにとられた顔で、三人の間に嫌な空気が流れた。

「君、なにを言っているんだ？」

　詰め寄る須藤専務から逃げるように、じりじりと数歩下がる。

「辞めるって言ったんです。失礼します！」

　ふたりの前から去ろうとしたのに、須藤専務に手首を掴まれる。

「放してくださいっ！」

　ギュッと力のこもった須藤専務の手を振りほどこうとしていると、不思議そうな男性の声が聞こえてきた。

「瑞樹、時間だぞ。なにをしているんだ？」

　そう声をかけてきたのは一条支社長だった。その声は私にとって天の助けだった。

　須藤専務の手が緩まり、私はその場を小走りで去った。










誤解から始まった愛




　仕事中の私は行くところがなく、とりあえず更衣室に誰もいないことがわかるとベンチにぐったりと腰を下ろした。

　自分の口から出た言葉が信じられない。両手で顔を覆い、うつむきがちに重いため息をつく。

　どうしよう……辞めるって言っちゃった。須藤専務、怒っていた。

　恋をするって気が狂いそうになるくらいにつらいものだとは、思ってもみなかった。

　中学、高校、大学と、自分を好きだと言ってくれる異性はいた。でも、この人じゃなきゃダメって思えるほど好きにはなれず、デートはしたけれど友達で終わらせていた。それほど強引な人もいなかったし。

　須藤専務の、節張ってはいるけれど長い指。普段は冷たく見えるのにふとした瞬間に優しさを見せる目。それらに加えてユーモアもあり、一緒にいるとずっと胸の高鳴りに困るほどになる。

　だけどもうあの人のそばにいちゃいけない。恋人が会長と会うくらいなんだから、結婚の話は相当進んでいるはずだし……。

「はぁ～」

　ため息しか出てこなくて嫌になる。

　この胸の痛みはきっと、時間が経てばなくなるだろう。

「うん！　沖縄へ帰ろう！」

　寮に戻ったら退職願を書こう。明日提出し、一ヵ月後には沖縄に帰れるはず。それまでは須藤専務を忘れてしっかり仕事をこなさなくちゃ。




　その誓いを守り、割り当てられた部屋の掃除をいつもより丁寧に終わらせると、疲れた足どりで地下へ戻る。

　掃除はきちんと済ませたけれど、やはり心はずっと須藤専務のことを考えてしまっていた。忘れなくちゃ、と思ってもすぐには無理だった。『忘れられる』と自分に暗示をかけるように何度も呟いていた。

　しかし、そんな想いを二十分ほど忘れられた時間があった。

　あるシングルルームでのことをふと思い出す。部屋へ入るとお客様がいて、『私にかまわず掃除をしてください』と言われ掃除を始めた。

　その方は白髪で品のよさそうなおじいさんだった。身長は私より少し高いくらいの中肉中背だけど、年齢を感じさせないくらい背筋をピンとさせていて、まだまだ現役で仕事をしていそうな、活気溢れた印象を受けた。

　さらに『仕事の手を止めずに話し相手になってくれ』と言われ、そんなお客様に驚いたけれど、寂しいのかもしれないとたわいない会話をした。祖父くらいの年齢の人と初対面で話をしながら掃除をするのは緊張した。

　彼は掃除が終わった私にチップを渡してくれようとしたけど、丁寧に断った。

『私も楽しかったですから』と。

　しぶしぶ財布にお金を戻しつつも、おじいさんはなんだか嬉しそうだった。




　掃除カートを押してスタッフルームまで来たとき、廊下を行ったり来たりする一条様がいて驚く。落ち着かない様子で腕時計を見ていた。

「一条様、こんなところでどうしたんですか？」

　声をかけると、彼はハッとしてこちらに駆け寄ってきた。

「夕樹菜ちゃんを待っていたんだよ！」

「いきなり、なんですか？」

　一条様の慌てている様子にわけがわからず、私はキョトンとした顔になる。

「カートを置いて、早く着替えてきてよ」

「えっ？　どうして？」

「それはまだ言えない。でも変なことなんてしないから出かけよう！」

　変なこと……？

　戸惑う私に一条様はクスッと笑うと、「早く」と急きたてる。

　このあとの予定なんてないし、須藤専務のことで気分も落ち込んでいるから付き合ってもいいように思えた。もう辞めるんだし、社則を破って一条様に付き合うのもこれが最後で楽しいかもしれない。

「着替えてきますね」

「とにかく早くね！」

　カートをしまい更衣室で着替える。いつものジーンズにＴシャツ、パーカーだから着替えに時間はかからず、すぐ廊下に出た。

　更衣室から出てきた私の手を掴むと、一条様は地下駐車場に向かう。

「どこへ行くんですか？」

　車で出かけるのはちょっと……と思って聞くと、「内緒」と言われてしまった。そんなことを言われたら、私の警戒心が……。

「内緒なら出かけません」

「ええっ！　そんなこと言わないでよ。僕も困った立場なんだから」

　またもわけのわからないことを言う彼は、ずらりと並んだ車から自分の車を見つけて助手席のドアを開けた。

「どうぞ、夕樹菜ちゃん」

　一瞬、座ろうか迷ったけれど、悪い人ではないと自分の直感を信じて乗り込んだ。運転席に座った一条様はホッとため息をついたような気がした。

　どうしてなんだろう……。




　運転する彼は寡黙に前を見つめて集中している。普段の様子とは違っていて、私は首を傾げる。いつもなら弾丸のように話すのに。

　車はほどなくして、いかにも高級そうな服がウインドーにディスプレイされているショップの前に停まった。

「到着ー。夕樹菜ちゃん、降りてね」

「ここに用があるんですか？」

「そうだよ」

　仕事の用だろうか、と思いながら車から降りる。助手席のドアを閉めたところで、その店から見たことのある女性が出てきて、駆け寄ってきた。

「待っていたわよー」

　須藤専務の妹さんだった。カシュクール風のボタニカル柄のワンピースに、よく転ばないなと思うほどの高さのハイヒールを履いている。

「私のこと、覚えている？」

　須藤専務によく似た、きりっとした切れ長の目でニッコリ笑う。

「はい……須藤専務の妹さんですよね」

「明日香よ。また会えて嬉しいわ。よろしくね」

　どうして妹さんが……？

　テンポのいい挨拶を済ませた明日香さんは、私の肩に手を当てて指紋ひとつなさそうなガラスのドアへ導く。後ろから一条様もブラブラとついてくる。

「もう夕樹菜ちゃんに似合う服を選んであるの。私って記憶力がいいから」

「私に似合う服ですか……？」

「そうよー。美しい服に着替えて、私たちと最高のレストランへ行きましょう」

　最高のレストラン？

　困惑していると、強引にフィッティングルームに連れていかれる。

「私は外に出ているから、これを着てね」

　明日香さんが指差したほうを見ると、桜色のＡラインのパーティードレスがかけられていた。深すぎないＶネックで肩からはフェミニンなフリル。こんなステキなパーティードレスは一度も着たことがないどころか、見たことだってない。これを私が着るの……？

「夕樹菜ちゃん、後ろのジッパー手伝うから言ってね」

　ドアの向こうから、出ていった明日香さんの声がして我に返り、急いで着ている服を脱ぐ。

　壁にかけられている上品なパーティードレスを手にすると、ずっと触っていたいくらいに触り心地のよい生地にうっとりする。明日香さんの見立てみたいだけど、私に似合うのかな。

　着こなせる自信はないけれど、早くと言われているから急いで袖を通してみる。明日香さんの言うとおり、ジッパーが閉まりにくくてフィッティングルームからおそるおそる顔を出すと、クルッと向きを変えられた。

「よく似合ってる！　髪は……そこに座ってて」

　鏡の前にあるスツールに座らされて待っていると、明日香さんが大きなバッグを持って戻ってきた。近くのテーブルにバッグの中身を出して満足げに頷くと、私のほうを向いた。

　鏡を通して、モデルのように美しい明日香さんと目が合う。

「明日香さんはモデルさんですか？」

　つい聞いてしまったが、明日香さんは笑って「違うわ」と答えた。

「スタイリストなの。ときどきヘアメイクも」

　そう言いながら、お団子にひっつめていた私の髪を梳いてコテを当て始める。

「艶やかできれいな黒髪ね」

「重たすぎて、カラーリングして軽く見せたいなと思っているんです」

　そうだ！　沖縄へ帰ったらまずはじめに髪を染めよう。

「そんなのもったいないわよ。やらないほうがいいわ。この髪ならシャンプーのＣＭだってできちゃうわよ」

　明日香さんは顔をしかめて首を横に振る。ハッキリとものを言うところは自信の表れなのだろう。

「でき上がり」

　鏡の中のはじめての髪型に目を見張る。顔のまわりに少しだけ髪を垂らし、あとは緩くアップに持ち上げられている。

「時間がないわ。このハイヒールを履いてね」

　彼女は左手首につけている華きゃ奢しゃな腕時計を見てから、エナメル素材のオフホワイトのハイヒールを差しだした。私は言われるままに足を入れてみる。エメラルドグリーンのハイヒールと同じくらいに履き心地がいい。

「時間って、レストランの予約時間のことですか？」

「あ、そうなの！　遅刻したらまずいから」

　明日香さんは私が着ていた服をお店の紙袋に入れて、肩から下げようとした。いくらなんでも自分のものを持ってもらうなんて、と急いで口を開く。

「持ちます！」

　紙袋とトートバッグを持ってお店を出ると、一条様が車の外で待っていた。私を見るなり笑顔になって、助手席のドアを開けてくれる。

「明日香は後ろね」

「わかっているわよ。夕樹菜ちゃん、乗って」

「は、はい……」

　助手席に座ると、満足そうな笑みを浮かべた一条様はドアを閉め、弾む足どりで運転席に座った。

　どうしてパーティードレスを着せてまで出かけさせたいんだろう……？

「こんなにオシャレをしなくてはいけないレストランなんですか？　私、そういうレストランのマナーには慣れていなくて……」

　車が発進してから気になり始めた。大学でマナーの授業があったけれど、実践はまだ数回しかない。

「大丈夫。私たちもいるから、困ったら私たちの様子を見ればいいの」

「……はぁ」

　いったいどこに連れていかれるんだろう……。




　十五分後。しだいに覚えのある風景が見えてきて、運転する一条様に顔を向ける。

「もしかして、うちのホテルに向かっていますか？」

　もう辞めると決めた職場。

「えっ？　あぁ、うちのホテルのフレンチ、絶品だから。どうせ金使うなら自分のところに使いたいでしょ？」

「まあ……そうですね……」

　クイーンズパレスホテルのフレンチは有名で、いつかは食べてみたいと思っていた。でも、うちのホテルに来るなんて……須藤専務に会ったりしたらどうしよう……。

　車はホテルのエントランスに停められ、ドアマンにドアを開けられる。

「ほら、降りて。夕樹菜ちゃん」

　エンジンをかけたまま先に運転席を離れた一条様は、顔見知りらしきドアマンと話をしている。

　石畳に足を下ろして車から降りたとき、横から誰かが出てきて二の腕を掴まれた。驚いてその人の顔に視線を移動させると、私の目が大きく見開かれた。

「須藤専務っ！」

　彼は怖いくらいの真剣な顔で私を見てから、一条様と明日香さんに「サンキューな」と言い、回転ドアに向かって歩きだした。腕を掴まれている私も当然、引っ張られるまま歩くしかなく……歩きながら須藤専務の手を外そうとしてもできなくて、慣れないハイヒールに転びそうになりながらついていくしかない。ロビーで騒ぐほどの度胸もなかった。

　お客様用のエレベーターに乗せられ、須藤専務はポケットからカードを出して差し込み、お客様は降りることができない五階を押す。

　誰も乗っていないエレベーター。私は思いきって叫ぶように言った。

「なにがなんだかわからないんですけどっ！」

　一条様と明日香さんに『サンキューな』って、どういうこと？　これは全部、須藤専務が仕組んだことなの？

「俺のほうが、なにがなんだかわからない」

　彼の口調に怒気が交じり、眉根を寄せて睨まれる。

　エレベーターは五階へ到着し、須藤専務は執務室に私を連れていってソファに座らせる。

「辞めるってどういうことだ？」

　地を這うような低い声で尋ねられた私はその言葉を無視し、全速力で走ったときのように乱れた呼吸を整える。

「夕樹菜、ちゃんと答えろ」

「……沖縄へ帰るんです」

「なぜ帰る？　仕事を頑張るんじゃなかったのか？　いったいどうしたんだ？　近々、フロントクラークに異動になるというのに」

　斜め前のひとり用の椅子にドカッと座った須藤専務は、責めるような瞳で見つめてくる。

「えっ!?」

　今、フロントクラークって……言った？

　聞き返したかったが、私は大きく首を横に振った。

「……ここにいると……つらくなるだけです」

　須藤専務が近くにいると、つらいから……。

「つらい？　なぜつらいんだ？　ホームシックにでもなったのか？」

　答えられないでいると須藤専務は立ち上がり、体温がわかりそうなほど近くに移動してくる。

「こっちに来ないでくださいっ！」

　反射的に腰をずらすと、須藤専務はムッとした表情になる。

「そう言われてもな。好きな女の近くにいたいんだ」

「えっ!?」

　今、なんて言ったの……？　今のは聞き間違いよ。妄もう想そうしちゃっただけ。

　須藤専務の顔を思わず見てしまうと、真剣そのものの目で見つめられ、口元には微笑みさえ浮かんでいる。

「君が好きだ」

　驚いて息が止まりそう。心臓は激しく痛いくらいに高鳴る。

「嘘……」

「嘘？　嘘じゃない。君が好きだ」

　甘く紡ぐ艶のある声に泣きそうになる。これ以上、期待させないでほしい。

「君は？　俺が好き？」

　顔を覗き込むようにして聞かれ、正直にこくりと頷いてしまった。

　この想いはもう隠したくない。でも、気になるのは美しいキャシーさんで……須藤専務が好きなのはキャシーさんじゃないの？

「キャ、キャシーさんは……？　彼女と結婚するんでしょう？　結婚するために会長と食事を……そんな方がいるのにっ。私を愛人にでもしたいんですか？」

「愛人？」

　おかしくてたまらないかのように、須藤専務が表情を崩し突然笑いだす。

「おかしくなんてありませんっ！」

　なぜ笑われているのかわからず苛立ち、すっくと立ち上がると、ようやく笑いを止めた須藤専務が私を見る。

「ときどき突拍子もないことを言うんだよな」

　須藤専務の手が伸びてもう一度ソファに座らされる。

「すごい勘違いをしているぞ。キャシーは陽基兄の婚約者だ」

　ええっ？　須藤専務の恋人じゃなくて、一条支社長の婚約者……？

　もう驚きすぎて、あんぐりと口を開けたまま言葉が出ない。

「全部説明するから、先に抱きしめさせてくれないか」

　承諾する間もなく、須藤専務の腕が私の背に回り抱きしめられた。

「須藤専務……？」

「ふたりきりのときは瑞樹と呼べって言っただろう？」

　耳元で囁かれる甘い声。

　これは夢？　ううん、夢なんかじゃない。私、須藤専務に好きって言われている。

「心臓の音がうるさいな」

　抱きしめたまま須藤専務はそう言って、からかうように笑う。

「だ、だって、急に抱きしめるから……」

「抱きしめるだけじゃないからな。もう待たないって決めたんだ」

「えっ？」

　少し身体を離したかと思ったら、顎を長い指先ですくわれ、唇が塞がれた。

「んっ……」

　優しく包み込むようなキスに、心臓は止まりそうなくらい跳ねて、すがるように須藤専務の身体に腕を回した。何度も甘く口づけられ、まるでふわふわと身体が浮いているように力が入らなくなる。

　そのとき、ドアを叩く音と共に明日香さんの声が聞こえてきた。

「兄貴ー！　いつまでやってんの？　早くして！」

　唇を優しく食んでいた須藤専務の動きが止まった。私から離れるとため息をつく。

「兄貴ー！　いないの？」

「入ってこいよ」

　ドアの向こうに聞こえるよう須藤専務が言うと、明日香さんが入ってきた。

「もうっ！　兄貴ったらなに盛さかっているのよっ。グロスがすっかりとれちゃっているじゃないっ。それに髪も乱れさせて！」

　今までキスをしていたのがありありと知られてしまい、恥ずかしくて顔が熱くなる。明日香さんはそんな私に微笑んでから、須藤専務を責めるように見る。

「おじい様が待っているわよ。その前に、キスしていましたって痕跡を消さなきゃね」

「髪は下ろしたままでいい。そのほうが好きなんだ」

　須藤専務は私の隣から移動して、ひとりがけ用のソファに座ると足を組む。

「はいはい。お兄様の仰せのままに」

　明日香さんはクスッと笑い、私の髪をとかし始める。それから顔にパウダーを軽くはたき、グロスをサッと塗ってくれる。

「これでよし、っと」

　使っていた化粧品をバッグの中に入れて、須藤専務を得意げな顔で見た。

「夕樹菜ちゃんをここまで騙だまして連れてくるのは大変だったんだから。それなりの報ほう酬しゅうを期待しているからね」

「わかっている。会議がなかったら自分でやっていたけどな」

　どうやら須藤専務は先ほどまで会議で身動きがとれず、私を連れてくるよう明日香さんと一条様に頼んだらしい。

「行こう」

　私に手を差しだした須藤専務にキョトンとする。

「行こう、って……レストランにですか？」

「陽基兄とキャシーの婚約パーティーで一族が集まっている。いい機会だから君を紹介したい」

「ええっ!?　紹介って、そんな……いきなり……無理です」

　一族ってことは、お偉方がたくさんいそうで……。さっき『おじい様』って明日香さんが言っていたのはおそらく会長のこと。キャシーさんと言い合ったぐらいだから怖そうだし……。そんな人たちが集まるところに行くなんて無理。

「大丈夫よ。兄貴の婚約者として堂々としていればいいの」

　不安になる私に、明日香さんはニッコリ笑って助言してくれる。

「わ、私が、須藤専務の婚約者？」

『好きだ』と言われただけで、『結婚しよう』なんて言われていないのに。

「やだ、兄貴ったらプロポーズしていないの？」

　あたふたと困惑する私を横目に、明日香さんは須藤専務を見て呆れた顔になる。

「明日香が来たせいだろ。お前が来るのが早すぎるんだ。来なければプロポーズしていたさ」

　妹に責められた須藤専務はムッとして、口元を歪ませた。ふたりの会話に思わず言葉を呑み込んで、須藤専務を凝視する。

　プロポーズ……？

「あとで俺が君を愛しているってことをたっぷりわからせるから。今は俺に合わせてくれないか？」

「須藤専務……」

　おじけづく自分がいるけれど、緊張した面持ちで頷いた。須藤専務は私の肩を抱き寄せ、そっと髪に唇を落とすと歩き始めた。

　まだ自分に起きた嵐のような出来事を整理する余裕はない。ただわかっているのは、須藤専務が私を好きだと言ったこと。そして私も。

　今日一日、最悪な気分だったけど、今はふわふわと心が浮いて夢のような気分だ。




　レストランで行われているのは立食式のパーティーのようで、部屋に入った私たちを出迎えたのは、見覚えのあるおじいさんだった。明日香さんがそのおじいさんに飛ぶように近づいていって抱き合う。

「須藤専務、あの方は……」

「俺たちの祖父だ」

　教えてもらったところで、明日香さんがおじいさん――つまり会長と腕を組みながらこちらへやってきた。白い眉の下の瞳と目が合い、慌てて頭を下げる。

「お嬢さん、先ほどとは見違えるようだ。驚かせてしまったかね？」

　会長はシワのある顔に、にこやかな笑みを浮かべている。

「は、はい」

　私たちふたりだけがわかる会話に、須藤専務が片方の眉を上げる。

「会長、なぜ彼女のことを？」

「瑞樹、意中の人がいると言っただろう？　好奇心を抑えられず会いに行ったんだよ」

　須藤専務は額に手を置いてため息をついた。そんな姿にもトクンと胸が高鳴るけれど、掃除をしているときにヘマはしなかっただろうかと不安になる。

「ちゃんと紹介すると言いましたよね？　わざわざ彼女が仕事をしているところを見に行かなくても――」

「いやいや、お嬢さんの働きぶりを見て感心していたんだ。私と話しながらも完璧に掃除をしていた。我がホテルで働いてくれてありがとうと言いたい」

　会長に褒められて、頬を赤らめながら恐縮するも、内心とても嬉しい。

「しかし、君みたいな可愛くて若い子が、老いぼれの老人であっても密室で男とふたりになるのはダメだ」

　会長は口では厳しいことを言うが、シワのある顔は笑っている。

「会長が強引に、自分がいても掃除しろと言ったんでしょうに」

　須藤専務がすかさずたしなめると、会長は愉快そうに豪快に笑った。

「会長」

　聞き覚えのある声に振り返ると、ブラックスーツに身を包んだ一条支社長と、身体のラインが出る鮮やかなブルーのロングドレスを着たキャシーさんがいた。

「陽基、婚約者を彼女に紹介しなさい」

　一条支社長は会長の言葉に頷き、キャシーさんの背に手を当てさりげなくエスコートしながら私の前に立つ。

　そして私にキャシーさんを紹介しているところへ、弟である宏基さんがフラリとやってきた。

「ふた組の幸せなカップルか。いいなぁ」

「お前もフラフラしていないで好きな女を見つけろよ」

　須藤専務の言葉に、宏基さんはこれみよがしに大きくため息をつく。

「僕も夕樹菜ちゃんを好きなのになぁ」

「勝手に言っていろ。俺が沖縄で彼女にひと目ぼれしたのが先だからな」

「えっ……？　沖縄で私にひと目ぼれしていたんですか？」

　あんなに印象が悪かったはずなのに……。須藤専務は少し照れたように笑う。

「まあ……第一印象が衝撃的だったからな」

「瑞樹、その第一印象ってなんなんだい？」

　私がレストランでジュースをかけちゃったときのことだ。あのとき、須藤専務は優しかったな。

　宏基さんは聞きたくて仕方ない様子。日本語で話をしているから、キャシーさんには一条支社長が丁寧に通訳している。

「話すと長くなるから今はやめておく。夕樹菜、なにか食べよう」

　須藤専務は興味津々の人たちの輪の中から、料理が置かれている場所へ私を連れだしてくれた。

　胸がいっぱいで食べられるかどうかわからないけれど、おいしそうなフランス料理を皿の上に乗せていく。須藤専務の皿にはたっぷりと料理が乗った。

　それぞれ皿を持ちテーブルに着くと、ウエイターが飲み物を運んできた。私はもちろんジュースだけど、須藤専務もウーロン茶だ。

「お酒、飲まないんですか？」

「ああ」

　須藤専務は言葉少なに頷く。仕事が忙しいのかもしれない。

「まだお仕事が残っているんですか？　忙しいですね。このあとも頑張ってください」

　ニッコリそう言うと、須藤専務は呆れたようにため息をつき、テーブルに突っ伏しそうになった。

「夕樹菜、俺は仕事があるから飲まないんじゃない。いろいろと話さなければならないこともあるし……もう我慢しないと言っただろう？」

　さっきのキスが思い出されて、急激に顔が熱くなる。パタパタと手で顔を仰ぐと、須藤専務は楽しそうに笑う。

「み、みなさん血縁者なんですか？」

　慌てつつもなんとか話を変えようと試みる。

　このレストランにいるのは私たちを含めて三十人くらい。スーツを着た男性も多く、女性同伴が目立つ。出席者はだいたい年配の方に見える。

「そうだ。会長のハトコぐらいまでいる。陽基兄の婚約者を紹介するパーティーだからな。決まったのが昨日なのによく集まったものだなと感心するよ」

　うわっ、すごい。ここにいる人たちがみんな会長の親戚だなんて。

「俺たちの両親はタイにいるんだ。タイのクイーンズパレスホテルを任されている。もうかれこれ向こうへ行って十年近いな。帰ってくる気はなさそうだ。近いうちに紹介するよ」

「十年も……須藤専務はまだ学生だったんじゃ……？　明日香さんは高校生ぐらいですよね？　それなのに離れて暮らしていたんですか？」

　はじめて須藤専務の両親の話題が出て、つい深く聞いてしまう。

「ホテル稼業なんてこんなものだ。家政婦がいてくれたし、明日香は会長宅から学校に通っていた。俺はうるさい親がいなくて――」

「羽を伸ばせたんですね？」

　大学生活を楽しんでいる須藤専務を想像してしまった。

「いや、勉強に専念できた」

　きっぱり言われて、本当にそうなんだと思ったとき、明日香さんの声がした。

「夕樹菜ちゃん、騙されないでね？　文武両道というより、兄貴の場合は文遊両道なんだから」

『文遊両道』なんて言葉はないけれど、よく例えたなと感心しながら笑った。

　どうやら明日香さんもお腹が空いているようで、料理を盛った皿をテーブルに置いて私の隣に腰かけた。

「もう帰ってもいいんじゃない？　兄貴、早くふたりっきりになりたそうな顔しているわよ。今日の主役は陽兄とキャシーだしね」

　気が利く性格なのか、兄思いなのか、明日香さんは私たちに退席を勧めてくれた。




　明日香さんの勧めどおりパーティーを退席した私たちは、お台場から少し離れた、海が見える公園にやってきた。

　車を降りたところで、六月初旬の夜の寒さにブルッと震えてしまう。それが見えたのか、須藤専務はスーツのジャケットを脱いで肩にかけてくれた。

　手をつなぎながらブラブラと歩き、海が見渡せるベンチに座ると、潮風が沖縄の海を思い出させた。

「疲れたか？」

「大丈夫です……」

　ふたりきりになって緊張している。肩に羽織る須藤専務のジャケットで、いつもの爽やかな香りに包まれ、私の胸は高鳴りが聞こえそうなほど速く脈打っている。

　隣に座る須藤専務は長い足を組み、ゆったりと座って余裕の表情で私を見ている。

「本当に沖縄へ帰るつもりだったのか？」

「……金城副支配人から言われなくても、須藤専務の幸せそうな姿を見るのはつらかったから、帰ろうと」

「どこで俺とキャシーが恋人だと勘違いしたのかわからないな」

「それは……いろいろです。須藤専務が私を好きだなんて知らなかったから」

　須藤専務は私のほうに身を寄せると、頬をやんわりと撫でてそのあとにギュッと引っ張った。

「い、痛いれす……」

「態度には出していただろう？　わからなかった罰だ」

　頬を引っ張った手で同じ場所を軽く撫でられる。

「言葉で言ってくれないとわかりませんっ！」

「ああ……君は恋愛経験の少ない処女だからな。俺が悪いと認めるよ」

　頬を撫でてくれる手を私の両手で囲んだとき、次に続いた言葉に自分の耳を疑った。

「結婚しよう」

「今、なんて……」

「君と結婚したい、と言ったんだ」

　まっすぐ瞳を見つめられ、きっぱりとした声に、しっかりとした決意を感じる。嬉しいけれど、突然のことで戸惑う。

「須藤専務……私たち、まだ出会ったばかりで付き合ってもいない――」

「瑞樹と呼べ、と言っただろう？　俺は人を見る目があるんだ」

　私の戸惑いがわかったらしい須藤専務は、フッと表情を緩ませる。

「金城副支配人とのこと、疑っていたのに？」

　ふと気になって口にしていた。名前を出すのも嫌な人だったけど。

「疑ってはいなかったさ。あの男にいいようにされている君に苛立ったんだ」

「須藤専務……」

「レストランでジュースをかけられたのは、運命だったのかもしれないな。いろいろ俺の目の前でやらかす君はとても可愛かった」

　顔が近づき、唇が塞がれる。それからチュッとリップ音をたてて離れていく。

「私……」

　軽いキスなのに疼く身体を気にしないふりをして、須藤専務を見る。

「まだまだ未熟で……」

「知ってる」

　甘く見つめられながら、再び口づけられる。

「社会に出て間もなくて……」

「ああ」

　そしてもう一度、唇を重ねられた。

「け、結婚はしたいけれど……今は仕事をしっかりやりたいんです」

　言っちゃった……。須藤専務とすぐにでも結婚したい。だけど、流されるままじゃいけないとも思う。須藤専務のことは大好きで本当に嬉しいけれど、憧れのフロントクラーク業務ができるとわかった途端、やっぱり頑張ってみたい気持ちがふつふつと湧き上がってきたのだ。

　私のほうへと傾けられていた顔が、真顔になって離れる。その顔は不服そうにしかめられている。

「辞めて沖縄へ帰るつもりだったのに？　結婚しても仕事を続ければいいだろう？」

「それじゃあダメです。自信を持って須藤専務の隣に立ちたいから」

「夕樹菜……」

　須藤専務は、今まで聞いたことがないくらいの深いため息をついた。

「……わかった。一年待とう。フロントクラークでせいぜい自信をつけてくれ」

「一年って……ダメです。一年じゃ自信が持てません」

「はぁ？　じゃあ、最大限に譲って二年待とう。それ以上は待てないからな」

　指をＶサインのように私の目の前に二本立てて言いきる。

「二年……はいっ！　頑張ります！」

　やりたかったフロントクラークに行けると聞き、やる気に満ちている。ようやく自分のやりたかった仕事ができるようになり、恋も成就し、夢見心地だ。

「ただし、条件がある」

　意気揚々と答えると、須藤専務はしたり顔を向けてきた。なにを言われるのかドキドキだ。

「なんでしょうか？」

「休日の時間をすべて俺にくれること」

「ええっ！」

「嫌なのか？」

　意地悪そうな笑みを浮かべた須藤専務には抵抗できない。

「い、いいえ。約束します」

「よろしい。仕事を頑張っていい女になるんだぞ。よそ見したら許さない」

「よそ見したら許さないって、それは私の言うセリフです。須藤専務はモテるんだから。古川チーフだって……」

「彼女とはなにもない。俺は一途なんだぞ？　ずっと夕樹菜を愛し続ける自信がある」

　真面目な顔で有頂天になるようなことを言われ、幸せに包まれる。

「愛している。君が好きだ。誓うよ」

　愛の告白をして、須藤専務は私を優しく引き寄せた。




　口づけられながらゆっくりシーツの上に下ろされる。

　都心の最高級ホテルの部屋で、明日香さんが選んでくれたパーティードレスのジッパーがいつの間にか外され、脱がされていく。

　その間も私の鼓動はドクドクと不規則に乱れ、心臓が壊れちゃうんじゃないかと思うほどだった。素肌を異性に見せるのははじめてで、あまりの恥ずかしさに須藤専務のワイシャツの胸に顔をうずめる。

　ワイシャツにシワができるくらいギュッと握ってしまい、その手に彼の唇が落とされ、フッと優しく笑われる。

「恥ずかしい？」

「もちろんですっ……こんなときどうしていいのか……色気がなくてごめんなさい」

「本当にそう思っているのか？　色気がないどころか……いや、今言うと変態発言だと引かれそうだから、言わないでおこう」

　そう言って、須藤専務は私の唇を塞いだ。

　濃密な唇へのキスから始まり、全身のあらゆるところに味わうように舌を這わせられると、私の口から甘い声が漏れる。

「んっ……ふ……」

　須藤専務の長い指が張りつめた胸の頂を弄び、反対の頂は舌で吸ったり舐めたりを繰り返されている。愛あい撫ぶをされ続け、身体の中心が痺れて熱くなる。

　私を翻ほん弄ろうし続けている須藤専務は、まだワイシャツを着たままだ。ただしネクタイもワイシャツのボタンも数個外され、鎖骨やたくましい胸板が見える。男の人にも色気というものがあるのだ、と呼吸を乱されながら思う。

　私だけが淫らに裸にされていて、羞恥心でいっぱいだけれど、触れられるたびにもどかしくて、須藤専務をもっと感じたくなる。

「み、瑞樹……っん……も」

　ワイシャツのボタンに手を伸ばす。その手が掴まれ、官能的な唇に指を食まれ、ショーツのクロッチ部分をツーッと手でなぞられてビクンと身体が跳ねる。

「ああっ……」

　熱い舌が平らな腹部を滑り、ぷっくりと膨れたところを捉えた。

「や……ぁ……あぁ、ん……」

　そこは舐ねぶられ、さらに硬さを増して敏感になっていき、身体の奥からなにかが溢れてくる。

「もう濡らして、いやらしい子だな」

「そんなっ……あんっ……」

　舌で愛撫され、指は潤い始めた柔やわ壁かべを蹂躙するように動かしていく。

「もう……ダメです……っ……」

　敏感になったところをパクリと口と舌で弄いじられた瞬間、全身が大きくおののいた。

　何度も責めたてられ、のぼりつめ、弓なりになった腰を抱きしめられる。いつの間にか服を脱いでいた彼の屹きつ立りつしたものが、潤った秘所にあてがわれ、ゆっくり入ってきた。

「っ……ああっ……」

　蹂躙されたとはいえ、裂けるような痛みに息を呑む。

「痛いか？」

「だ……大丈夫……」

　痛いと言ったらやめてしまいそうなくらい、心配そうな瞳を向けられる。

　須藤専務はゆっくりと抽ちゅう送そうを繰り返しながら、これ以上ないほど敏感になっている胸の頂に愛撫を施した。

　指を絡め合い、気持ちを確かめるような濃厚なキスに、ジンと広がる痛みが甘い感覚へと変わっていった。




　さわさわと頬を撫でられて、まどろみからゆっくり目を開ける。枕に頭をつけて私を見ている須藤専務の整った顔が目に入った。

　愛している人がすぐそばにいて、涙が出てきそうなくらい幸せだった。それにすごく恥ずかしい。だけど反対に須藤専務は余裕の表情。その顔を見ていたら困らせたくなった。

　須藤専務の顔がゆっくり近づいてくる。私はその唇に手を当てた。すると、すぐに不服そうな顔で見つめられる。

「もう誰ともキスしないでくださいね」

　不可抗力であれ、キャシーさんにキスされた罰。

「やきもちを焼いてくれるのは嬉しいね。拗ねる夕樹菜も可愛い」

　私の手を外し、口元を緩ませている。

「喜ばないでくださいっ」

　怒ったふりをすると、手のひらがペロリと舐められる。

「大丈夫。ずっと君だけだと誓うよ」

　艶のある笑みを浮かべた須藤専務は、私の唇に熱いキスを落とした。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは。若わか菜なモモです。このたびは『誤解から始まる恋もある？』をお手に取ってくださりありがとうございました。

　ベリーズ文庫四冊目になります。そして今回は初めての書き下ろしです。読者様が読んでくださるところを思い描きながら水面下で書いた作品です。

　書き下ろしが書籍になったのも、いつも応援してくださる皆様のおかげです。感謝しています。ありがとうございます。

　さて、少し物語へ。ヒロインは憧れのフロントクラークとして勤務したい沖縄の女の子。無事に入社試験に受かり、あと少しで入社式というところでホテルの副支配人からセクハラを受けます。入社取り消しを覚悟した夕樹菜ですが、なぜか東京の本社へ異動通知が来て……。

　なぜ最初の舞台が沖縄なのか。きっかけは去年の十一月に、両親と娘の四人で沖縄旅行に出かけたことです。私は初めての沖縄旅行でした。レンタカー付きのフリープランだったので、恩おん納な村そんのホテルに決めて個人的に車で回りました。泊まったホテルは広々としてなかなか豪華で、私の想像を膨らませてくれました。プールや教会もあったので、娘とホテル内をウロウロ。お天気は残念ながらあまりよくなく、海はきれいに見えませんでしたが、大きな窓から外を眺め、この話を妄想してひとりニヤニヤ。なんて気持ち悪いのでしょう。誰にも見られなくてよかった。そんなふうに生み出したお話、楽しんでいただけたら幸いです。

　いつもはサイトで公開し、読者様の反応がわかるのですが、今回は書き下ろしなので、内心ドキドキ。ぜひご感想などお聞きしたいなと思っております。




　最後になりますが、ステキなカバーイラストを描いてくださいました明あ季き様、編集では大変お世話になっております三好様、矢郷様、スターツ出版の堀口様、そしてこの本に携わってくださいましたすべての皆様、本当にありがとうございました。




　これからもBerry's Cafeとベリーズ文庫のご発展をお祈りいたします。

　そして私を支え、応援してくださる皆様へ感謝を込めて。





二〇一五年一月吉日　若菜モモ









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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